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　プロローグ




　　破は局きよくへの予感




　その日──

　惑わく星せい連合の歴史に残る空くう前ぜん絶ぜつ後ごの激動の日々、のちになって『嵐の三か月間』と呼ばれることになった恐きよう怖ふと混こん迷めいの日々。その最初の一日目は、それまでの平へい穏おんな日々とうわべはなんら変わることなく、始まったのであった。

　宇宙暦７００４、暮くれ。

　あの猖しよう獗けつをきわめたアシュラン戦せん役えきの終結から、一年の歳月が過ぎようとしていた。







　地球、南米大陸旧ボリビア領のアンデス山脈の懐ふところに抱かれたカイナゲ天文台は、銀河最大の電波増幅式天体望遠鏡を備そなえた、惑星連合宇宙軍直ちよつ轄かつの大天文台である。そのカイナゲ天文台のヘリポートに一機の大型輸送ヘリコプターが、二重反はん転てん式しきの無音ローターによってふわりと降り立ったのは、まさに日没数分前の、もっとも美しい時間帯であった。

「なるほど」

　ヘリから降りたその若い士官は、この世のものとも思われぬその美しい光景に、思わず我を忘れてつぶやいた。周しゆう囲い３６０度、どちらを向いてもただ圧倒される、天然の大パノラマである。

「噂うわさには聞いていたがこれは凄すごい。これなら観かん覧らん料りようを払って見ても絶対後悔しないな」

「でしょう」

　パイロットがうなずく。

「でも、これからですよ。まあ、見てらっしゃい」

　やがて、傾いた赤い巨大な夕ゆう陽ひが、アンデスの山並に沈む。

　まさにその刹せつ那な──、

「あっ！」

　士官は思わず、ヘリポートの上で声を上げて叫んでいた。

「これは──」

　そこで絶句してしまう。あとはもう言葉もなかった。

　赤い夕陽が山の頂いただきに没する寸前、一いつ瞬しゆん鮮あざやかな緑色の光こう芒ぼうを放ったのである。本当に空気のきれいな場所でなければ、絶対に拝おがむことのできない光景であった。

「これに比べたらスターボーなんか、ものの数ではないな……」

「地球もまんざら捨てたもんじゃないでしょう、中将閣かつ下か」

「まったくだ」

　その中将はまだ若かった。階級を考えれば若すぎると言ってもいい。

「ああ、消える……」

　思わず溜ため息いきが漏もれた。緑色の光も一瞬で、あとは急速に夜の帳とばりがあたりを支配してゆく。そして、目に映るものは満天の星、星、星であった。

　宇宙空間で見る星とはまた違った趣おもむきがあった。

「なるほどな。この光景を見せたいがために、わざわざ日没前の、この時間を選んでくれたのか」

　参さん謀ぼう肩けん章しようをつけたその若い中将は、司令部の粋いきなはからいに思わず打たれ、つぶやいた。

「シアも連れて来ればよかった……」

「ヤマモト参謀副長閣下！」

　パイロットが敬礼した。

「天文台司令がお待ちかねです。どうかこちらへ」

「うむ」

　南半球は夏だが、この高度では軍用コートは手放せない。そのコートの裾すそを翻ひるがえしつつ、惑わく星せい連合宇宙軍参謀副長兼、惑星連合艦隊最高司令長官補ほ佐さのマコト・ヤマモト中将は天文台の中ちゆう枢すうへと通じる専用エレベーターに乗った。

　そこからたっぷりと２分をかけて降下する。

「驚おどろいたなあ」

　ヤマモトは思わず出るつぶやきを、禁じ得ることができなかった。驚くことばかりだ。

「天文台の主要施し設せつは、地下５０００メートルの大だい空くう洞どうにあるのか……」

「ええ、なにしろここは地球最大の天文台であると同時に、軍の施設でもありますからね」

「特大のシェルターというわけだ」

　やがてエレベーターのドアが音もなく開く。そこでこの日何度目かの驚きが、ヤマモトを待ち受けていた。

「あっ！」

　出迎えてくれた人の顔を一目見るなり、ヤマモトは叫んだ。

「アンダーソン長官……」

「やあ、ヤマモト君、長旅御苦労」

　ニコニコしながらヤマモトを迎えたその白しろ髭ひげの老人こそ、誰だれあろう惑星連合艦隊最高司令長官であるアドリアン・アンダーソン元げん帥すいその人であった。

「ブルネイの司令部を出発したのは私のほうが後だったが、到着は私のほうが、地球時間で三日も早かったわけだね」

「え、ええ。なにしろ私は、途と中ちゆうでいろいろと寄り道がありましたからね」

　咄とつ嗟さに忘れていた敬礼を慌あわてて返し、ヤマモトは言った。

「しかし、なにゆえ長官がこのようなところに？」

「おや、言わなかったかね」

　アンダーソンの口元が立派な髭の下で笑った。その目はいつも、子供のように笑っている。

「私は惑星連合艦隊の司令長官であると同時に、ここの天文台司令でもあるのだよ。もっとも、こちらのほうはほとんど名ばかりの名誉職で、ここに来るのも実は着任以来、初めてのことだがね」

「長官もお人が悪い」

　ヤマモトは苦笑いしながら言った。

「マコト・ヤマモト中将、只ただ今いまカイナゲ天文台に着任いたしました！」

「ま、堅かた苦くるしい挨あい拶さつは抜きだ」

　驚おどろかせたぶん、アンダーソンも柔にゆう和わな表情になって、

「どうだ、実にいいところだろう」

「はい。実に。しかし、地球のお膝ひざ元もとなのに、きわめつけに辺へん鄙ぴなところですな」

「交通の便が悪いぶん、景色がいいのさ」

「なるほど」

「君も見ただろう。あの夕ゆう陽ひの代だい償しようと思えば、ヘリが一日二便だけという不便さも納なつ得とくがいく」

「まったくです」

　ヤマモトは万感の同意を込こめて、うなずいた。

「もっともあの景色は、予想もしていなかった余よ禄ろくだがね。地球でいちばん空気の澄んだところを捜したら、偶ぐう然ぜんあの景色が拝おがめたというわけだ」

「ひさしぶりで命の洗濯をさせてもらいました」

「来たまえ。この基地の自慢の設せつ備びを紹介しよう」

「はい」

　二人はそこからさらに、長いコンベア式通路を移動した。

「それにしても、たいした設備ですね」

「ああ。だが、金をかけただけのことはあったよ」

　なぜか沈んだ声で、アンダーソン長官は言う。

「もしかしたら、人類は救われるかも知れん……」

「どういう意味ですか？」

　はっとなって訊きくヤマモトに、

「じきにわかる」

　と、アンダーソンは笑った。虚うつろな笑いであった。

「君のところ、奥さんは元気かね？」

「元気すぎます」

　ヤマモトは妻のシア・ヤマモト・ハスの、なにかにつけて喜き怒ど哀あい楽らくの激しい表情を思い浮かべながら言った。そう言えば、もう二か月近く顔を見ていない。

「君は司令部勤務、奥さんは艦隊勤務。お互い大変だろう」

「会えば喧けん嘩かですよ」

　ヤマモトは制服の腕をまくり上げた。青い痣あざがある。

「見てください、この前会ったときも、この体ていたらくです」

「愛情が深い証しよう拠こさ」

　アンダーソンは白い歯を見せて、

「そのあと、燃えたろう？」

「あ……はい」

　ヤマモトは見み透すかされて思わずギョッとなり、

「どうしてわかったのですか？」

「私にも、経験があるからね」

　そこは宇宙軍の大だい先せん輩ぱいである。

「子供の数が、喧けん嘩かの数さ」

「恐れ入りました」

　機械による厳げん重じゆうなチェックを受けて、司令部へのゲートをくぐる。広い、呆あきれるくらいに広い基地の割りには、司令部そのものは意外に小ぢんまりとしていた。だいたい、小さなダンスホールくらいだろうか。チークには向くが、ジルバはちょっと苦しい。

　壁へき面めんには無数のパネルが並び、正面天てん井じようは巨大な立体スクリーンになっていた。

　なんのことはない、戦艦のブリッジと同じレイアウトなのだ。

「妙みように懐なつかしいですな」

　ヤマモトの言葉には、含ふくみがある。

「このところ艦ふねにも長いこと、乗っていませんでしたから……」

「やあ、来たか」

　正面の椅い子すに腰こし掛かけていた高級士官が、椅子ごとくるりと振り向いたのは、そのときであった。

「ひさしぶりだな、ヤマモトくん」

「参さん謀ぼう総長！」

　ヤマモトは目を丸くした。そこにいたのは惑わく星せい連合艦隊の名物参謀総長、ススム・フジ大将であったからだ。

「これで、惑星連合宇宙軍の三巨頭が揃そろったわけだね」

　フジ大将はニヤリと笑った。

「この辺へん鄙ぴな基地に、極ごく秘ひ裏りにね」

　アンダーソンもうなずく。

「いったい今日は、何回驚おどろかせてくださるんです？」

「心配するな、あと一回だけだ」

　フジ大将が言った。

「もっともそのあと一回の驚きが、尋じん常じようではないだろうがね」

「はあ……」

　要領を得ないので、ヤマモトは頭を搔かくしかない。

「自分も極秘の任務であることは重々。しかしいったい……」

「君にだから、言っておこう」

　アンダーソンが、重い、押し殺したような声で言った。

「人類はいまだかつてない、未み曾ぞ有うの危機に直面している」

「お言葉ですが今までも何度か、そんなことがあったと記憶しております」

　皮肉でもなんでもなしに、ヤマモトは言った。むしろ平へい穏おんな時期のほうが圧倒的に短い。

「それとはスケールが違う」

　フジ参謀総長が言った。

「今回の危機に比べたらラアルゴンとの戦争など、おままごとのようなものだ」

「そんなに……」

「もし、この危機が銀河を直ちよく撃げきするようなことがあれば、惑わく星せい連合も、ラアルゴンもなくなる」

　フジ大将は真顔であった。

「我々はまだいい。だが、我々の次の世代は……」

「そう言えば、息子さん、正式に軍に入られたのでしたね」

　絶ぜつ句くしてしまったフジ大将に、ヤマモトは言った。

「確か、お早い出世で、18歳でもう大佐だとか……」

「ああ。親に似ず、出来のいい息子でな。あいつには、イサムには、未来を残してやりたい」

「閣かつ下か……」

　ヤマモトは驚おどろいた。

　あのフジ大将をしてそこまで言わしめるとは、よほどの危機なのだろう。

「それほどまでに、深刻な事態なのですか？」

「深刻だよ」

　アンダーソンが言った。

「深刻という言葉が気楽すぎて似合わないほど、深刻だよ」

「わかりました」

　ヤマモトは覚悟を決めて、言った。

「事態を説明してください」

「では──」

　地下司令室にはヤマモトたち以外にもう二人の人間がいた。そのうちの一人が立ち上がった。軍服の上から白衣を着た、瘦やせぎすの男であった。憔しよう悴すいしきった浅黒い顔に不ぶ精しよう髭ひげが目立つ。眼鏡めがねの下の腫はれぼったい目が充じゆう血けつしており、目の下にはくまができていた。もう何日も寝ていない、そんな顔だ。

「私から説明いたしましょう」

「この天文台の技術官で、実質上の責任者である、ヘギョン・カン少佐だ」

　アンダーソンが手短に紹介した。

「カンです」

　カン少佐は一礼して、いきなり説明を始めた。前置きやスタイルに構かまっていられない。そんな感じだ。

「とにかく、この映像を見ていただきたい」

　正面の立体スクリーンに、３Ｄ映像が現れた。噂うわさの電波増幅式天体望遠鏡による情報を、コンピューターでシミュレートしたものであろう。

「これは？」

「かじき座の、球状団だん塊かい星雲です」

　カン少佐が言った。

「ああ、今世紀になって初めて発見されたという……」

「ええ、電波増幅式望遠鏡のおかげでね」

　深刻な中にも機械の話になると得意げに喋しやべってしまうのは、技術者の悲しい性さがである。

「この超長距離天体望遠鏡のおかげで、９億光年も離れたこの星雲が初めて発見され、我々天文学者にとっては食しよく指しをそそられる新しい情報が、次々ともたらされたわけだが……」

　そこでカン少佐は、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「人類の未来を揺るがす、とんでもないものまで発見されてしまった」

「とんでもないもの？」

「画面の中央を、見てみたまえ」

　アンダーソンが促した。

「あ」

「わかるかね？」

「ええ。この端の部分でしょう」

「そうだ」

「この部分だけ星雲が食い散らかされたように、黒くなっていますね。影のように……」

「最初発見されたときは、電波増幅式望遠鏡の、受光素子の故障だと思っていました」

　カン少佐が言う。

「これはいつの映像だね？」

　フジ大将が訊きいた。

「今日の朝、地球のグリニッジ標準時間で〇五三〇のものです」

「我々がここに来たときより、また一段と拡がったね」

「ええ、ここへ来て急速に増大してきました。あの星雲の命も、あと一か月かそこらでしょう。もっとも、実じつ際さいにはとっくの昔に消しよう滅めつしてしまっているはずです。なにせ、９億年前の映像ですからね、我々が見ているのは……」

「９億年前のドラマがリアルタイムか……。まったく新型望遠鏡様さまだ」

　フジ大将が汗を拭ぬぐった。

「それにしても忌いまいましい影だよ」

「私には……」

　ヤマモトが言った。

「星雲を食い荒らす、癌がん細さい胞ぼうのように見えます」

「ふ、まったくその通りですよ」

　カン少佐が、感嘆したように言う。

「うまいことを言ったものですな。あれはまさしく、我々にとっても癌です。人類全体の癌だ。いや、宇宙という生命体に発生した、癌かも知れない」

「宇宙の癌？」

「ええ。せめてもの慰なぐさめは、早期発見できたということだが、しかしもしかしたら手遅れかも知れない。不ふ治ぢの病かも……」

「では、人類を襲おそった未み曾ぞ有うの危機というのは……」

「そうだ」

　アンダーソンは、ゆっくりとうなずいた。

「あの癌細胞が、我々の銀河にも転てん移いしてくるのだ」

「まさか……」

「まさかではありません」

　カン少佐はパネルを操そう作さした。別の映像がスクリーンに現れる。

「あの星雲は消滅する寸前、僅わずかな光を発しています。その光のドップラー偏へん移いを測定して、あの癌がん細さい胞ぼうの予想コースをシミュレートしたのがこの映像です」

「むう！」

　ヤマモトは思わず唸うなった。

「直撃じゃないか、ほとんど」

「はい」

　カン少佐はうなずいた。

「光速を遥かに凌りよう駕がするスピードで、銀河めざして直進してきます」

「脅きよう威いだな」

　ヤマモトは指を嚙んだ。

「銀河の全人類にとって……」

「すべての生きとし生けるものにとって……です」

　カン少佐が訂てい正せいした。

「あとどのくらいで……」

　ヤマモトは唾つばを吞のんだ。いつの間にか口の中がカラカラに渇かわいていた。

「あとどのくらいで、あいつは我々の銀河に到達するのですか？」

「誤差はありますが……」

　きわめて冷れい徹てつに、カン少佐は言った。

「惑わく星せい連合宇宙軍のコンピューターを駆く使ししたシミュレートによれば、早くて一年といったところでしょう」

「一年！」

　ヤマモトは事態の深刻さをしみじみと嚙みしめた。全身にさっと冷や汗が吹き出し、すぐに引くのを感じた。

「時間が、なさすぎる」

「そういうことだ」

　アンダーソンが言った。

「で、この癌は……」

　ヤマモトは、さらに訊く。

「人類に、告知するのですか？」

「実はそれで悩んでいる」

　フジ参さん謀ぼう総長が、これ以上はない深刻な表情で言った。

「こんなものをまともに発表してみろ。銀河全域で暴ぼう動どうが発生して、それこそ収拾不能の事態になるぞ」

「ごもっともです……」

　さすがにフジ参謀総長は、平時における情報処理のプロであるだけに、苦悩も人一倍のようだ。

「どうかね。私が、息子のために未来が欲しいという気持ち、わかるかね？」

「わかります」

　ヤマモトは悲痛な面持ちでうなずいた。

「ようく、わかります」

「ワシも、この歳になると自分のことはさておき……」

　アンダーソンも正直な心情を吐と露ろした。

「息子や、孫たちの、ことがなあ……」

「私もです」

　ヤマモトもうなだれて、

「シアや、これから生まれてくるであろう自分たちの子供の世代に、未来は是ぜが非ひでも確保してやらなければ……」

「それにしても時間がない」

　カン少佐が言った。

「人類の英知を結集して、この一年でなにができるのか？　いや、そもそも、結集できるのか？」

「その逆の面が現れる可能性のほうが、遥かに高い」

「で、この銀河の癌がん細さい胞ぼうですが……」

　ヤマモトが問うた。

「要するに巨大なブラックホールのようなものなのですか？」

「似ているが、違う」

　カン少佐は言った。

「それよりはるかに規模が巨大だ。だいいち光速以上でワープしてくるブラックホールなんて、ありはしませんよ」

「では、なんなのです？」

「星を喰くい荒らす、一種の生命体という説、超重力のブラックホールが無数に集まった、移動性の星雲だという説、いろいろと考えられるのですが……」

「少佐は、どうお考えですか？」

「はい」

　カン少佐は白衣の裾すそで眼鏡めがねを拭ふいて、

「ズバリ、宇宙に発生した、颱たい風ふうのようなものではないかと……」

「颱風ですって？」

「そうです。何億年に一個という割で発生する、宇宙規模の颱風です。颱たい宙ちゆうとでも呼びたいですね」

「颱宙ね」

　フジ参謀総長が天てん井じようを仰いだ。

「大きさは、ほぼ銀河の半分にも匹敵する巨大な超重力低気圧といったところですね。これが予想コースを取って銀河を直撃した場合、どう少なく見積もっても、銀河の星の半分が消滅します。しかもこれは恒こう星せいに限っての話であって、惑わく星せいは、もっとひどい被ひ害がいを被こうむるでしょう。居住可能惑星はひとつ残らず壊かい滅めつと言っても過言ではありません。颱宙の中心からかなり離れた惑星でも、地ち殻かく変動、地じ震しん、津波で、全ぜん滅めつに近い被害を受けるでしょう」

　カン少佐は淡々と言う。

「私のことを、ひどいことを平気な顔で言える、冷れい血けつ漢かんだとお思いでしょうねえ」

「いや、そんなことは……」

「いいんですよ。でも、あまりにも壮そう絶ぜつすぎて、まるきりリアリティーが湧わかないんですよ。想像を絶する予測ですからね」

「具体的には、人類はどうすれば全滅を免まぬかれるのでしょうか？」

「いちばん手っ取り早いのは、他の銀河へでも移住するんですな。例えばアンドロメダ星雲とか……」

「無む理りだ！」

　アンダーソンが言った。

「そんな長大な航続力をもつ船はない。だいいち完成したとして、全人類が乗れるだけの数を、たったの一年で揃えられるはずがない」

「選ばれた人類だけが密ひそかに脱出するという方法も、古典的ですが考えられますね」

　カン少佐が笑いながら言った。

「残される大多数の人類の、暴ぼう動どうは必至でしょうがね」

「そんなことが発覚したら、また戦争になってしまう」

　フジ大将が言った。

「しかも今度は、なんの救いもない戦争に、全人類とラアルゴン人は突入するぞ」

「ラアルゴンだって、人類です！」

　憤ふん慨がいするように、ヤマモトは言った。

「事実、交配可能なのですから……」

「そうだったな、すまん」

「我々でさえ、こうだ」

　もはや絶望的な表情で、アンダーソンは言った。

「この事実を知ったときの人類の混こん乱らんと疑ぎ惑わくは、推おして知るべしだろう。考えようによっては颱たい宙ちゆうよりも恐ろしい」

「とにかく言えるのは……」

　フジ大将は苦りきって、

「この事態は我々の手に余るが、我々の手で対処せねばならぬということだ」

　惑わく星せい連合宇宙軍の三巨頭は、互いに顔を見合わせた。

「我々だけで、ですか……」

「そうだ」

『こんなとき、あの人がいてくれたらな……』

　ヤマモトはあの男のことを、ふと一いつ瞬しゆん考えたが、

『いかんいかん！』

　と、惰だ弱じやくな自分に喝かつを入れるかのように激しく首を振った。

『もうあの人に頼るわけにはいかないんだ……』

「とにかく」

　意を決してヤマモトは言った。

「このことを、ラアルゴン帝……いや、共和国のトップは知っているのですか？」

「それは……」

　アンダーソンがいわくありげに首を傾けた。

「だとしたら、一刻も早く知らせるべきです！」

　ヤマモトは強く主張した。

「こんなときだからこそ、地球とラアルゴンが手を携たずさえねば、この未み曾ぞ有うの危機は到底回かい避ひできないでしょう。女房と夫婦喧げん嘩かばかりしている私が、こんなことを言うのもおかしな話ですが……」

「その通りです」

　それまで黙ってスクリーンのほうを凝ぎよう視ししていた五人目の男が、言うなり振り向いた。

「その言葉が聞きたかった」

「あ」

　ヤマモトが小さく叫ぶ。

「あなたでしたか……」

　惑わく星せい連合宇宙軍の制服を身につけていたので気がつかなかった。言われてみれば真しん紅くのゴージャスな巻毛は、ラアルゴン人のものだった。

「ヤマモト。君の言葉を聞いて私は安心した。今こそ地球人とラアルゴン人は、手を取り合っていかねばなるまいな」

「ドム提てい督とく……」

「はは。もう提督ではない。これでも共和制新政府の官房長官だ。提督に比べ、はなはだ退たい屈くつな任務ではあるがな」

　ル・バラバ・ドムはそのクリムゾンの瞳ひとみを輝かせた。見る者を射るようなその眼光の鋭するどさは、少しも損なわれてはいない。

「もっとも、これから滅めつ法ぽう面白くなりそうだ。少なくとも退屈なぞしている暇ひまはあるまい」

　ドムは豪ごう快かいに笑いながら、ヤマモトに握あく手しゆを求めた。どんなピンチもピンチと思わないのはラアルゴン人の長所である。常に好んで戦いに身を置く彼らはこういう外圧に関しては強い。むしろ水を得た魚のように活きいきとしてくる。

「国家を代表して、惑星連合の協力を要よう請せいする」

「こちらこそ」

　ヤマモトは力強い握手を返した。アンダーソンとフジ大将の手も、それに添えられた。

「ありがとう。諸君の快かい諾だくを得られて心強い。きっと陛へい下かも、お喜びになるでしょう」

「それはお互い様です」

「しかし、ヤマモト」

　ドムは白い歯を見せて、

「こんなときにこそ、奴にいて欲しかったな」

「あなたもですか」

　どうやら想おもいは同じらしい。

「ああ」

　しみじみと、ドムはうなずく。

「あやつなら、なんとかしてくれると思えるではないか……。この未み曾ぞ有うの危機をな」

「確かに……」

「なに、ラアルゴンの力添えが得られただけでも、我々に取っては鬼おにに金かな棒ぼう」

　アンダーソンが言った。

「もはや我々は恐れまい。恐れたところで、利はない」

「その通りですね」

　とにかく元気は出てきた。空から元げん気きだが──。

「ドンと来い颱たい宙ちゆうだ！」

　フジ大将が胸を叩たたいた。

「はて？　颱宙何号と呼べばいいのかな？」

「そんな無ぶ粋すいな呼び方はしません。あの颱宙を我々は……」

　眼鏡めがねの奥の目を光らせ、カン少佐は言った。

「ジェーンと名づけました」










　第一章　二代目は無責任坊や




「また陛へい下かの立体ポートレートを見ておいでになられたのですか？」

　副長であるスナガ中佐の声に、

「あ、うん」

　と、イサム・フジ大佐は生なま返へん事じした。この航海に出てからというもの、ブリッジに立ってもボーッとしていることが多い。こういうのを昼ひる行あん灯どんと言うのだろうなと、自分でも思う。いてもいなくても同じ艦長。ある意味で、小うるさい艦長よりはクルーにとってマシと言えなくもないが……。

「困りますなあ。艦長がそれでは、乗組員の士気にも影響します」

「そうかなあ……」

「そうですとも」

　イサムから見て、ちょうど倍の年齢である副長は実に口やかましい。多分にやっかみや嫉しつ妬とも入っているとは思うのだが、一いち概がいに彼を責めるわけにもいかない。スナガの昇進ペースは惑わく星せい連合宇宙軍の士官学校出としてはけっして遅いほうではなく、むしろエリートと言ってよかった。なんと言っても艦長であるイサムの昇進が早すぎるのだ。18歳の大佐など、惑星連合宇宙軍の歴史をひもとくまでもなく、空くう前ぜん絶ぜつ後ごであった。それだけ風当たりも相当に厳きびしいのだが、内心はともかく、外見は茫ぼう洋ようとしているイサムなので、よけいに生意気だということになってしまう。子供は子供らしく、オタオタしてくれたほうが大人にとってはまだしもかわいく映るらしい。もっともイサムにしてみれば、かわいく見られたいという気持ちなどさらさらないのだ。軋あつ轢れきが絶えないわけだった。その中ではまあ、スナガ中佐などはこの年とし端はもいかぬ若造に対して、理解を示してくれるほうであった。

「艦長がブリッジで、オタオタするよりはいいと思うけどな」

「それも程度問題です」

　むしろ好意から出ている忠告だということはわかる。スナガは小こ言ごとこそ多いが、自分よりも若い上官に皮肉を言って、劣れつ等とう感かんの埋うめ合わせをするような男ではない。それはいいのだが、やはりイサムにとっては気を遣つかわないようでいて遣うぶん、やりにくい士官ではあった。

「艦長殿はいつもよそ見ばかりしておられる」

「そうかも知れない」

　またしてもイサムは他ひ人と事ごとのように言い、スナガの顰ひん蹙しゆくを買ってしまった。

「お気楽でよろしいですなあ……」

「そうでもないさ」

　イサムはしみじみと言う。

「うまくやればやったで生意気だと言われ、ちょっとでもミスすればそれ見たことかと鬼の首を取ったように言われる。たまにはボーッと、よそ見をしていたくもなる」

「それはまあ、心中お察ししないでもありませんがね」

「察して欲しいよ」

　イサムは投げやりに言った。

「普ふ通つうならまだ、士官学校の１年生だもの……」

「そうでしたなあ」

　スナガはちょっとだけ同情した。

「しかしそれもまあ、身に余る光栄と、抱き合わせですからな。小官などは望むべくもないやんごとないお相手と……」

「それだよ」

　イサムはぼやいた。

「共和制になって名めい目もくだけの皇こう室しつとは言え、陛へい下かの夫となるには最低でも宇宙軍将官の階級が必ひつ要ようとはね……」

「それはそうでしょう」

　悪いとは思いつつ、スナガは笑ってしまう。

「皇帝陛下と士官学校生のカップルなど、釣つり合いません。いかにも……」

「僕は別に、待ってもよかったんだ。僕が実力で、昇進できるまではね」

「まことにもって不ふ遜そんながら」

　スナガは思わず笑ってしまった。

「それでは陛下は、行き遅れてしまいます」

「かもね」

　イサムはブリッジの艦長席に、どっかと腰こしを下ろした。まるで様さまになっていないのは自分でも痛いほどわかる。

「しょうがないじゃないか。アザリン……、いや陛下がそれまで待てないって言うんだから」

「いやはや、噂うわさには聞いておりますが実になんとも性急なお方のようですなあ」

「それだけが、玉に瑕きずさ」

　あとは非の打ちどころがない。それはイサムも、認めざるを得ない。

「想おもい込んだら一いち途ずというやつさ」

「それにしても、陛下は艦長の、どこにそんなに惹ひかれたのでしょう？」

「僕にもわからない」

「なら」

　スナガは笑って、

「小官ごときに、わかるはずはありませんなあ」

「言ってくれるよ」

「ま、同情の余地はあります。艦長はブリッジでじっとしていてください。艦ふねのことは可能な限り小官がやります」

「副長も貧びん乏ぼう籤くじだね」

「そうでもありません」

　スナガ中佐は出来たもので、

「ラアルゴン帝国最後の皇こう帝てい陛下の夫となる方の、そのまた副官として、歴史に名前は残るでしょうから」

「実力で歴史に名を遺のこそうとは、思わない？」

「思いませんなあ」

　あっさりと言う。

「小官にはこれくらいが、相場でしょう。それだけでじゅうぶん、生まれてきてよかったと思います」

「そうか……」

　所しよ詮せんスナガは自分とは違うなと、イサムは思い、思ったらなぜだか悲しくなってしまった。18歳という年齢はただでさえ多感なのである。

「してみると艦長は、自分の力でなにかを成し遂とげたいと……」

「馬ば鹿かにしているだろう」

「いえいえ」

　そこだけは真顔で、スナガは否定した。

「艦長は……その、お気を悪くしないでくださいよ」

「もうじゅうぶん悪くしているよ」

「小官から見れば実に頼たよりない青二才でいらっしゃるが、そういう前向きの姿し勢せいだけは高く評価しております」

「フォローになってないよ！」

「ただ……」

「ただ、なに？」

　イサムはムッとなって副官を見た。

「ただ、なにさ！」

「艦長殿の地位は、すでにして艦長殿の実じつ績せきを遥かに追い越してしまわれている。このまま努力したところで、その地位に押し潰つぶされてしまうだけではないでしょうか？　いくら努力したところで、人はそれを、努力の結果とは見ないでしょう」

　痛いところをずけずけと言う。

「だからって、努力をやめるわけにはいかないさ」

「それがじたばたと、あがくだけの結果になっても？」

「なってもだ」

　イサムもムキになる。自分では否定しているが、そういうところは父親似だ。

「せいぜいじたばた、あがいてやるさ」

「よしなに」

「与えられた地位の上に、胡座あぐらをかくようなことだけはしたくない」

「御立派です」

「それに僕には、素す晴ばらしいお手本がいるのさ」

　イサムは目を輝かがやかせた。

「与えられた地位だとしても、身に余る光栄だとしても、けっしてそれに押し潰されることのなかった人が……」

「タイラー提てい督とくですか？」

「そうだよ」

　さっきまでとは別人のような口く調ちようで、イサムは言った。

「あらゆる意味で、僕の人生のお手本さ」

「なるほど」

　それでわかったという口調で、スナガ中佐は、

「ですが艦長」

「ん？」

「ブリッジでボーッとする悪い癖くせだけは、タイラー提督を見習わないでもよろしいのではないでしょうか？　部下が徒いたずらに不安になりますから……」

「わかった、改めるよ」

　陰かげ口ぐちを叩たたく者はいるが、実じつ際さいのイサムは彼らが想像するよりもずっと素直で謙けん虚きよである。というよりも、最年少の自分が年長者ばかりの軍隊でどうふるまえばよいのか、本能的に知っていたというほうが正しい。

「それでもボーッとしていることがあったら、そのときは副長、たとえ人前ででもいいから貴官が注意してください」

「はい、わかりました」

　こんなときはさすがのスナガ中佐も、この坊やは好ましいなと思う。今はともかく、実績と経験が伴うようになれば、いい艦長になるだろう。エリートという存在も、あっていいと思う。それに見合うだけの苦労があればの話だが……。

「輸ゆ送そう船せん団だんから入電です」

　オペレーターが報告した。

「そろそろ危険宙ちゆう域いきに入る。護衛をしっかり頼たのむ……ということですが」

「言われるまでもないことだと伝えろ！」

　怒ったような口調で、スナガ中佐は言った。いや、事実彼は著いちじるしく気分を害した。

「こちらは護衛任務にはもったいないくらいの新型巡じゆん洋よう艦かんだぞ。すべてが新しいんだ。艦の装備も、艦長もな」

「そう伝えますか？」

「バカ！」

　このオペレーター、気は確かかと、スナガは思った。

「もういい、無視しとけ。少しくらい怖こわい目に遭あったほうが、こっちのありがた味がわかるだろう」

　やれやれ、艦長が子供だと、護衛船団にまでナメられるなとスナガは思った。船長たちはこの艦の艦長が、自分たちよりもはるかに経験が浅いということを知っている。普ふ通つうなら護衛されるべき船団が護衛すべき巡洋艦に向けて『護衛をしっかり頼む』などと言ってくるなど侮ぶ辱じよく以外のなにものでもない。

　新型巡洋艦『揖い斐び』──。

　軽巡とはいえ、最さい新しん鋭えいである。実質的には『阿あ蘇そ』型をコンパクトにして、各部に改良を加えた無む理りのない設計だ。火力、速力、航続力、偵てい察さつ能力、すべてにバランスが取れており、通信設備や旗き艦かん設備も充じゆう実じつしていた。そのぶん突出した能力はないが、さしあたって大きな戦争の脅きよう威いがない今、こういう艦こそが大量に必要でもあり、また重ちよう宝ほうするのであった。もっとも惑わく星せい連合宇宙軍の造船局長官であるヒラガー技術中将あたりに言わせると、

「面白味もなにもない及きゆう第だい点てんばかりの艦だ。とにかく売れればいいという大衆車の設計思想だな。軍艦にはあるまじき能率とコストオンリー。こんな艦ばかり作っていたら設計者はダメになる」

　と手て厳きびしい。もっとも、だからこそ平和でいいのだとも言えた。歴史上、素す晴ばらしい軍艦が次から次へと誕生した国が、平和で豊かだったためしがない。惑星連合も、つい昨日きのうまではそうだった。

　もちろん、だからと言って『揖い斐び』が悪い軍艦というのではない。むしろコストの割には素す晴ばらしくバランスの取れた優秀な軍艦と言えるだろう。ちょうど20世紀末の、日本車のようなものだ。航路の保護には大量になければ困る種類の軍艦であって、そういう艦をかつての『樺から太ふと』や『信しな濃の』と同じ基準で比べること自体がどだい無茶であった。ランボルギーニやロールスロイスのマニアがいくらけなしても、カローラが大量生産され続けるのと同じ論理である。

　いずれにせよ、そんな『揖斐』でも、輸ゆ送そう船せん団だんの護衛はどちらかといえばつまらない仕事である。戦時ならともかく、平時の今なら駆く逐ちく艦かんにでも任せておけばじゅうぶんな任務であった。それをわざわざ新型巡じゆん洋よう艦かんにやらせるにはそれなりの理由がある。つまるところ、名目でもいいから軍は、この新米の〝大佐殿〟に実績を与えてやりたかったのである。とにかく簡単な任務で、経験値を上げさせてやろうという親心、政治的配はい慮りよがあった。

「なにしろ十代のうちに提てい督とくにしてやらねばならんのだからな、ムチャクチャだよ」

　とは、他ほかでもないイサムの父親であるあの男の弁である。もっとも、彼にしたところで今回の縁談はなし、まんざら悪い気はしないらしく、

「ああ、ワシも、共和制で名目だけとはいえ皇帝の外がい戚せきになるのか。これが古代中国の王朝か日本の平安時代なら、好き勝手に政治を壟ろう断だんできるところだな」

　などと、それこそ好き勝手なことをほざいていたものだ（もちろん、読者諸賢も御存知のように、今はそれどころではなくなったが……）。

　イサムにとってはむしろ迷めい惑わくな話だ。かしこき陛下の御み稜い戚つも、とんでもないところでこの少年に苦労を強しいる。

「頭が痛いよ……」

　それが最近の、イサムの口くち癖ぐせみたいになってしまった。

『そりゃ、普ふ通つうなら望んでも叶かなわぬ恋だけど、それにしたって強ごう引いんだよなあ……』

　実はイサム、婚こん約やく者しやのそういう強引なところは、あまり好きではない。

『こちらの立場を考慮しろってのも、無む理りな話なんだろうけどなあ……』

　育ちのギャップばかりは、如何いかんともしがたい。そこはそれ、笑って冗談ですますしかないのだろうか。こういうところは、師し匠しようのあっけらかんとした底抜けの性格にあやかりたいイサムなのだ。

　しかし、なんのかんのと言っても、ここまで来たらイサムはアザリンに添い遂とげるつもりでいた。好きなのだ。彼女が。どうしようもないくらいに。そうでなければとっくの昔むかしに逃げている。

　まったくあの、世間知らずでいて優しい皇帝陛へい下かは──。

「艦長！」

　オペレーターの叫びが、イサムを否いや応おうなく甘い夢から現実へと引き戻もどす。気がつけばそこは巡じゆん洋よう艦かんのブリッジだ。しかもイサムが頼たよるべきタイラーは、そこにはもういない。

「正体不明の艦隊が船団に接近中です」

「慌あわてるな！」

　スナガ中佐が一いつ喝かつした。わざと大声で叫んだのには、階級はともかくブリッジの指揮官はあくまでも俺おれだぞという警けい告こくの意味が含まれている。報告は俺にしろと言っているのだ。

「正体不明の艦隊などという曖あい昧まいな報告があるか」

「味方識しき別べつ信号を出していません」

　オペレーターが訂正した。

「海かい賊ぞくだな」

　スナガはニヤリと笑った。

「それくらいでなくては、面白くない」

「では、惑わく星せいダルーンを根ね城じろにしているという、あの……」

「そういうことだ」

　惑星連合とラアルゴンとの戦争が激しかった頃ころ、軍務いやさに両陣営から脱だつ走そうした将兵が銀河の各地で宇宙海賊化した。しかも武器を持っての脱走である。中には軍艦ごとという豪ごうの者もいて、侮あなどれぬ戦力を彼らにもたらしていた。不ふ思し議ぎなもので、敵同士である地球人とラアルゴン人とが、海賊になったとたん、仲よくなってしまうのである。一致団結して、両方の民間船を襲おそうのである。戦争が終結した現在、それら肥ひ大だい化かした海賊組織は両政府にとっての最大の懸け念ねん事じとなっていたが、つい最近まで本気で殺し合っていた気まずさからか、特に戦争ばかりやっていたラアルゴン共和国が外交慣なれしていないせいか、両者の足並みは揃そろわず、海賊討とう伐ばつの話は具体的な実を結ぶに至らない。それに付け込んで、海賊組織の狼ろう藉ぜきは戦後、むしろ顕けん在ざい化かした。特に今まで戦場だった中立地帯は、彼らの格かつ好こうの稼かせぎ場所となった。

　ミラ宙ちゆう域いき・惑星ダルーンに拠きよ点てんを持つ海賊組織も、そのひとつであって、最近とみに悪名が高い。かなり戦い慣れした奴が指揮を取っているらしく、ノコノコ出て行った惑星連合艦隊の駆く逐ちく艦かんが、返り討うちに遭あった話も聞いている。

「海かい賊ぞくか……」

　イサムはそう聞いても、あまりピンとこなかった。緊きん張ちようしないと言えば噓うそになるが、少なくとも怖こわいという気はしない。イサムがタイラーの次くらいに敬愛するヤマモト提てい督とくの夫人であるシア・ヤマモト・ハス准じゆん将しよう（彼女は惑星連合宇宙軍に編入されて、駆逐艦隊の司令官になっていた）が、もと海賊だったということもあり、海賊という言葉の響ひびきにはむしろ親しみに近いものさえ抱いていた。

　ところがどっこい、同じ海賊でもシア・ハスがラアルゴンの軍人になる前に稼か業ぎようにしていた海賊と、いま銀河を荒らし回っている海賊とでは、同じ海賊でも天と地ほどの開きがあった。

　ハスのやっていた海賊稼業は、ラアルゴン皇帝の御お墨すみ付つきをもらって敵対する地球の輸ゆ送そう船せんを襲おそう、いわゆる私掠海賊コルセアであって、軍の部外組織に近い性格のものである。親方日の丸の組織であり、いっそ傭よう兵へいに近い意味合いももつ。

　それに対して、いまイサムらが直面している海賊は、こちらは正しよう真しん正しよう銘めい、私利私欲、天下御免の海賊パイレーツである。我々が海賊と聞いて思い浮かべるイメージは、むしろこっちだろう。もっともそれぞれに言い分はあって、たとえばシアなどに言わせると、

「あんな連中と一いつ緒しよにしないどくれ。こっちは瘦やせても枯れても、由ゆい緒しよある稼か業ぎようなんだから」

　ということになり、一方の海賊では、

「俺おれたちゃ帝国の飼かい犬なんかじゃない。誇り高き野性の狼おおかみよ」

　と、それぞれがそれぞれのプライドを主張する。襲おそわれる者にしてみれば、どっちでも大差はないであろうが……。

「相手は何隻せきだ？」

　肩怒らせてスナガ中佐が訊きいた。どちらかと言えば実戦で叩たたき上げて出世してきた彼らしい。

「３隻です」

　オペレーターが答えた。

「惑わく星せい連合の艦でいえば駆く逐ちく艦かんクラスの戦せん闘とう艦かん艇ていで……」

「たったそれだけか。しゃらくせえ！」

　スナガは豪ごう快かいに笑った。

「輸送船には指一本触ふれさせねえぜ。全砲ほう門もんを斉せい射しやしながら突とつ撃げきだ。追っ払ってやる！」

「待ってください！」

　叫んだのはイサムであった。

「なんだ？」

　スナガは不ふ愉ゆ快かいそうに自分の半分しか生きていない小僧を振り向いた。階級のことなど完全に忘れている。

「軽けい率そつに突撃するのはどうかと思います。どうも罠わなのような気が……」

「つまり、陽よう動どう作戦だと言いたいんだな」

「はい」

　イサムは遠慮がちにうなずいた。

「そう思います」

「はっ、こいつは笑わせる！」

　本当に笑った。

「軍隊経験が俺の十分の一もねえガキが、俺に作戦の指さし図ずだとよ……」

「ですが副長」

　さすがにこれにはイサムもムッとした顔で、

「たとえ名目だけの艦長だとしても、指揮権は自分にあります」

「正論だ」

　笑いを抑おさえながら、スナガは言った。

「きわめて正論だよ、坊や。なるほど、言われてみればその通りってやつだ」

　スナガは肩をすくめ、

「俺おれも焼きが回ったようだな。こんなガキに説教されるようになるとはな」

　ブリッジの中が一いつ瞬しゆんドッと沸わいた。

「ああ、まったく軍隊は嫌いやなところだぜ。ひとつでも星が多い奴には逆さからえねえときてやがら。こんなことならもっと出世しとくんだった」

「今は中佐の処しよ世せい術じゆつを、問題にしているのではない」

　凜りんとしてイサムは言った。

「この場の指揮権の話をしている」

「へっ、わかってるって」

　スナガもこれはこれで、わからない男ではない。

「未来の陛へい下かの旦だん那なに、逆らえますかってんだ。後でねちねちいじめられたんじゃかなわねえ。そうさ、おっしゃる通り指揮権はあんたのもんさ。どうなと好きにするがいいさ」

「わかった」

　イサムはうなずいて、

「オペレーター、敵艦隊と我が船団との距きよ離りはどのくらいか？」

「５分で接せつ触しよく。２分で有効射程距離に入ります」

「よし、では輸ゆ送そう船せん団だんの速度を下げさせろ」

　イサムの初めての、命令らしい命令であった。

「速度を下げるう？」

　スナガは目の玉剝むいて叫んだ。

「正気か、おめえ？」

「正気ですか、艦長殿、だろう」

　イサムは意に介さず、そう言うことで自分の正気を証明してみせた。

「た、ただでさえ速度の遅い輸送船の足を殺して、どうする？　逃げられるものも逃げきれねえぜ」

「わかっている」

　いっぱしの指揮官面づらで、イサムは言った。

「だがあれが海かい賊ぞく船せんで、本気でこちらの輸送船を狙ねらっているのなら、どのみち逃げられるものじゃないさ」

「そうだがよ……」

「それより輸送船団の速度を下げることによって、敵との接触時間を少しでも遅らせる。そうして稼かせげる数分の時間のほうが、我々にはよほど貴重だ」

「だけどよ……」

「どうしますか？」

　通信士がイサムとスナガの顔を交互に見比べながら言った。

「ええいもう！」

　ついにスナガは折れた。

「指揮権はお返ししたんだ。艦長の言う通りにせんか！」

　輸送船団は速度を下げた。当然『揖い斐び』は、船団に追いつく。

「し、知らねえぞ俺おれは、どうなっても……」

「後方に別の敵てき影えい！」

　オペレーターが叫んだのは、そのときだった。

「同じクラスの海かい賊ぞく船せん、７隻！」

「なにい！」

　これはさすがのスナガも仰ぎよう天てんした。

「思った通りだ」

　全員が顔がん面めん蒼そう白はくとなった『揖い斐び』のブリッジで、イサム一人が笑っている。

「前方の敵は囮おとりで、こっちが主力だ」

「どうしてわかった？」

　スナガが信じられないという目で、イサムを見る。

「どうしてわかったんだ？　坊や」

「経験ですよ」

　しれっとした顔で、イサムは言った。

「それとも実戦で培つちかった勘かんかな？」

「恐れ入った！」

　本当に恐れ入った顔で、スナガは言った。経験と実戦なら、こちらはイサムの百倍は積んでいてもおかしくない。

「たいした洞どう察さつ力りよくだ。あのまま突とつ撃げきしていたら、まんまと敵の罠わなにはまっていたとこだ」

　しかしそれを鼻にかけている余よ裕ゆうなどイサムにはなかった。彼も必ひつ死しであった。

「10対１か……」

　タイラーなら、屁へでもない数であったろう。

「副長」

　イサムは真剣な目でスナガを見た。

「生意気を言ってすみませんでした。僕にはここまでです。あとはやっぱり、あなたの経験と実績に頼たよるしかありません」

「わかった。何も言うな」

　イサムは土ど壇たん場ばで、スナガの顔を立てたのだ。

「あとはまかせとけ。なに、やるとも、やらいでか！」

　イサムは若いが、さすがに大だい抜ばつ擢てきされただけのことはある。俺のすべきことは、こいつが本物になる前に早死にさせないことだと、スナガは割り切った。そう思うことで彼は自分のプライドを守ったのだが、実はイサムに心しん酔すいしている。信しん頼らい関係とは、しばしば一いつ瞬しゆんで成立してしまうものなのだ。

　もちろんイサムは計算してやったのではない。計算してできる類たぐいの芸でもなかった。言ってみればこれも、彼の才能である。

「輸送船を楯たてにして『揖斐』をその中に入れろ」

「いいんですか？」

「構かまわんよ。奴らには撃うてん」

　その通りだった。

　まるでインディアンに包囲され、幌ほろ馬ば車しやを楯たてにした騎き兵へい隊たいであった。普ふ通つうなら軍人の風上にも置けない行為だが、不ふ思し議ぎに敵は撃うってこない。

「なぜでしょう？」

「簡単な話さ。奴らは輸ゆ送そう船せんの荷物を分ぶん捕どることが目的で、こちらを沈めることが目的じゃない。沈めちゃ困るのさ」

「なるほど……」

「そういうこった。いいか、坊や、こういう作戦もときには許されるということをようく肝きもに銘めいじておけ」

「そうします」

　圧倒的兵力では、卑ひ怯きようも糞くそもない。

「輸送船団の船長連中が、わめいていますよ」

　通信士が言った。

「艦長を出せ、殺してやるとすごい剣けん幕まくです」

「いい気味だ」

　スナガは笑った。

「護衛をよろしく頼たのむなんて言わなきゃ、こっちも他ほかの手を考えたんだが……」

　よほど肚はらに据すえかねたのであろう。

「通信士、敵の周波数はわかるか？」

「わかりません」

「そうか、なら全周波数で言ってやれ」

　スナガはニヤリと笑って、命じた。

　それから２分後に『揖い斐び』から全周波数帯たい域いきに乗せて放たれた平ひら電でん文ぶんは、海かい賊ぞく船せんよりもむしろ、楯たてとなっている輸送船団の船長たちを仰ぎよう天てんさせるものであった。

『いいか、海賊ども、ようっく聞け！』

　海賊連中の文学的素そ養ように合わせ、わざわざ口こう文ぶんで打たれた電文は、そう始まっていた。

『ただちにこの宙ちゆう域いきから出ていきやがれ。さもなきゃてめえらが喉のどから手が出るほど欲しいこの輸送船団を、片っ端からぶち沈めて、宇宙の塵ちりに変えてやるぜ！』

　輸送船団の乗組員たちこそ、いい面つらの皮であったろう。中には激げき怒どして、こんな提案をした船長もあった。

「こうなったら輸送船が総がかりであの目め障ざわりな巡じゆん洋よう艦かんを沈めて、海賊の手て土産みやげにしよう。我々が生き残る道はそれしかない……」

　これはまあ極論としても、腸はらわたが煮にえくり返る想おもいは共通していた。罵ば声せいに近い通信が、狭い宇宙に乱れ飛んだ。大おお昔むかしの学者が主張したように、宇宙がエーテルで満たされていたなら、沸ふつ騰とうせんばかりの電波があたりに充満した。

『死ね、死ね、死ね！』

『『揖い斐び』ノ艦長ニ告グ。道デ会ッタラ必ズ殺ス』

『救援艦隊ハ何処いずこニ在あリヤ。全宇宙ハ知ラント欲ス』

『本船の積荷は有毒シアン化合物なり。分捕ってもしょうがないぞ！』

『娘ヲヤル。ダカラコノ場ハ、見逃シテクレ』

「好き勝手なことをほざいてやがら」

　通信を聞きながら、スナガは笑った。

「さて、ぼちぼち反撃するか」

「ええっ！　この状じよう況きようで反撃するのですか？」

　イサムは驚おどろいた。そもそも反撃が可能なのか？

「まあ見てろ」

　輸ゆ送そう船せん団だんの陰かげに隠れたまま、『揖斐』の砲ほう塔とうが旋せん回かいした。

「照しよう準じゆん、各砲塔別個だ。一番主砲塔は敵の一番艦を、二番主砲塔は二番艦、三番主砲塔は三番艦、光子魚雷は四番艦をそれぞれ狙ねらえ。勝負は一いつ瞬しゆんだ。はずすなよ」

　ブリッジに緊きん張ちようが漲みなぎった。さて、スナガの手並みはいかほどのものであろうか。それはともかくとして、彼は部下に信しん頼らいされ、また彼も部下たちを信頼しているなとイサムは思った。軍艦というのは一種の有ゆう機き体たいである。いかに艦自体の性能が優れていても、血のめぐりが悪ければまったくそれを発揮できない。

「撃うて！」

　轟ごう砲ほう一いつ閃せん、瞬またたく間に４隻せきの海かい賊ぞく船が機関部を撃ち抜かれて宇宙の塵ちりと化した。

「すごい！」

　イサムは思わず叫ぶ。

「まだまだァ！」

　スナガは命じた。

「囲みの外へ出ろ、敵は今ので相当アタマにきたはずだ。この隙すきに敵をできるだけ、輸送船団から遠ざけるんだ」

『揖斐』は輸送船団の輪の外へ出た。飛び出したという表現がより近いだろうか。案あんの定じよう、一瞬にして４隻もの味方をやられ、冷静な判断力を失った敵は輸送船などには目もくれず追ってきた。このへんが正規軍と、海賊との差だ。

　６対１──。

「ふん、これでまあ、互ご角かくの勝負ができるな」

　スナガはほくそ笑む。

「まんまと罠わなにかかりやがった。それだけでももう、こっちは勝ったようなもんだ」

「だいぶ引き離しました」

　オペレーターが報告する。

「輸送船団は勝手に逃げていきます」

「そろそろよかろう」

『揖斐』は反転し、追いすがる敵に向き直った。

「主砲斉せい射しや！　先頭の奴を狙え！」

　またひとつ、宇宙に大輪の花が咲いた。

　これで、５対１。

「機き雷らいを撒まけ！」

「目標は？」

「かまわん！　あるだけ撒き散らせ！」

　もとより戦果を期待してのことではない。敵に回かい避ひ運動を取らせ、反撃の時間を稼かせぐのが目的だ。『揖斐』から48個の浮ふ遊ゆう機雷が、放物線を描くように投射された。

　たちまち敵は大きくコースを乱した。計算通りだ。だが計算外もあった。機雷を回避しそこなった海かい賊ぞく船せんが１隻せき、宇宙の藻も屑くずと消えたのだ。

「けっ、下へ手たくそめ！」

　スナガが悪あく態たいをつく。

「まったく拍ひよう子し抜ぬけするぜ」

　いずれにせよこれで、４対１。

　さらに乱れた敵が立ち直るより早く、１隻を主砲で、もう１隻を光こう子し魚ぎよ雷らいで片付けた。

　２対１。

　これまでの戦闘結果を冷静に見ていれば、よほどの馬ば鹿かでもなければここらで逃げる数字だ。だがそれでも敵は遮しや二に無む二に突っ込んできた。

「バカか？」

「ですね」

　イサムがうなずいた。

　それも主砲で片付けた。

　最後の１隻が、ようやく逃げにかかる。

「そうだ坊や、利口だぜ」

　どうやらスナガはこれまで、イサムの前では相当自分を抑おさえてきたようである。だがもうそれも、必ひつ要ようない。

「逃がすかよ」

　敵の艦体が一いつ瞬しゆん、紫色のドップラー偏へん移いに輝いたかと思うと、白い超空間の繭ハイパーコクーンに包まれた。ワープして逃げる気だ。

「無む駄だだぜ」

　スナガはここぞと笑って、

「新兵器のあれをお見舞いしろ！」

　と命令した。

「まさか、あれをですか？」

　イサムが問い返す。

「そうだ、あれだ。いい機会だ」

「ですが……」

「あれの使用に際しては、確か艦長の許可が必要でしたな」

　スナガがイサムを、思わせぶりに見た。試されているなと、イサムは思った。

「わかった」

　イサムはうなずく。

「タキオン魚ぎよ雷らいの使用を、許可しよう」

「そうこなくちゃな」

「ただし、出力は最小レベルに設定しろ。敵のエンジンを破は壊かいするだけだ」

「甘いですなあ……」

　スナガは、さほど不満そうでもない。

「仮にも一度は、こちらを殺そうとした連中ですぜ」

「状じよう況きようは刻々変わる」

　イサムは言った。

「殺す必要のない者を、無む理りに殺すことはない」

「いいでしょう」

　スナガはうなずく。

「そういう上司のほうが、私もやり甲が斐いがあります」

　それからやおら、叫ぶ。

「タキオン魚雷、発射用意！」

　タキオン魚雷。それは宇宙最速の物質であるタキオン粒子にエネルギーを込めて発射する究極の兵器である。対ラアルゴン戦争の中期から開発に着手されていたが、実用化に手間取り、ついに戦争には間に合わなかった。この兵器の特長は、なんと言っても通常空間で光よりも早い唯ゆい一いつの兵器であるという点だ。そのため、照しよう準じゆんには特殊な演えん算ざんを要する。どちらかというとそのための時間のほうが長いくらいだ。

「雷数１、エネルギーレベル設定、ミニマム。敵速ワープ３」

「照準、よし！」

「修正、よし！」

「タキオン魚雷、発射だ！」

　発射の衝しよう撃げきのほうが、はるかに後からきた。スクリーンに見えている凄すさまじい閃せん光こうと魚雷の白い航跡さえ残像である。光速以下の粒子と違い、タキオンはエネルギーを与えてやるほど光速に近づく、つまり遅くなるという性質を持っている。したがって、破は壊かい力りよくを低く設定したほうが早く敵に追いつく。

「命中を確認しました」

　オペレーターが言った。直後に遠くで閃光が走り、さらに遅れて軽い衝撃波が『揖い斐び』の艦体を揺すった。とにかく光より速い兵器なので、命中よりもその確認に、はるかに時間がかかる。

「どうだ？」

「きれいさっぱり、吹っ飛んだようです」

「最小レベルでか？」

「なにしろ実戦で使用したのは、これが初めてですから……」

「しかたあるまいな」

「そんな……」

　イサムは顔がん面めん蒼そう白はくになった。

「こ、殺してしまった……」

「そうだ」

　スナガはイサムを見た。

「殺したぞ。思おも惑わくはどうあれ、結果としてはな。最終決定を下したのは、艦長ですけどね……」

「予想していたな」

　イサムは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで、スナガを見た。

「副長！　君はこの結果を予想していたのに、わざと僕にやらせたんだな」

「ある程度はね」

　涼しい顔で、スナガは言った。

「なぜ？」

「お人好しで世間知らずの艦長に、戦争というものを教えてやるためだ」

「ひどいぞ……」

　イサムは思わず涙ぐむ。

「殺したくないのに……」

「殺したくなくても、殺してしまうのが戦争だ。そして殺されるのもな……」

「…………」

「なあに坊や、これくれえで負けるなよ。立派だったぜ。初うい陣じんにしちゃ上出来だ」

　いたわるような目も、今は嬉うれしくない。

「これは、あんたの手て柄がらだ。堂々たるもんだ。海かい賊ぞく船せん10隻せき撃げき沈ちん。輸ゆ送そう船せん団だんは無傷。胸を張って帰れますぜ」

「結果はね……」

「結果がすべてです」

「は……」

　イサムは思わず笑った。泣きながら笑った。

「そうだった。そうでしたね。タイラー提てい督とく」

「またタイラーですか」

　スナガは苦笑いした。怒ってはいなかった。

「ようがす。あんたは立派なタイラー提督の後こう継けい者しやになれます。いや、俺おれがあんたを、そうしてみせる」

「…………」

「タイラー元げん帥すいくらい、副官に恵まれた人はいなかった。とりあえず艦長も、いい副官だけには恵まれたようですな」

　そう言ってスナガは、イサムの肩をポンと叩たたいた。

「ま、よろしくやりましょう」

　無責任男二代目、襲しゆう名めい。










　第二章　風ふう来らい坊ぼうだよ港町




　惑わく星せいゴロンボは旧ふるくから銀河の要よう衝しようとして栄えた宇宙の波は止と場ば町まちである。完全中立地帯に属し、一いつ切さいの戦闘行為が禁止されていたため、百年の長きに渡る対ラアルゴン戦争の期間中といえどもその繁栄に翳かげりはなく、むしろ銀河全域から集散する物質で常に潤うるおい、惑星連合・ラアルゴンの両陣営の貿易商たちが大手を振って闊かつ歩ぽするその様さまはさながら自由貿易都市といったところ。戦争のもっとも激しかった時期でさえ、ここに来れば全銀河が戦場であることなど忘れてしまう、そんな街まちだった。

　もっとも、そうした重商都市の常で、頽たい廃はいと退たい嬰えいとは常について回ったが、それすらも平和と繁栄の代だい償しようと思えばじゅうぶんに納なつ得とくできる許容範囲内のものであった。少なくとも大戦末期には、好んでこの豊かさを捨てて戦場に出て行こうとしたゴロンボ在住の民間人は皆かい無むだったのである。

　ただ、ゴロンボ在住の民間人と一口に言ったところで、それこそピンからキリまである。上は銀河の紳士録に名を連ねる富ふ豪ごうの貿易商から、下は港こう湾わん労働者まで千差万別多種多様であった。しかし、ゴロンボのいいところは、たとえ最下層の港湾労働者であってもその日暮らしにはじゅうぶんすぎるくらいの賃金が常に支払われることであろう。明日の仕事がなく、食いっぱぐれる心配もない。それくらい、常に好景気であり、まじめに働らけば老後の生活に困ることもなかった。人々の気質はおおむね楽天的で、その日暮らしのよさを謳おう歌かするような気風があった。

　銀河で有名な民謡に、




　金がないならゴロンボ行こう

　俺おれもないけど心配すんな

　そのうちなんとかなるだろう




　と歌われた所以ゆえんである。

　とにかくゴロンボに行けばなんとかなる。

　その伝説は、本当であった。




「おじさん。賭かけない？」

　屋台でゴロンボタコモドキのおでんを肴さかなにコップ酒を飲んでいたその中年男は、華やいだ声に思わず振り向く。エプロンをかけ、髪をお下げにしたその少女が、美人ではないが愛あい嬌きようのある笑顔でそこに立っていた。

「ね、賭かけなよ」

「賭ける？　何を？」

「決まってるじゃない」

　少女は笑いながら、エプロンのポケットから紙の束を取り出した。何かのチケットのようにも見える。

「ゴロンボ来て賭けるっていったら、この頃流は行やりのドッグレースに決まってるじゃない。それを知らないところを見ると、おじさんゴロンボは初めてだね？」

「そうなんだ」

　旅の軽けい装そうといった出いで立たちの、その中年男は言った。いささかくたびれた顔にスポーツシャツとゴルフズボン。小こ脇わきに抱かかえた紺こんの背広。ちょっと休暇で遊びに来た安サラリーマンといったところか。

「じゃ、なおのこと賭けなきゃね。そのしみったれた顔も、少しは明るくなることは請うけ合いさ」

「だけど、ドッグレースは初めてなんだ」

「じゃ、ビギナーズラックの恩恵にあずかれるよ」

　少女はどこまでも明るい。ゴロンボにいる人間は、一人残らず前向きの性格をしているというのは、どうやらあながち冗じよう談だんでもないらしい。

「元手もそんなにないし、スッちまったら帰れなくなるだろ」

「なら、また稼かせげばいいじゃないか」

　いともあっさりと彼女は言ってのけた。ゴロンボは銀河で唯ゆい一いつ、労働にワーキングビザを必ひつ要ようとしない惑わく星せいでもあった。地球人でもラアルゴン人でも前科は一いつ切さい不ふ問もんに雇やとう。働けるならゾンビでも雇うという、有名なジョークがある。それでも人手が足りないのだ。

「このゴロンボで三日も真ま面じ目めに働らきゃ、どんな辺境惑星行きの航宙券だって買えるよ」

「そうなのか」

「本当だよ。それに運良く当てれば、一生遊んで暮らせるだけの金額を一晩で稼ぐことも可能よ。それを一晩で使うことも可能だけどね……」

「やってみようかな」

「そうこなくっちゃ」

「ところで、ドッグレースっていうのはどんな犬が走るんだい？」

「これよ」

　犬券売りの少女はポケットから、一枚のチラシを取り出した。それには今夜の出走予定犬の一覧表とともに、疾しつ走そうする犬たちのイラストが印刷されていた。

「ほう」

　男は興味深そうに、そのイラストを凝ぎよう視しした。

「これはこれは……」

「ね、面白いでしょう」

「強化犬バイオドツグとはな……」

「わかる？」

「わかるとも」

　男のくたびれた眼に、一いつ瞬しゆん光が宿ったかのようであった。

「失業した強化犬バイオドツグが、大量に惑星連合宇宙軍から民間に払い下げられたという噂うわさは聞いていたが、こんなところで余生を送っていたのか」

「あら、お客さん。詳しいのね」

　少女は笑いながら言った。『おじさん』から『お客さん』に格上げである。

「まあな。これでもついこの間まで、軍にいたのさ」

「じゃ、戦争終わって、失業したんだ」

「そんなところかな……。オススメはどいつだ？」

「どの犬も、よく走るよ」

　少女は出走予定表を指さす。

「予想はまあ、あってないようなもんさ。なにしろ実力は伯はく仲ちゆうしているからね。どの犬が一位になってもおかしくない。だから本命も、大穴もないの」

「なるほど……」

　男はふと、首を傾かしげた。

「おかしいぞ」

「なにが？」

「飛び抜けた大穴がないのに、どうやって一晩で一生遊んで暮らせるほどの金を稼かせげるんだ？」

「それがね」

　少女はそっと、男の耳に囁ささやいた。

「すっごい予想屋が、いるんだ」

「予想屋？」

「そう」

　少女は夢見るような瞳ひとみで、

「百発百中。それこそ狙ねらった予想は絶対はずさないの。しかもそうやって稼いだ金は、その晩のうちにきれいに使っちゃうの。そりゃ金放れがよくてね、しかも気前がいいもんだから、このへんじゃ神様で通ってるわ」

「なるほど。要するにそいつの外馬に乗って賭かけてりゃいいってわけか」

「あたりい！」

「でもそれじゃ、賭けの胴どう元もとは商売が成立しないだろう」

「いいのよ」

　少女は笑った。

「どうせ遊びでやってる胴元だもん。金が使いきれないのよ。それに胴元の親分さんまで、あの人のファンだから……」

　そういう彼女も、彼の大ファンであるらしかった。

「一目で誰だれでも、好きになると思うよ」

「へえ」

　男の瞳が輝いた。

「その予想屋とやらに、会ってみたいもんだな」

「ここにいれば、会えるよ」

「この裏うら街まちの屋台のならびにかい？」

「ええ。彼は裏街の神様だもの。毎日のように、このへんをうろついているの。そろそろ現れる時間だと思うんだけどね……」

「じゃ、待っていよう」

　男はそう言って、少女からパンフレットを見せてもらい、ポケットにあった20エンドル札で第一レースの場外犬券を買った。単勝である。

「なんでこの犬にしたの？」

　少女が興味深そうに訊きく。

「名前が気に入ったんだ」

　男はコップの焼しよう酎ちゆうを美う味まそうに口に運びながら言った。

「パコパコエースという、名前がね」

「へんなの」

　少女もそれ以上は詮せん索さくしない。

「始まるよ」

　第一レースの結果は、少女の持っているポケットラジオでわかる。２本あるうち１本のイヤホンを、男は自分の耳にはめた。

　やがて──、

　二人の顔が、パッと輝く。

「やったね！」

　少女が叫んだ。

「やったじゃん」

「うん」

　ニンマリと、男も笑う。笑いながら何度もうなずいた。

「名前負けはしていなかったようだな」

「７倍ついたよ！」

「ビギナーズラックってのは本当だった」

　二人はその場で、祝しゆく杯はいを上げた。

　男が５杯の焼酎と２皿のおでんを空からにした頃ころ──、

　問題の予想屋が現れた。

「来たよ」

　少女が男を小こ突づいた。

「あれがそうか」

　男は予想屋を見た。ほどよい酔よいもいっぺんに覚さめた目だ。

　歩いて来る。

　労務者風の男数十人を従えて、その先頭を歩いてくるのだった。特に威い張ばっているとか、威い風ふう堂どう々どうとした感じではない。だが、まぎれもない彼はこの裏街の王様であった。

　顔中髭ひげだらけで、髪は伸び放題。ちょっと目にはキリスト様を思わせる風ふう貌ぼうだが、どうやら黄色人種のようだった。

「どう、男前でしょう？」

　少女が男に囁ささやいた。

　男は聞いていない。

　まるきり聞いてはいなかった。

「どうしたの、、顔色悪いよ」

　男は答えず、背広のポケットから何かを取り出した。携けい帯たい通信機であった。

　スイッチを入れる。

「私だ」

　男は言った。声がうわずっている。

『大佐』

　通信機から声がした。ノイズが若じやつ干かん入るが、若い女の声のようであった。

「見つけた」

　震ふるえる声で、男は言った。

「ついに見つけたぞ！」

『本当ですか！』

　通信機からの声も弾はずんだ。

『本当に？』

「間ま違ちがいない。私も信じられんよ、中佐。ただ、別人の如ごとく変わってしまわれておる」

『噂うわさは本当だったのですね』

「ああ。転送の準備をしておけ。場合によっては強制転送ということもありうる」

『了りよう解かいしました』

　男は通信機をポケットに戻した。

「なに、いまの？」

　少女が喰くいついてきた。

「初めて見た」

「スパイごっこさ」

　そう受け流す間にも男の目は、予想屋の方を凝ぎよう視ししている。

「なんてこった……」

　思わず漏もれた。

「さぁ～て」

　予想屋が口を開いた。

「今日もいっちょ、デカいのを当てるかア」

「いよっ！」

「待ってました大将！」

「大統領！」

　取り巻きの連中がどっと沸わく。

　予想屋はポケットから競犬新聞を取り出すと、おもむろに耳のところにはさんであった赤鉛筆で、印をつけ始めた。

「さあお立ち会い！　今日の第三レースは、高くつくよ。５枠の新鋭、アトモスシンザンが１着、４枠の対抗、ゴーストブロッケンが２着。事前の予想じゃ、合わせて31倍の高倍率だ。もっともここにいる全員が買うとなれば、15倍くらいに落ち込むかな。それにしたってたいしたもんだ。第三レースは４─５でキマリ！　さあ買え。ブワ～ッと買え！」

　予想屋の煽あおり口く調ちように、その場に居合わせた連中は一人残らず場外犬券売り場に走った。ノミ屋とて例外ではない。少女のところにも客たちは殺さつ到とうし、こぞって４─５の犬券を求めた。少女も心得たもので、

「はい、押さずに並んでね」

　と商売上手だ。たちまち彼女のエプロンのポケットは、油あぶら染じみた札で溢あふれた。

「あれ？」

　ほくほくした顔で札の束を数えていた少女は、ふと隣となりを見て、さっきまでそこにいた中年男がいないことに気がついた。

「おじさん？」

　やがて第三レースが始まる。

　ゴール間ま際ぎわで、奇き跡せきの逆転は起こった。

　一団となってゲートを飛び出した16頭の強化犬バイオドツグは、リモコンウサギを追いかけて疾しつ走そうする。第三コーナーを回った時点で、アトモスシンザンは11着、ゴーストブロッケンに至ってはビリから二番目の15着という、さんざんな体たらくであった。誰だれもが一度は自分の金をあきらめた。

　ところが、ゴールまであと50メートル足らずという最後の直線で、先頭の犬が転倒、後続も次々とそれに巻き込まれた。そして、そのダンゴ状態を抜け出したのは……。

「４─５だ！」

　誰かが叫んだ。

「奇跡だ！」

「奇跡を予想しやがった！」

「さすがは大将だ！」

「大統領様さまだぜ」

　やがて、怒ど号ごうのような大合唱になった。

「大将、大将、大将、大将！」

「ま、ま……」

　予想屋は、照れたような表情になって、

「おだてるな、コノヤロメ！」

　と、それでももっとおだてて欲しいといった表か情おである。

　その彼の前に、つっと人影が立った。

　先程の、中年男である。

「お懐なつかしゅうございます。提てい督とく」

「ん？」

　そう呼ばれ、予想屋は一いつ瞬しゆん男を見た。

「昔むかしとちっとも変わってはおられませんなあ……」

「そういう君は」

「お忘れですか？」

　ニッコリ微笑ほほえむ。

「ヤスダ～！」

「タイラー閣かつ下か！」

　感動の御対面であった。

「元気だったか、貴様」

「閣下も元気そうでなにより」

「あたりまえだ。今の僕から元気を取ったら、何が残る」

「無責任が残ります」

「言ったな、コイツめ！」

　その二人を、きょとんとした顔で、港こう湾わん労働者たちが見つめる。

「大将」

　その中の一人が全員を代表して予想屋、実は元惑わく星せい連合宇宙軍元げん帥すい、ジャスティ・ウエキ・タイラーに訊きいた。

「そのお方は？」

「こいつか」

　タイラー、髭ひげ面づらで笑って、

「こいつは昔むかしの部……いや、友だちだ。一いつ緒しよに組んで、デカい仕事をしたこともある」

「ではその方も、大将と同じ予想屋さんで……」

「ま、そんなもんです」

　汗を拭ぬぐいながら苦笑しつつ、ヤスダ大佐は言った。

「提てい督とく、この連中には本当のことを説明しないほうがよろしいでしょうなあ」

　ヤスダがそっと、タイラーに耳打ちした。

「そうだな」

　タイラーは微笑ほほえんでうなずく。

「ま、それで態度を変えるような連中でもないさ」

「しかし」

　ヤスダは苦笑しっ放しで、

「何気なく大将と呼んでいるあなたが、ついこの前まで本当に大将だったことを知ったら、驚おどろくでしょうなあ……」

「それ以前に信じないよ」

「確かに……」

　しかしさすがのヤスダもタイラーがそれからわずか数週間後、彼らがタイラーを称たたえていたもうひとつの呼び名が現実のものになろうとは、予想もしていなかったのである。

「どうだヤスダ」

　タイラーはかつての副官ヤスダの肩を叩たたいて、

「ここで会ったも何かの縁だ。今夜は飲み明かそう」

「偶ぐう然ぜんじゃないんですけどね……」

　ヤスダはこの一年、自分の家族のこともそっちのけでタイラーを捜さがして捜して、捜し回ったのである。そろそろ反抗期にさしかかるヤスダの息子がグレたとしたら、それは間ま違ちがいなくタイラーのせいである。

「ところで提督」

　ヤスダは真顔になって、言った。

「ここにはいらっしゃらないようですが……」

「誰が？」

「誰がって……」

　ヤスダは驚おどろきつつも呆あきれ、

「決まっているじゃないですか。奥様と、お嬢さんですよ」

「ああ、ユリコとキサラか」

　タイラーは思い出したかのように、

「ここにはいない。けど、いるよ」

　と、あっさり言った。

「会いたい？」

「会いたいですな」

　どちらかと言えば個人的には、タイラーよりも彼女たちがどうしているかということによほど興味があるヤスダであった。

「お元気ですか？」

「元気だよ、二人とも」

「それはなによりです。けど、奥様に苦労をかけてはいないでしょうな」

「君もヤマモトみたいなことを言うんだな」

「参さん謀ぼう副長閣かつ下かも自分も、心配性は同じですから……」

「ま、いい。じゃ、僕の家うちへ行こう」

「よろしいのですか？」

「構かまわんよ。少々狭いがね」

「では、お邪じや魔まさせていただきます」

　そう言ってヤスダは、ポケットの中に忍ばせたポジションシグナル、つまり惑わく星せい表面上座標指示器のスイッチを入れた。







　本当に狭かった。

「ま、上がりたまえ」

　そう言って、タイラーはその老ろう朽きゆうアパートの一室に、ヤスダを案内したのである。

「遠慮はいらんよ」

　遠慮もなにも、ギシギシなる階段を上がった二階の奥の、しかも北向きである。今は夜だが、陽ひ当あたりはすこぶる悪そうだ。

「お～い、ユリコ、今帰ったぞう」

　そう叫んで勢いきおいよくドアを開けた。立てつけが悪いので、タイラーが毎晩こんな風に帰宅するのでは、今にも蝶ちよう番つがいが外れて飛んでしまうのではないかと、苦労人であるヤスダは妙みような心配をしてしまった。

「おかえりなさい」

　洗い物をしていたユリコが振り向く。すっかり所しよ帯たいじみてしまってはいたが、容色はいささかも衰おとろえてはいない。むしろ母親らしい優しさが、その表情から漂ただよっていた。そのユリコの表情を一目見たときヤスダは、

「ああ、幸せなんだなあ」

　と、妙に安心してしまった、懸けん案あんのひとつは、これで解消したわけだ。

「今日は珍しい客人を連れて来たぞ」

「お邪じや魔まします」

　ヤスダはタイラーの副官だった頃と寸分違わぬ慇いん懃ぎんさで、敷しき居いをまたいだ。

「おひさしぶりですなあ、奥さん」

「まあ、ヤスダ大佐」

　ユリコの表情が、一層輝いたことは言うまでもない。

「よくここが、わかりましたわね」

「そこはそれ、勘かんですよと言いたいが、実のところ苦労しました」

「でしょうねえ……」

　ヤスダの照れ笑いの奥に、ユリコはすべてを察した。こんな芸当はタイラーには無む理りだ。

「まあ、とにかくお掛けになってくださいな。見ての通り、汚いところですけれど。今、お茶を淹いれますから」

「それはありがたいですな」

　ヤスダは心からそう思った。

「遠路はるばる、ここまで来た甲か斐いがあるというものです」

　秘書官時代はあの故・ミフネ中将でさえ感嘆させた、ユリコのお茶である。

「ところで、お嬢さんは？」

「ここだよ」

　ちょっと奥に引っ込んだタイラーが、娘のキサラ──本名はビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーと長ったらしい──を連れて現れた。こちらはヤスダには初対面である。ちょうど１歳になったばかり。

「しっかり起きていやがった。親父が客を連れて帰るのがわかったのかな？」

「ほう、これはかわいい！」

　一目見るなり、ヤスダは驚きよう嘆たんした。

「奥さん、よかったですなあ。あなた似ですぞ！」

　台所でお茶を淹れていたユリコが、思わず笑った。

「みなさんそうおっしゃいますのよ」

「なに、中身は僕似だ！」

　半分憤ふん慨がいし、半分自慢そうにキサラの父親は言った。

「こいつは僕に、そっくりだ。今にわかるぞ、ヤスダ」

「……ですか」

　ヤスダは汗を拭ぬぐった。だとしたら不ふ憫びんな子だ。

「勘がとってもいいんですよ」

　ユリコのフォロー。

「本当に、パパの帰って来る時間がわかるみたいなんです。私に教えてくれるんですよ」

　幸せそうだ。本当にそうだと、ヤスダは思った。それがかえって、彼の使命を重くした。

「どうぞ」

　ユリコがお茶を出した。タイラーに出したほうの湯ゆ吞のみ茶ぢや碗わんは、欠けていた。

「ばぶ」

　キサラがタイラーの膝ひざに乗る。

「とーたん、だっこ」

「うん、うん」

　かつての惑わく星せい連合宇宙軍元げん帥すいも、こうなるとかたなしである。

　四畳半のタタミの間、丸い卓袱ちやぶ台だいをはさんで、かつての上官と部下は向い合った。タイラーは胡座あぐらをかいた膝にキサラを抱かかえ、ヤスダのほうは正座である。

「娘がこれなもんでね、失礼するよ」

「構かまいませんとも」

　幼い娘にとって父親の膝より最高の場所が、この宇宙にあろうとも思えない。

「まさかはるばるこのゴロンボまで、娘の顔を拝おがみに来たわけじゃないんだろう」

「はい」

　ヤスダは軽くうなずいた。

「宇宙一と言われた提てい督とくが、２ＤＫ住まいですか」

　部へ屋やを見回しながら、しみじみと言う。

「そうなんだ」

　タイラーは頭を搔かいた。

「本当ならもっといいマンションも借りようと思えば借りられるんだが、女房がここでいいと言うんでね」

「じゅうぶんですわ」

　台所から、立ったままのユリコが言った。

「親子三人、つつましく暮らすには……」

「それに」

　タイラーが言った。

「なんだかこれぐらいが、僕にとっての分相応という気が、最近してきたよ。軍に入らず三流会社のサラリーマンにでもなっていたら、もともとこのくらいじゃなかったかな。平和で、幸福だよ」

「勝手に御自分の評価を、気安く決めないでいただきたい」

　押し殺した声で、下を向いたままヤスダは言った。

「宇宙にはまだまだ、あなたを必要としている人が大勢いるというのに……」

「おや」

　タイラーはあくまで明るく、

「いつになくマジメなのね、ヤスダちゃん」

「マジにもなります！」

　ヤスダが思わず声を荒げた。

「宇宙は未み曾ぞ有うの危機を迎えているというのに……。すみません」

「なにかあったんですの？」

　ユリコが心配そうに言って、側に座った。

「なにがあったんですの、ヤスダ大佐」

「話せば長くなります。それに今の幸福そうなあなた方に、こんな話をするのは酷こくかもしれない」

「そうおっしゃられると、ますます聞きたくなりますわ」

「民間人にこのことを漏もらすのは禁じられております。また、私も話の全容を聞かされているわけではありませんが。とにかく回かい避ひ不ふ能のう、とてつもない大きさの暗黒星雲が銀河に近づきつつあるのです」

「まあ……」

「このままではあと一年足らずで、人類の住める星は銀河にひとつもなくなってしまいます」

「つまりは、人類はあと一年足らずで絶ぜつ滅めつしてしまうと、そういうことなのですね」

「このままでは……」

「それで僕になんとかしろとでも言うのか」

　ようやく話が見えてきたタイラーである。

「だが残念だったな。僕はこの平へい穏おんな日々を手放すつもりはないぞ」

「ですが……」

「僕にその、暗黒星雲を退治しろとでも……」

「まさか」

　ヤスダは苦笑して、

「いくら閣かつ下かでも、そこまでは期待しておりません、我々としても。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「この危機を乗り切れるとしたら、人類をひとつにまとめていただける方が、我々にはどうしても必要なのです」

「それが僕だと言いたいのか」

「少なくとも我々にとっては、そうです」

「ヤマモトなら、そう言いそうだな」

　タイラーは薄目を開けて言った。さすがに悪い気はしないらしい。

「それに、このままではあと一年で、あなたと奥さん、それにキサラちゃんの平和な日々も終わってしまうのですぞ。否いや応おうなく」

「知らなきゃよかった」

　タイラーはボサボサの頭をポリポリと搔かいた。

「知らなきゃ最後まで心穏おだやかに暮らせたものを……。怨うらむぞ、ヤスダ」

「自分など、いくら怨んでくださっても結構です」

　ヤスダはガバと、その場に土ど下げ座ざし、畳に額を擦すりつけた。

「どうか宇宙のため、人類のために、力をお貸しいただきたい！」

「う～ん」

　タイラーは困った顔で、

「キサラはなんて、言うかなあ……」

「いいでちゅよ」

「え？」

　タイラーは驚おどろいて振り向いた。娘に代ってそう言ったのは、ユリコであったからだ。

「いいでちゅよ。そう言ったのよねえ、キサラちゃん」

「僕はそんなこと、許可しないぞ！」

「ヤスダ大佐、お顔を上げてくださいな」

　そんなタイラーを無む視しして、ユリコは言った。

「ジャスティが嫌いやと言っても、私が行かせます。首に縄なわをつけてでもね」

「では！」

　喜々とした表情で、ヤスダは顔を上げた。

「お力を貸していただけるのですか！」

「ちょっと待って……」

「こんな亭主でよかったら、銀河のためにこき使ってやってくださいな」

　そう言うとユリコは、タイラーの膝ひざから、ひょいとキサラを抱き上げた。

「あなたもそう言いたいのよねえ、キサラちゃん」

　キサラは一いつ瞬しゆん、こくんとうなずいたかのようにヤスダの目には見えた。

「では」

　ヤスダは喜色を満面に湛たたえ、

「決まりですな」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って……」

　珍しくうろたえるタイラー。この件に関しては彼には決定権がなかった。

「実はもう、迎えをよこしてあるのです」

　そう言ってヤスダは立ち上がり、部へ屋やのカーテンを開けた。

　惑わく星せい連合宇宙軍の標ひよう識しきをつけた内ない火か艇ていが、そこにあった。反重力エンジンで、２ＤＫのアパートの、窓の外に浮いていたのである。

　そのハッチが、音もなく開いた。

「ユリコ！」

　惑星連合宇宙軍の制服を着た、若い女性士官が身を乗り出さんばかりに叫ぶ。

「キョンファ！」

　キョンファ・キム中佐であった。

「や、提てい督とく。おひさしぶりです」

　操そう縦じゆう装置の前に座っていた金髪のハンサムな士官が声をかけた。

「カトリ大佐」

「ちっちっち」

　ハロルド・カトリは顔の前で人差し指をちらつかせ、

「准じゆん将しようですよ。お忘れなく」

「本当は、閣かつ下かをアパートごと衛星軌道上の戦艦まで転送しようという案もあったんですがね」

　もう一人、眼鏡めがねをかけた浅黒い士官が言った。グエン・ホー・ミン少佐であった。

「このほうが劇げき的てきでよろしかろうと、カトリ閣下が……」

「みんな……」

　ユリコはもう、涙ぐんでいる。

「で、どうせその戦艦では……」

　ようやく余よ裕ゆうを取り戻もどしたタイラーが言った。

「例によってあいつが僕を待っているんだろう」

「当たりです、元げん帥すい閣下」

　ヤスダが言う。

「ヤマモト中将が首を長くしてお待ちですよ」

「やれやれ、そこまで頼たよりにされては、行かなきゃ男がすたるなあ……」

「それ以前に銀河でしょう」

　ユリコがタイラーの頭を小こ突づく。

「この宿やど六ろく」

「やれやれ、これでまた昔むかしのように、賑にぎやかになるのう」

　内火艇の床ゆかにごろんと寝そべっていた白衣の男が、のっそりと立ち上がった。

「ドクター！」

「いかにも」

　ヒデサブロー・キタグチ軍医少将であった。相変わらず酒さか瓶びんとはねんごろな仲である。

「人類が滅ぶかどうかは別にして、少なくとも退屈だけはせずにすみそうじゃわい」

「みなさん……」

　キサラを抱いたまま、ユリコは一同に向って頭を下げた。

「どうも長いこと、ご迷めい惑わくをおかけしました。主人を、ジャスティを、お返し致します」










　第三章　その日の皇こう帝てい陛へい下か




　かつての神聖ラアルゴン帝国、いまはラアルゴン共和国の首都ベヒモスのある惑わく星せいラムザン。つい数年前なら、この惑星の衛星軌道上に惑星連合宇宙軍ぐん籍せきの軍艦が停てい泊はくするなど、考えることもできなかっただろう。晴れての親善訪問に戦艦『伊い予よ』は満まん艦かん飾しよくであり、純白の塗と装そう（もはや軍艦に迷めい彩さいなどその必要もなかった）には貴婦人のような気品さえ感じられた。

　本当は、もっと巨大で威い容ようのある『樺から太ふと』を親善訪問艦に使おうという意見もあったのだが、惑星連合とラアルゴンとが険悪な状態であるならともかく、友好の度合いを深めつつある現在、そうした示威行動は不要どころか両陣営の関係に悪影響を及ぼすとの配慮から、よりスマートで艦影や内装に優ゆう雅がさのある『伊予』が選ばれたのであった。もっとも、『樺太』を使うことに最後まで執しゆう着ちやくしたのは、惑星連合宇宙軍内部にも、約１名だけだったと言われている。

　迎えるラアルゴン艦隊の戦艦・巡じゆん洋よう艦かん三百隻は二列の密集縦隊で『伊予』を迎え、砲ほう火かならぬ礼砲の雨でこれを歓かん待たいした。『伊予』のほうでも七色のレーザー光線による礼砲を返す。あらかじめこのあたりの宙域に濃密に散布してあったスクリオン粒子にレーザー光線は乱反射して、花火のように美しい。

「ああ、綺き麗れいだ」

　その七色のハレーションを紅玉の瞳ひとみに映し、ラアルゴン共和国名誉皇こう帝ていルッチナ一世陛へい下かはつぶやいた。かつて神聖ラアルゴン帝国の第二十七代皇帝ゴザ十六世であった彼女は、アシュラン戦役において一度廃はい帝ていとなり、アシュラン鎮ちん圧あつ後再び帝位に返り咲いたのであるが、ラアルゴン皇家の有ゆう職そく故こ実じつに鑑かんがみ、重ちよう祚その習いによって皇称を改め、ルッチナ一世となったのであった。ちなみに通り名であるアザリンのほうは変わっていない。

　なお、参考までに初代から第二十七代までの皇帝名を、ここに列挙しておく。




　　神聖ラアルゴン帝国皇帝

　　初代　　　パカル・パウナ　　（太祖）

　　第二代　　　チャカマック

　　第三代　　　クチカカ一世

　　第四代　　　クチカカ二世

　　第五代　　　カリマ　　（遠征帝）

　　第六代　　　イムラー一世　　（幼帝）

　　第七代　　　ゲボルク　　（妖よう帝だい）

　　第八代　　　カルマーム

　　第九代　　　カチャカウナ　　（一日帝）

　　第十代　　　ゴザ一世　　（第八代カルマームの重祚）

　　第十一代　　ゴザ二世

　　第十二代　　ゴザ三世　　（小便帝）

　　第十三代　　パルナス一世　　（簒さん奪だつ帝）

　　第十四代　　ゴザ四世　　（中興帝）

　　第十五代　　ゴザ五世

　　第十六代　　ゴザ六世

　　第十七代　　アイラ一世　　（石女うまずめ帝）

　　第十八代　　ゴザ七世　　（辺境帝）

　　第十九代　　ゴザ八世

　　第二十代　　ゴザ九世

　　第二十一代　ゴザ十世

　　第二十二代　マウルラ一世　　（蜻蛉とんぼ帝）

　　第二十三代　ゴザ十一世

　　第二十四代　ゴザ十三世

　　第二十五代　ゴザ十四世

　　第二十六代　ゴザ十五世

　　第二十七代　ゴザ十六世　　（幼女帝）


註　ゴザ十二世は欠番とする






　ちなみに第十七代アイラ一世と、第二十七代のゴザ十六世の他は、すべて男子である。

　これらの歴代皇帝の列伝にスペースを割さく余よ裕ゆうはないが、それぞれの皇称や仇あだ名なから、その裏にある権謀術数すつたもんだや皇位継承に伴うゴタゴタは察していただきたい。だが、実権はともかくとしてその専制君主の歴史にも、我らがアザリンちゃんの代で、ついに終止符が打たれたのである。

　名誉皇帝ルッチナ一世、芳ほう紀きまさに17歳。さる歴史研究マニアの主張するところによれば、彼女のルックスはこの頃がひとつのピークだったとか。もちろん、それに与くみしない意見もいっぱいあって、一いち概がいには言えないが、その花のような美しさに一段と磨きがかかったことは疑うべくもない。ラアルゴン共和国の皇室の象しよう徴ちようとしては、まさにこれ以上の存在はなかったであろう。

「平和とは、よいものだなあ」

　満まん艦かん飾しよくで有視界内をゆっくりと近づいてくる『伊い予よ』を見ながら、皇帝はしみじみと言った。

「軍艦が、あんなに綺き麗れいに化粧してもらって、嬉うれしそうだ」

「さようですな」

　傍かたわらに控えし、官房長官ル・バラバ・ドムが言う。

「軍艦はこうやって、綺麗に塗ぬって並べて見るのがいちばんです」

「あの艦に、乗っておるのか？」

「そのはずです」

「そうか」

　アザリンは小さく深呼吸のようなしぐさをして、言った。

「楽しみだな」

「私もです、陛へい下か」

　やがて『伊い予よ』は、静かに衛星軌道上のドックに接せつ舷げんした。そこからアザリンたちの居並ぶ迎げい賓ひんブロックまで、コンベアパイプが伸びる。

「惑わく星せい連合特使、御到着！」

　伝令が叫ぶ。近くで号令ラッパが鳴った。

「皇こう帝てい陛へい下か、謁えつ見けん！」

　しずしずと、盛装したアザリンが進み出る。

　三度の礼を受けたあと、アザリンは礼を返してその特使を見た。

「遠路はるばる、御苦労であった」

「わざわざの御ご拝はい謁えつ、痛み入ります。皇帝陛下におかれましては……」

「これこれ、もうよかろう」

　そこでアザリンは、春の陽ひ射ざしのような微笑ほほえみをこぼした。

「そうしゃちほこばるな、朕ちんとそちとの仲ではないか」

「そうでしたな」

　特使は顔を上げた。それは惑星連合宇宙軍元師の礼装に身を包んだ、タイラーであった。

「おひさしぶりです、陛下」

「変わらぬな」

「変わりようもございません」

　タイラーは微笑みを返した。すでに惑星ゴロンボでたくわえた髭ひげも、きれいに剃そっている。

「パコパ……いやタイラー、会いたかったぞ」

「私もです」

「一年ぶりか」

「はい」

「キサラはどうしている」

「陛下のおかげで無ぶ事じにすくすくと成長しております。日一日と、末恐ろしいことになっていくようです」

「かわいいだろう」

「かわいい盛りというところでしょうか。陛下には及びませんが」

「そちも言うようになったな。初めて朕に会ったときは、赤面して何も言えなかったくせに……」

「そういう日もありましたなあ」

　懐かしい瞳ひとみで、タイラーはアザリンを見る。

「陛下も変わられましたな。恋する女の貌かおになってこられた」

「わかるか？」

　嬉うれしそうにアザリンは言う。

「わかります。十倍も綺き麗れいになられました」

「そうかな」

　アザリンも思わず頰ほおを赤らめる。

「そう言われると、妙みようにこのあたりがときめくぞ」

　そう言って自分の胸に手を当てた。

「嬉しいな」

「そのはずです」

「イサムにも、それと同じ言葉をかけてもらいたいものだな」

　アザリンは目を閉じ、言った。

「なにしろ朕ちんが少しでも綺麗になれたのだとしたら、それは彼のおかげなのだから……」

「その言葉は、イサムには直接おっしゃらぬほうがよろしいでしょう」

　タイラーはいささか嫉しつ妬としながら言った。

「つけ上がります」

「そうだな」

　アザリンはくすくすと笑う。

「あんにゃろめは果か報ほう者ものです」

「そうかな」

「そうですとも！」

　ムキになっている。

「陛へい下かのその桜の花びらのような唇くちびるが、いずれはあんにゃろのものになるのかと思っただけで……」

　傍かたわらにいたドムが、妙な咳せきをした。

「おや、ドム君いたの？」

　初めて気づいたタイラーである。

「これだ」

　ドムは大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。

「まったく貴様という奴は、俺おれの対抗意識などとことん空振りさせてくれるのだな」

「無む視ししてるわけじゃないよ」

　タイラーは言った。

「君は我が最大のライバルだ。これからも。ただ常に、僕には君よりも大きな懸け念ねん事ごとがあるのだ。君にとっては不幸なことにね」

「今度はなんだ？」

「それを話し合いに、遠路はるばるここまで来た。最愛の女房と子供を、うっちゃってね」

「そうだったな」

　ドムはうなずく。

「今回は強敵だぞ。おそらく今までに我々が遭そう遇ぐうした、どの敵よりもな」

「そうらしい」

　タイラーは元師の大礼帽を脱いだ。

「それにしても、あいかわらずここは暑いところだねえ」

　脱いだ帽子で、バタバタと風を送る。

「なるほどこういう暑いところにいれば、気分がムシャクシャして無む闇やみ矢や鱈たらに戦争をふっかけたくもなるかも知れない」

「すべてはあの、緋あかき太陽のせいだ」

　ドムが言った。

「前に僕がここにいた頃と比べても、また一段と巨大化したねえ」

　タイラーはその星を見た。ラアルゴンの主星ＡＲＡ─[image: ]。末期の赤色巨星のこととて眩まぶしさはさほどでもないが、その輻ふく射しや熱ねつの凄すさまじさには一種形容し難がたいものがある。惑わく星せいラムザンからの見かけの大きさは地球の太陽の３倍以上もあるが、実物はさらに大きい。膨ふくれ上がったＡＲＡ─[image: ]は、太陽を中心にした金星軌道がすっぽり収まる巨大さなのだ。

　いつ大爆発し、超新星になってもおかしくない老いた星なのだ。

「今回の事件がなくとも、いずれは移住先を捜さがさねばと思っていたところでな」

「すると今回の事態はその矢先、まさしく渡りに船、というわけか」

　解釈がちょっと違うような気もするが、まあそれはよしとしよう。どのみちラアルゴン人には、地球の諺ことわざの微妙なニュアンスなどわからない。

「そうなのだ」

　ドムはこころもち深刻そうにうなずいて、

「もっともそのおかげで貴様ともこうして再会できたわけなのだから、颱たい宙ちゆう様さまではあるのだがな……」

「うん」

　タイラーは緋き太陽を見上げながら、

「前にあの太陽を見上げていた頃は、思えば幸せだったなあ。僕も、陛へい下かも」

　と、しみじみ言った。

「俺おれもだ」

　ドムが言った。

「もう一度貴様と、心おきなく戦争がしてみたい」

「平和になればまた戦争もできるさ」

　タイラーが言った。すごい論理の飛躍だが、この状じよう況きようではちっともおかしくない。

「とにかく今は、どうやってこの危機をやりすごすかだ」

「惑星連合とラアルゴンが力を合わせれば……」

「いや」

　タイラーは首を振った。

「力を合わせるだけでは無む理りだろう」

「無理だと」

「ああ。そんな結束など、すぐに吹き飛ばしてしまうほど、今回の危機は大きいと思うんだな、これが」

「貴様の口からそういう悲ひ観かん的な意見が出てくるとは思わなかったぞ」

「僕だから、まだ意見が出る」

　タイラーは言った。

「普ふ通つうの人なら、ぐうの音も出ないんじゃないのか」

「なるほど……」

「もしこの危機を乗り切れるとしたら……」

　タイラーはドムを見て、

「我々は、文字通りひとつにならなければ……」

「我々？」

　ドムはタイラーと自分とを交互に指さし、

「つまり、惑わく星せい連合と、ラアルゴンとがか？」

「そうだ」

「不可能だ、そんなことは」

「そうかも知れない」

　タイラーは言った。

「だが、そうなれなければ、我々に未来はない」

「確かにな……」

　うなずくドム。

「だが、どうやって……」

「さ、暗い話はここまでにして」

　タイラーの表情が、パッと変わった。それはもう、さっきまで悩んでいたのが芝しば居いかと思えるほどの劇げき的てきな変化であった。

「せっかくひさしぶりで会えたんだ。細かいことは忘れて、パ～ッと宴えん会かいしよう、宴会」

「ふ」

　ドムもつられて、思わず相そう好ごうを崩す。

「変わらぬな。宇宙が滅びようとも、こいつだけは……」







　香こう辛しん料りようの目一杯きいたラアルゴン料理に舌した鼓つづみを打ちながら、それぞれの思い出話に花が咲く。

「そうか。そんなところに潜ひそんでおったのか」

　惑星ゴロンボでドッグレースの予想屋稼か業ぎようをやっていたというタイラーの話に、皇こう帝てい陛へい下かはいたく興味を示された様子であった。

「では朕ちんもそのうち、皇室競技場でドッグレースを開かい催さいするとしようか。実のところ戦争がなくなって、民たみ草くさは娯ご楽らくに飢うえておるのだ」

　そう言う皇帝陛下の手から骨をもらって喉のどを鳴らすのは、強化犬バイオドツグのパコパコ２号であった。かつては彼女の命を狙ねらってタイラーに阻止されたという、いわくつきのあの犬だ。

「まったく陛下には、どんな動物もなついてしまいますなあ」

　その様子を見ながら、しみじみとタイラーが言う。

「戦争のために作られた生物兵器が、まるで愛あい玩がん犬けんのようではありませんか」

「朕にとってはどんな生命であっても、生きとし生けるものは、みなかわいい」

　いたわるような目でパコパコ２号の頭をなでてやりながら、アザリンは言う。

「パコパコ、そちとて例外ではなかったぞ」

「わかっております」

「むしろ動物よりも人間のほうが、よほどわからぬ。朕の思い通りに動いてはくれぬ」

「思い通りに動いてくれないからこそ、人間なのです」

　動物なみに扱われたことにも怒るどころか、微笑ほほえみながらタイラーは言う。

「動物は仲間への信しん頼らい関係を示すのに、行動をもってするしかありません。しかし人間には言葉というもうひとつの手段があります。ところがこの言葉というやつが、実はくせものなのですよ」

「なるほどな」

　アザリンはうなずく。

「朕ちんも磐ばん石じやくの親政を敷しくまでは、宰さい相しようワングの巧こう言げん令れい色しよくにさんざたぶらかされたものだ」

「しかし、だからこそ人間は面白いとも言えますな」

　炙あぶった肉を片手に、ドムが言った。正式な晩ばん餐さんでも、手づかみはラアルゴンの作法である。

「タイラーや、その仲間たちを見ていると、私にはそう思えます」

「全人類が、パコパコのようであればいい」

　アザリンが言った。

『それでは宇宙は颱たい宙ちゆうが来る前に破は滅めつです』

　とは、さすがに言えないドムである。

「人類は、賢いはずだ」

　アザリンがタイラーを見る。

「そのことを、朕は何度も見てきたし、ここにおる皆に教えられてきた。今こ度たびのことでも、またそれが証明されると、朕は確信しておるぞ」

「ははっ！」

　ドム以下の臣下たちが、思わず畏かしこまる。帝政を廃はいし、共和制に移行したとは言っても、まだまだ皇帝の権けん威いは絶大なのだ。過か渡と期き的とも言えるが、少なくとも主だった廷臣たちの皇帝への畏い敬けいの念は、強まりこそすれ薄れてはいない。

「ところでな」

　アザリンの視線が、再びタイラーに注がれる。

「共和制になって、皇帝の他ほかに国家元首というものを新しく置かねばならん。しかし今のところ、その地位は空位のままなのだ。官房長官たるドムが、その責務を代行しておる状態でな」

「へえ、そうでしたか」

　これは意外と、タイラーは食う手を休めて、

「で、その国家元首の地位は、どうするのです」

「惑わく星せい連合では、連邦議会完全合議制というシステムを取っているそうだな」

「はい」

　あえて国家元首を置かず、各惑星国家の代表議員における合議制が、惑星連合の連邦議会の特徴である。各惑星国家一名ずつの代表の間に優劣や発言権の強弱はなく、公平ということではこれ以上のものはないであろうが、オピニオンリーダーがいないため、事の決定にあたっては何事も遅ち々ちとして進まない。惑星連合宇宙軍が戦力の総数ではラアルゴンを上回りながら、常に圧倒されていた原因はここにあった。

「巧こう遅ちは拙せつ速そくに優ると言うが、今回に限ってはそれは当てはまるまい。朕ちんはな、タイラー、銀河を救うにはたとえ独裁者ではあっても、決断力と統率力、それに行動力を兼ね備えた人物にすべてを委ゆだねてよいと思っておる」

「なるほど。確かに惑わく星せい連合の今のシステムでは、対処の善し悪しにかかわらず、合議を重ねているうちに手遅れになってしまうでしょうなあ……」

「そうなのだ。朕は切にそれを憂うれう。未み曾ぞ有うの危機を乗り切るためには、あるいは専せん横おうも止むなしだ」

「よくわかります」

「そこで、空位にしておいた国家元首の件だが」

　アザリンの紅玉の瞳ひとみが、真正面からタイラーを射る。

「地球には、かつて大統領制という絶対的な権力を行使できるシステムがあったそうだな」

「はい」

　タイラーはうなずく。

「しかしその制度を採用しているのは、今ではむしろ後進国と呼ばれる弱小の惑星国家のみです。一歩間ま違ちがうと、独裁になりかねませんからなあ……」

　そう言えば、惑星連合に対して叛はん旗きを翻ひるがえす辺境の惑星国家にも、大統領制を採用している国が多かった。

「独裁結けつ構こう、構かまわぬではないか」

　アザリンは言う。

「それでこの銀河始まって以来の危機が、回かい避ひできるものならばな」

「はあ……」

「その目は朕が何を考えているのか、測りかねている目だな」

「はい」

「では申そう。ラアルゴン共和国は、大統領制を導どう入にゆうしようと思っておる。というか、これはすでにして決定事項なのだ」

「はあ……はい」

「かつての朕の重臣、今は24人の参議による評議会がすでにこれを採択決定した。発案者は朕と、ここにおるドムじゃ」

「なるほど」

「そこでな」

　アザリンはまだまだ幼さの残っている表情を悪戯いたずらっぽく歪ゆがめ、

「ついてはタイラー、そちにラアルゴン共和国、初代大統領の座に就ついてもらいたいのだ」

　と言った。

「なるほど……」

　軽く相あい槌づちを打ったタイラーだが、約５秒後──、

「ええ～っ！」

　と叫んで椅い子すから30センチばかり飛び上がった。

「大統領？　自分がですか？」

「そうだ」

　眉まゆひとつ動かさずに言ったのは、ル・バラバ・ドムであった。

「しかも、ラアルゴンのな」

「御ご冗じよう談だんを」

「冗談ではない」

　アザリンが涼しい顔で言う。

「だとしたら陛へい下かも、お人が悪い」

「そうかも知れない」

「そうですよ」

「だが、そちほどの適任があるとは朕には思えぬのだ」

「臣しんもです」

　ドムが言った。

「銀河の運命を一手に任まかせて、たとえ失敗しても誰だれからも文句が出ない人選ということにおいては、タイラー、貴様ほどの適任はない。俺おれはそう思う。いや、俺だけではない。これは貴様の人と為なりを知る、ラアルゴン共和国評議会全員の意見なのだ」

「買い被かぶりだ！」

　タイラーはテーブルを叩たたいた。

「僕には荷が重い。それになにより、ムチャクチャだ。だいいち前例がない」

「貴様の口からその言葉を聞きたくはなかったな」

　残念そうにドムが言う。

「以前の貴様なら、前例がないからやってみようと言ったはずだ」

「…………」

「なに、すぐに返事を聞かせろとは言わぬ」

　アザリンが言った。

「７オグル、きっかり７オグルだけ、決断のための猶ゆう予よをやろう」

「７オグルといいますと？」

「地球時間に換かん算ざんして、３分30秒ほどだ」

　冗談ではなかった。

「それ、説明している間にもう１オグル過ぎたぞ」

「ひどいなあ……」

　タイラーは言った。

「お言葉ですが陛下、今日ほどあなたを暴ぼう君くんと思ったことはありません」

「そうか」

　アザリンは笑った。

「だが大統領になれば、そちも好き勝手なことができるぞ。金銀財宝も、酒も女も、思いのままだ」

「今の私には、必ひつ要ようのないものばかりですな」

「知っている」

　アザリンは微笑ほほえむ。

「あと５オグルだな」

「大統領は本来国民の選挙で選ばれるべきもので……」

「そのほとんどは不正選挙だと聞いているぞ。それにもともと朕ちんも、官房長官であるドムも、24名の評議員も、国民の総意に基づいて選ばれた者だ。その朕らが満場一致で決定したことだ。どこに文句の出る筋すじ合あいがある」

「惑わく星せい連合がなんと言いますか」

「もともと惑星連合は、ラアルゴンの領土だと朕は思っておる」

　暴君アザリンは言った。

「地球人は我々ラアルゴン人にとって、服まつろわぬ者どもじゃ。ゆえにその意向たわごとなど、無む視しして構かまわぬ。あと４オグルだぞ、タイラー」

「任期は？」

「一年だ。どんなことがあろうとも、それだけは全まつとうさせる。しかしことによるとそちが最初で最後の大統領になるやも知れぬな」

「一年たったら、やめさせられるのですか？」

「一年たったら、今度は全国民による信任投票を行う。そちが大統領を続けられるかどうかは、そち次し第だいというわけだ」

「できれば御辞退申し上げたい」

「それ、あと３オグルしかないぞ」

「ほんとうに……」

　タイラーはアザリンを見た。

「自分の言う通りになるのですか？　全ラアルゴンの民が？」

「それは朕の名において約束しよう」

「陛下の御言葉を微み塵じんも疑うわけではありませんが……」

「なんだ？」

「ラアルゴン人が一人残らず自分ごときの下でヘーコラするなど、私にはとても信じられません」

「あと２オグルだ。どうしてか？」

「女房のユリコと娘のキサラ、このたった二人きりでさえ、私の思う通りにはなかなか動いてくれません。ましてついこの前まで戦争をしていたラアルゴンが……」

「なるほど」

　アザリンは声を上げて笑った。

「いかにもそちらしい論理よな」

「笑わないでいただきたい」

「すまぬ。だが安心いたせ。ラアルゴン人はたとえ敵でも、いや、敵なればこそ、その力を認めた人間は尊敬もするし、協力も惜しまぬ。それよりどうする？　あと１オグルしかないぞ」

「え～と、え～と……」

　タイラーはタイムリミットぎりぎりまで、考えあぐねた末に言った。

「ユリコとキサラには、いつでも会わせてくれますか？」

「約束しよう」

　こればかりは即座に、皇こう帝ていはうなずいた。

「妻子を呼び寄せ、可能な限りそちの側におるように手配いたそう」

「わかりました」

　タイラーは覚悟の表情でうなずく。

「そこまでしていただいて、引き受けないでは陛へい下かが恥はじをかかれましょう。男タイラー、ラアルゴン共和国初代大統領の重責を、慎つつしんで拝はい命めいいたします」

「やってくれるか！」

　アザリンの表情が輝いた。

「やってくれるのか、パコパコ！」

「はい」

　もはや逃げも隠かくれもしない、タイラーである。

「ただし、たったひとつだけ条件があるのです」

「なんだ」

　アザリンは興味深そうに、かつてのペットを見る。

「なんなりと申してみよ」

「私が大統領になった最初の仕事として、どうしてもやらせていただきたいことがあるのです」

「なにかな？」

「はい」

　タイラーはひと呼吸置いて、言った。

「ラアルゴン共和国の全兵力をもって、惑わく星せい連合に宣せん戦せん布ふ告こくすることをお許し願いたい」

「なんだと！」

　アザリンだけではない。その場にいた全員が仰ぎよう天てんした。

「なにを馬鹿なことを！」

「惑星連合とラアルゴンは、恒久平和条約を……」

「重大な公約違反だ……」

「いや、それではすみませんぞ」

「シャラーップ！」

　叫んだのはタイラーであった。その声に一いつ瞬しゆん騒そう然ぜんとした晩ばん餐さん会場はようやく静まる。

「これはこの危機を乗り切るためには、どうしても必要なプロセスなのです。この条件が容いれられない場合は、私は大統領をお引き受けするわけにはまいりません」

「そうか……」

　アザリンはタイラーの目を見た。

「真剣なのだね。パコパコ……」

「はい」

　タイラーはうなずく。

「失敗するとわかっている仕事はやりたくありません。この危機を乗り切るには、ラアルゴンだけでは駄だ目めなのです。惑星連合とラアルゴンが、ひとつにならなければ……」

「なるほど、そういうわけか」

　瞬時に皇帝は、タイラーの心中を察した。

「まず惑星連合を併へい合ごうしてから、事に当るというのだな」

「はい」

　タイラーは臣下の礼をもって、その場に畏かしこまった。

「もし大統領として全軍をお任せ願えるのでしたら、一か月で惑星連合を併合し、銀河を統一して御覧に入れましょう。しかるのちに……」

「わかった」

　アザリンは微笑ほほえんだ。それはかつて、ペットであった珍ちん獣じゆうパコパコに対して投げかけたのと、同じ微笑みであった。

「そちにすべてを委ゆだねよう、銀河を統合してみせよ」










　第四章　元げん帥すい閣かつ下か御乱心




「タイラー元げん帥すいが叛はん乱らん！」

　藪やぶから棒に降って湧わいたそのニュースは、瞬またたく間に銀河全宙域を席せつ巻けんしてしまった。誰だれもが自分の耳を疑い、とりわけ彼をよく知る人々は仰ぎよう天てんした。それほどショッキングな事態だったのである。

「あの地球の救きゆう世せい主しゆが、こともあろうにラアルゴンの先せん鋒ぽうとなって地球に宣せん戦せん布ふ告こく」

「何を考えているのだ？」

「いや、あの人のことだ。おそらく何も考えていないに違いない」

　彼を直接知る人々のうちの何人かは、そう答えた。

「気まぐれに、銀河が欲しくなったんだろうさ」

「いずれにせよ、えらいことだ」

「なにしろあの人に勝てる提てい督とくは、惑わく星せい連合に、いや宇宙に存在しないんだからな」

　深刻であったし、滑こつ稽けいでもあった。

　もちろん、事態をもっとも深刻に捉とらえていたのは、今が人類にとってどういう時かを知る、一部の人々である。

「タイラーめ、まったく何を考えておるのだ！　あの大おお馬ば鹿か者もの！」

　惑星連合宇宙軍参さん謀ぼう総長であるススム・フジ大将が、報告を聞くなりそう叫んだとしても、だから誰にも責められない。

「今が我々にとって、どういう時か知らぬわけでもあるまい」

「いや」

　アンダーソン長官が言う。

「タイラー元帥にはタイラー元帥の考えがあってのことと思うがね」

　そう言いつつも、長官の顔は紙のように白い。

「長官、そんな悠ゆう長ちようなことを言っておる場合ではありませんぞ」

　困こん惑わくのあまりフジ参謀総長は、すっかり以前の彼に戻もどってしまったかのようであった。タイラーが憎くて憎くて、しかたのない頃ころの彼に──。

「タイラーは発狂したのです。もともとそういう奴やつだったのが、この事態に追い詰つめられて、本性を現したのです！　奴は宇宙があと一年と知って、せめてその一年だけでも宇宙を支配せんと、野心を剝むき出しにしたのですぞ。そうに違いありません。乱心です。これはタイラーの乱心なのです！」

「待ってください参謀総長」

　ヤマモトが口を開いた。

「あの人は、タイラー提てい督とくは、このくらいのことで自や棄けになるような人ではありません。きっとなにか、深い考えが……」

「タイラーを信じたい君の気持ちはわかるがな、ヤマモト中将」

　フジ大将は怒りに身を震わせて、

「このくらいのこととはなんだ。仮かりにも宇宙が滅びようかというこの事態をつかまえて、このくらいのこととは……」

「ですから我々凡ぼん人じんとは違ってタイラー提督は……」

「ふん。確かに奴が凡人でないことだけは認めよう」

　フジ大将は吐はき棄すてるように言った。

「狂人だ。事ここに至っては、そうとでも断言するしかあるまい」

「ですが……」

「報告します！」

　伝令の士官が叫んだ。

「タイラー提督の率ひきいるラアルゴン艦隊は、コビュ、ネオアルマダ、カビエン、ドスキン、アラクネと五つの惑わく星せいを次々と制圧。飛び石伝いに地球へと迫せまりつつあります」

「なにい！」

　新たな驚きよう愕がくが司令部を包んだ。

「宣戦布告からたった三日で五つの惑星を……」

「さすがはタイラー提督と言いたいが……」

「信じられん。なにもかも」

　タイラーを敵に回したときの恐ろしさを、彼らは改めて思い知らされたのであった。

「このままでは一週間足らずで、地球はラアルゴンの勢力圏下に入ってしまいます」

「どうする……」

「どうすると言われてもなあ」

　誰もが悩んだ。

「普ふ通つうなら、ここでタイラー提督にまかせておけばいいやというところなんだが……」

「ああ、タイラー提督がもう一人いてくださったら……」

「馬鹿者！　言うに事欠いてなんてことを！」

　当然烈れつ火かの如ごとく怒る、フジ参さん謀ぼう総長である。

「ヤマモトくんっ！」

「はい」

　ある程度予測していたヤマモトは、平静を装よそおって応こたえた。

「自分に行けと言うのですね」

「わかっとるじゃないか」

　無む理りして笑う参謀総長。

「どうにか奴に勝てそうなのは、君をおいて他にはおらん」

「自分でも無む理りでしょうが……」

「とにかく！」

　フジ大将は真っ赤になって、

「君の敬愛するタイラーの尻しり拭ぬぐいだ。君にやってもらわねば困る」

「わかりました」

　いつもの貧びん乏ぼう籤くじではあるが、今回はきわめつけだ。結局自分はこういう星の下に生まれたのだなと、ヤマモトは観念した。

「自分が行って、タイラー提督を説得してまいりましょう」

「なんなら倒してしまっても、いっこうに構かまわんぞ」

「そう簡単に倒してしまえるものなら、自分もこんなには悩まないであります」

　ついついヤマモトも口くち賢さかしくなる。

「敵に回ったあの人が、どんなに恐ろしいものか、参謀総長閣かつ下かにもわからぬ道理はありますまい」

「そ、それはそうだが……」

「御子息の問題もあります。今後ラアルゴンとの外交にしこりを残さないためにも、なんとか和平の道を……。本当なら今は戦争などしている場合ではないんですがね……」

「わかっている。君にあたったりしてすまなかったな」

「いえ、閣下のお気持ちもお察し致します」

「ワシにできることがあったら言ってくれ」

「では」

　ヤマモトは言った。

「望みうる限りの、最高のスタッフで艦隊を編成することをお許しください。それでもタイラー提督の率いるラアルゴン艦隊に勝つのは、至し難なんの業わざでしょうが……」

「よかろう。君の好きにしたまえ」

「ありがとうございます」

　ヤマモトは深々と頭を下げた。

「私も武人としては名門の家に生まれたその端はしくれです。軍人として持てるすべてのものを、この戦いに注つぎ込む所存です」

「ヤマモト君」

　アンダーソン長官が言った。

「タイラーを説得できなくてもよい。必ず生きて帰れ。今の我々には、せめて君のような男こそ必要なのだ」

「は……はい！」

　ヤマモトは帽子を深く被かぶり直して、涙を隠かくした。







「ただいま」

　惑わく星せいブルネイにある惑星連合宇宙軍の高級士官用の官舎は、一見してコンドミニアムかと見まごうばかりの高層集合住宅であった。ヤマモトの部へ屋やはシキシマ・シティーのコーラルビーチを一望のもとに見渡せる地上１３７階にあり、窓からの眺めは申し分ない。４ＬＤＫと、広さも二人暮らしにしてはじゅうぶんであった。忙しすぎて滅めつ多たに帰れないのが勿もつ体たいないくらいだ。

「おかえりぃ！」

　奥のシステムキッチンで、活きのいい声がした。

「早かったね、マコちゃん」

「いたのか、ハス」

　結婚してそろそろ一年になるが、すれ違いの多い夫婦であった。それで愛情が薄いかというと決してそんなことはない。むしろ深すぎて、辟へき易えきすることがヤマモトにある。

「珍しいな」

「なぜかいきなり、休暇をもらっちゃったからね」

　全然似合わないエプロンをつけて、シアは玄関までヤマモトを迎えた。

「おかえりなさい」

　まず、濃厚なやつをひとつくれてから、シアは言った。

「本当はもうちょっと、宇宙にいたかったんだけどね。でもマコちゃんも一緒の休暇ならいいや」

　炎のように赤い髪をお下げにして、家事の邪じや魔まにならないようにしている。

「お料理作って待ってたよ」

「また腕によりをかけたのか？」

「うん！」

　思いっきり力強く、うなずくシア。

　ヤマモトはいささかげんなりした。香こう辛しん料りようがききすぎていることに文句を言うのはとっくの昔にあきらめたヤマモトだが、それでもたまには地球人らしい食事をしてみたいとも思うのだ。シアの愛情料理か、さもなくば軍の配給食のどちらかばかりというのでは、人間生きるのが嫌いやになることもある。

　こんなときはつくづく、タイラーがうらやましい。

「二人っきりで過ごせる週末なんて、珍しいね」

「ああ」

　シアが腕によりをかけた結果、戦場のようになったキッチンを素通りしながら、ヤマモトはクロゼットに向い、スペースブルーの宇宙軍制服をラフなスタイルに着替えた。

『せめて艦隊機動の半分でいいから、家事が上手になってくれたらな……』

「それにしてもどういう風の吹き回しかねえ」

　料理を皿に盛りながら、シアが言う。

「宇宙軍が、二人揃そろって休暇をくれるなんて……」

「僕が申しん請せいした」

「マコちゃんが？」

「そうだ」

「わあ、そうなんだ」

　無む邪じや気きに喜ぶシア。こんなところは少女のようだ。

「ありがとね、マコちゃん。たっぷりサービスするからね」

「ああ。それからな、シア……」

「うん」

「休暇が終ったら、二人揃って出しゆつ撃げきだ」

「え」

　シアがヤマモトを見る。

「ほんと？」

「ああ。頼たよりにしているぞ」

「わあ！」

　シアはヤマモトの腕にすがって、

「どうしよう。マコちゃんに頼りにされちゃった」

　とはしゃぐ。

「こんなこと、初めてだね」

「そうか……」

「そうだよ」

　よほど嬉うれしかったらしい。

「で、相手は誰？」

「ん……」

「あたいとマコちゃんが、わざわざ組んで立ち向うほどの強敵の名前さ」

「あ、ああ……」

　ヤマモトは目をつぶって、言った。

「タイラー提てい督とくだ」

「ああ、タイラー提督ね」

　シアは笑いながら、

「それなら納なつ得とくできるよ。なるほどタイラー提督なら……」

　シアがヤマモトを振り向く、

「いま、なんて言った？」

「だから相手は、俺たちの敵は、タイラー提督だ」

「噓うそ」

「こんなことが噓で言えるか」

「そうだね」

　シアは無む理りして微笑ほほえんだ。

「昔むかしからマコちゃんは、噓とサバの煮に付つけが嫌きらいだもんね」

「ああ」

　ヤマモトはうなずく。

「どちらもジンマシンが出るくらいにな」

「強敵だね」

「強敵だ」

「死ぬかも知れないね」

「うん」

　ヤマモトは微笑んだ。

「死ぬなら一いつ緒しよにと思って、おまえを呼んだ」

「優しいね」

「そうかな……」

「優しいよ」

　シアは涙ぐんでいた。

「結婚したときの約束、覚えていてくれたんだ」

「忘れるものか」

「戦えるの？　タイラー提てい督とくと」

「わからん」

　ヤマモトはシアの肩を抱き寄せ、そっと額ひたいにキスした。今では彼もこのくらいの芸当はやる。

「だが、やるしかない」

「あたいも、タイラー提督は好きだな。マコちゃんの次にだけど……」

「ありがとう」

「だから、マコちゃんが戦うってんなら一いつ緒しよに戦うよ」

「タイラー提督が率ひきいている相手はラアルゴン艦隊だぞ」

「…………」

「戦えるか。同どう胞ほうだぞ」

「忘れたの？」

「なにを？」

「マコちゃんと結婚したときから、あたいは地球人になったんだ。それに今じゃ、惑わく星せい連合宇宙軍准じゆん将しよう、シア・ヤマモト・ハスだよ。相手が誰でもやるだけさ」

「無む理りしてるな」

「無理させたのは、マコちゃんじゃないか」

「そうだな……」

「あたいにとって、マコちゃんと、マコちゃんを抜いた他の宇宙全部とは、いまや天てん秤びんにかけられるんだ。マコちゃんのほうが少しだけ重いよ」

「う……」

　ヤマモトは思わずシアを抱きしめた。

「ごめん……シア……ごめん！」

「マコちゃん」

　たっぷりとスパイスをきかせたラアルゴン料理の焦こげる凄すさまじい臭においも、二人の鼻び孔こうには届とどかなかった。




「サカイ中佐」

　見事にハモった二人の声に、コジロー・サカイはヘルメットを小こ脇わきに抱かかえたまま振り向いた。パイロット・スーツを着たユーミとエィミィのハナー・シスターズが訴えるような目でそこに立っている。

「よう」

　以前ほど女性恐きよう怖ふ症しように悩まされることもなくなった笑顔が、二人を交互に見た。

「どうした、血けつ相そう変えて。おまえららしくもないな」

「出しゆつ撃げきなさるって、本当ですか？」

　まずユーミが言った。

「タイラー提督と、戦うおつもりなのですか？」

　エィミィが言う。

「ああ」

　サカイはうなずく。

「なぜですか？」

「どういうおつもりなのか……。あたしたちには中佐のお考えがわかりません」

「それ以前に、タイラー提てい督とくのお考えも……ですけど」

「俺おれに関して言えば、答ははっきりしている」

　サカイは言った。

「敵だから戦う。それだけだ」

「どうして」

　また二人がハモった。

「あれほど尊敬していらしたタイラー提督なのに……」

「尊敬しているから、戦う……かな」

　サカイは前髪を払って、

「提督だって、俺たちが変に手抜きをしたら怒ると思うぜ。それに……」

　サカイの目が、一いつ瞬しゆん輝いたかのように二人には見えた。

「シラギクが生きていたら、おそらく俺と同じことを言ったと思う」

「…………」

「…………」

「ユーミ・ハナー中尉、エィミィ・ハナー中尉、出しゆつ撃げき準備をしておけ。今度の敵は少なくとも技量的には、今までに戦った中で最強の敵になるだろう。心しておけ」

「はい！」

「はいっ！」

　二人の声は、コンマ数秒ずれてサカイの耳に届とどいた。







「困ったことになりましたね」

　装そう甲こう服ふくを着て、完全装備のまま強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん『ガダルカナル』のハンガーデッキに立つ二人の巨きよ漢かんとは、言うまでもなくボブ・キーナン少将とミッキー・クライバーン少佐の、海兵隊２メートルコンビだ。

「タイラー提督が叛はん乱らん軍ぐんの大将とは……」

「困った」

　本当に困った顔で、キーナンは自分自身の右腕よりも信しん頼らいしている相あい棒ぼうを見た。

「正直今度だけは、勝てる気がしねえ」

「自分もですよ」

　無ぶ愛あい想そうなクライバーンが、無愛想な表情で言う。

「タイラー閣かつ下かと一対一の白兵戦なら、負けはしない自信があるんですが……」

「俺もだよ」

　キーナンは苦笑して、ヘルメットの上から頭を搔かこうとし、ますます苦笑する。

「そこまで持って行くのは至し難なんの業わざだろうがな」

「同感です」

「ところでイサムの坊やは、どんな様子だ」

「塞ふさぎ込んでいるそうですよ。すごいショックだったらしくて……」

「無む理りもねえ」

　キーナンは大玉メロンほどもあるその拳こぶしを、艦の隔かく壁へきに叩たたきつけた。超合金の隔壁にひびが入ったのではないかと思われるほどの衝しよう撃げきだ。

「俺おれたちだって、ショックなんだからよ」

「まあ、またラアルゴン相手に取っ組み合いの大おお喧げん嘩かができるのは、嬉うれしいですけどね」

「ああ」

　キーナンは笑ってうなずき、

「連中には悪いが、いい憂うさ晴らしだ」

「やりますか」

「やるさ」

　二人は顔を見合わせた。

「白兵戦しか能のねえ俺たちに、その見せ場を作ってくれたタイラー様さまだ」







「全艦隊、集結いたしました」

　副官の声に、

「うむ」

　とヤマモトは提てい督とく席から立ち上がった。その表情に悲ひ壮そうな決意が漲みなぎる。

『みんな、聞いてくれ』

　全艦隊通信で、彼は５万人の部下に呼びかける。

『私は第一イチ〇マル一イチ統合艦隊司令官、マコト・ヤマモト中将だ。出しゆつ撃げきを前に、諸君ら勇敢な将兵に言っておきたいことがある』

「あいかわらず律りち義ぎだな……」

　強襲揚陸艦『ガダルカナル』のブリッジでは、キーナン少将が思わずつぶやく。

「本当に苦労の絶えない人でしたね」

　クライバーン少佐も笑っている。

「こらこら、過去形にするな」

「すみません、つい……」

「ま、そんなもんだがな」

　キーナンは苦笑いして、

「俺たち全員、過去形になっちまう可能性は濃厚だからな」

『我々の艦隊は、第一イチ〇マル一イチ統合艦隊が正式名称ではあるが、おそらく後の世の人々からは、もうひとつの俗ぞく称しようで呼ばれることになるだろう』

「おいでなすったぞ」

　戦艦『尾お張わり』の医務室で、灘なだの大だい吟ぎん醸じようをチビチビやっていたヒデサブロー・キタグチが、義眼の奥でニヤリと笑った。

「もっともその、後の世があればの話じゃが……」

『その俗称とは』

　ひと呼吸置いて、ヤマモトは言った。

『タイラー討とう伐ばつ艦隊……』

　乗組員たちの動揺が、手に取るようだった。

『だが、恐れることはない。ためらう必ひつ要ようもない』

「そうかな」

　空母『藍らん凰おう』の格納デッキ、愛機『菊きく水すい』のコックピットでサカイはつぶやいた。

『いかに相手がタイラー提てい督とくであろうとも、我々には望みうる限り最高のスタッフと、最強の装備がある』

「今までそう言っていた敵が、何度タイラー提督に敗れたっけ」

　ユーミが言えば、

「さあ……」

　エィミィが首をひねる。

『諸君、艦隊構成平面に対して、右う舷げん後方の空間を見たまえ』

　ヤマモトの声に、ブリッジや舷側にいた者は全員その方向を見た。それ以外の者はモニタースクリーンを凝ぎよう視しした。

　漆うるしを塗ぬったような宇宙空間を背景に、巨大な影が浮かんだ。

「あれは……」

「戦艦だ」

「『樺から太ふと』だ！」

　誰かが叫んだ。

「地球を救った艦ふねだ」

「あれも参加するのか……」

　兵士たちの表情に、いくらかは生気が戻もどった。

『今回の作戦には、ありとあらゆる兵器を使うつもりだ。『樺太』だけではないぞ。保管してあった『六ろつ甲こう』も、モスボール状態を解かい除じよして、戦線に加えた』

「『六甲』まで！」

　兵士たちが沸わいた。

「勝てるかも……」

「だが相手が、タイラー提督では……」

「勝てる！」

　巨大戦艦『樺太』のブリッジで腕組みしながらそう叫んだ白衣の男は、トオル・Ｊ・ヒラガー技術中将であった。

「今度こそ、戦争は作戦よりも兵器だということを証明してみせる。これはいい機会だ」

『さらに諸君』

　ヤマモトの声が言う。

「左舷を見てみたまえ」

　そこに見えたのは、八個の巨大な人工天体であった。

「あれは……」

「自動攻こう撃げき惑わく星せいだ！」

「〝丸〟兵器か」

『そうだ』

　ヤマモトの声が言った。

『戦艦のワープフィールドで包んで曳えい航こうする。『ソドム』『ゴモラ』『スコル』『ハーティ』『ヘルター』『スケルター』それに『満まん珠じゆ』と『干かん珠じゆ』だ。全部持って行くぞ』

　最終防衛兵器を全部運んで勝負しようというのである。そのヤマモトの意気込みに、将兵たちは唸うならされた。

「さすがはマコちゃんだ」

　駆く逐ちく艦かん『さかしお』のブリッジで、シアは一人微笑ほほえんだ。

「いざとなれば思い切りがいいよ。あれだけの兵器を相手にするんじゃ、いくらタイラー提てい督とくでもちょいと骨だろうね」

『戦力的に見て、我々が負けることはまずない。しかも諸君らは惑星連合艦隊選えりすぐりの精せい鋭えいであり、指揮を取るのは百戦錬れん磨まの指揮官たちだ。いかにタイラー提督でも、勝手の違うラアルゴン艦隊を率ひきいて、しかも急造の戦力で、我々以上にうまく戦えるはずがない。いかに作戦が突とつ飛ぴでも、手足のように動く兵がいなければ戦には勝てない。諸君はそのことをよく知っているし、また今回もその鉄則を証明してくれるものと、私は信じ、かつ期待している』

「言うもんだ」

　カトリ准じゆん将しようは巡洋艦『那な須す』のブリッジでつぶやく。

「空元気くらいは出てきたぞ」

『諸君らの中にはタイラー提督を敬愛してやまぬ者も多いだろう』

　ヤマモトの口く調ちようが、高揚してきた。

『かく言う私もその一人だ。だが、戦いに私し情じようは禁きん物もつだ。特に今回は、私情をはさめば必ず負けると、肝きもに銘めいじてもらいたい。諸君らは精鋭ではあるが、全力を上げ、その持てる力を結集しなければ到底タイラー提督には勝てないだろう。どうか各人、その職分の範囲内で、ベストを尽くしてもらいたい。我らが行く手に勝利のあらんことを。以上だ』

「なんか悲ひ壮そうですね」

　艦隊の最後尾に位置する巡洋艦『揖い斐び』のブリッジでは、イサム・フジが副長のスナガ中佐相手にこぼしている。

「まるで生きて帰るつもりがないみたいじゃないですか」

「まあな」

　スナガ中佐は笑った。

「だがそう言うおまえさんは、もっと悲壮だろうが」

「そうなんです」

　強がる必要もなく、イサムは言った。

「タイラー提てい督とくとアザリンと、両方を敵に回してしまいました。ちょっと悲ひ惨さんですよ」

「その心理状態で戦えるのか？」

「無む理りみたいです」

「だろうなあ……」

「なにも笑わなくても……」

「すまんすまん」

　スナガは笑いながら謝って、

「ヤマモト提督もそう思って、こんな殿しんがりに我々を配置してくれたわけだ。それでも連れていってくれるというんだから、惑わく星せい連合宇宙軍も艦長殿を相当高く評価していますなあ」

「うん」

　それがかえって心苦しいイサムである。

『ヤマモト閣かつ下かは僕に自分とタイラー提督の戦いぶりを見せたいのか、それとも……』

「全艦隊発進命令！」

　要いらぬ考えを、オペレーターの声が吹き飛ばす。

「全艦発進！」

　大小合わせ、７５００隻の大艦隊であった。

　しかしその威い容ようとは裏腹に、その足取りはひどくおぼつかないものに、イサムには思えたのである。










　第五章　愛ゆえに




「おい、いつまで俺おれをこんな所に閉じ込めておくつもりだ」

　その男は吠ほえた。髭ひげだらけのその顔を怒らせて、吠えた。

「ドム官房長官に会わせろ。友好親善国の駐ちゆう在ざい武ぶ官かんをこんなところに監かん禁きんしやがって。あとでどんなことになっても知らねえからな」

　なかば以上は、ヤケクソである。

「こら、そこの見張り！　おまえとは一いつ緒しよに酒を飲んだこともあるじゃないか。俺はこの一年間、貴様らとけっこううまくやってきたつもりだ。ときどき自分が、本当はラアルゴン人じゃないかと思ったこともあるくらいだ。その俺をこんな風に扱いやがって。ここを出たらただじゃおかねえぞ」

　男の舌ぜつ鋒ぽうに、見張りのラアルゴン兵士は後ろ暗いところでもあるのか銃じゆうを持ったまま向うを向いてしまった。

　なるほど、自分で言うだけあって、その男の容よう貌ぼうは地球人というよりもむしろラアルゴン人に近い。長身、筋肉質、そしてラアルゴン人に負けない、燃えるような赤毛と見事な髭。ラアルゴン人の格かつ好こうをして、彼らの中に混まじれば、溶とけ込こんでしまうのではないだろうかと思わせるだけのものはあった。

「俺の目をまともに見れねえのか。ならてめえら、悪いことをしているという自覚はあるんだな」

　男は笑って、

「なら、当分はここから出してもらえそうもないってわけだ」

　開き直った口く調ちようで、その場にどっかと座り込む。

「へ、漢おとこアンドレセンも、どうやら年ねん貢ぐの納めどきってわけか」

「お盛んですなあ」

　不意に張りのある声がした。

「アンドレセン駐在武官」

「おう、やっと来たか」

　その声に聞き覚えがあった。惑わく星せい連合宇宙軍ラアルゴン駐在武官、カール・ビョルン・アンドレセン少将は、胡座あぐらをかいた姿勢のまま、首を斜め後方45度の角度に向けた。

「待ちかねたぞ、悪事の主しゆ魁かい」

　皮肉たっぷりに言う。

「これはお言葉ですなあ……」

　ル・バラバ・ドムは涼しい顔でさらりと受け流し、

「ここの暮くらしがお気に召さないようだ。これでもラアルゴンでは、最高級のホテルなのですが……」

「見張りがなくて、ニュースが聞けて、外出が自由ならな」

　それこそ無む理りな注文というものである。

「お気を悪くなさらないでいただきたい。すべては……」

「悪くもするわい！」

　アンドレセンは雷かみなりのような声で一いつ喝かつした。その勢いきおいに、ドムの脇わきに控ひかえていた兵士たちは思わず縮み上がった。大の男の、しかもラアルゴン人がである。

「貴様らの言葉ではなんと言うのか知らんが、教えてやろう。地球ではこれを『監かん禁きん』もしくは『軟なん禁きん』と言うんだ。俺にとってここは外国だから、『抑よく留りゆう』とも言うな。いずれにせよ国際問題に発展する材料としては申し分なしだ」

「さようか」

　さほど感かん銘めいを受けた様子も見せず、ドムは言った。

「勉強になった」

「ふざけろよ！」

　アンドレセンは当然の如ごとく逆上した。

「ふざけているがいい。いいか、仮かりにも一国の、それも親善国の駐ちゆう在ざい武ぶ官かんをホテルに監禁して、これがどういうことを意味すると思っていやがる。そもそも貴様らは外交をなんと心得るかッ！　戦争ばかりしていると、こんな初歩的なこともわからなくなるのか？」

「わかっておるつもりだ」

　ドムは言った。

「貴官の自由を奪うばうことが、惑わく星せい連合に対する重大な造反行為であるということもな」

「わかっていてなぜやったかッ！」

「理由はひとつではないが……」

　ドムはアンドレセンの目を見て、

「ま、強しいて言えば貴官のようなうるさい小こ舅じゆうとには、しばらくじっとしておいて欲しかったのだ。事が無ぶ事じにおさまるまではな」

「俺がじっとしているとでも思ったのか？」

「思わん」

　ドムは笑った。

「だからこうして、監禁させていただいた」

「乱らん暴ぼうだな」

　アンドレセンも笑う。

「普ふ通つうならいくら怒ってもおさまらんところだが、いかにも貴様らしい。腹も立たんよ」

　この一年の駐在武官暮らしで、ラアルゴン人の気き性しようは知ち悉しつしているアンドレセンである。

「で、俺をここに閉じ込めている間になにをやった？」

「知りたいか？」

「当然だ」

「戦争だ」

「へえ…」

　アンドレセンは興味深そうに、

「まだ戦争をしかけなきゃならん敵がいたのか。で、相手はどこだ？」

「聞いて驚おどろくな」

「ああ」

「惑わく星せい連合だ」

「なにぃ！」

　アンドレセンの驚きは、並大抵ではなかった。

「冗じよう談だんを！」

「俺も冗談だと思いたい」

「で……」

　アンドレセンは今にもドムの胸ぐらを摑つかまんばかりの勢いきおいで、

「戦せん況きようは、どうなのだ？」

「我が方の圧倒的優位だ。今のところはな」

「なに、すぐにひっくり返る」

　アンドレセンはある種の確信を含んだ口く調ちようで言った。

「我々にタイラー提てい督とくがいる限り、負けるはずがない」

　これ以上は説明しないほうが無ぶ難なんだなと、ドムは思った。

「ああ、その通りだ」

　これまた確信をもって、ドムは言った。

「タイラーは無敵だ。だからこの戦も、すぐに終わるだろう」




　タイラー討とう伐ばつ艦隊は、考え抜かれた万全の陣じん形けいをもって銀河を進む。どの方向から敵が現れても柔じゆう軟なんかつ迅じん速そくに対応が可能なように艦隊と人材を配置し、補給も万全である。補給のための拠きよ点てんを残しながら進攻するわけだが、手て際ぎわがよいためそのスピードは、驚おどろくほど早い。各拠点に補給のプロフェッショナルを配してあるからだった。まさに戦争は適材適所をモットーとする、ヤマモト中将の面めん目もく躍やく如じよたる用兵ぶりであった。

「それにしても敵は現れませんね」

　旗艦『尾お張わり』のブリッジで、首席参さん謀ぼうのノリユキ・タカネザワ少将が言う。

「もうそろそろ会敵しても、おかしくない宙ちゆう域いきにさしかかっているのですが……」

「焦あせるな。この戦いは焦ったら必ず負ける」

　提督席でヤマモトが言う。

「なにしろ相手は……」

「あのタイラー提督ですからね」

　機先を制してタカネザワ少将は言った。

「提督。あまり神経質になるのも考えものでは？　そう萎い縮しゆくなさっていては、勝てるものも勝てませんよ」

「勝てるなどとは、最初から思っていないよ」

「自分もですが……」

　ヤマモトとは短いつきあいでもないタカネザワが、低く抑おさえた声で言った。

「そのお言葉、間違っても兵たちの前で口走らないように願います」

「わかっているよ」

　やれやれ、俺もブリッジで士気に関わる暴ぼう言げんを吐くようになってはしまいだなあと、ヤマモトは思った。

「ところで提てい督とく」

　タカネザワは囁ささやくように、

「旗艦をこの『尾張』から、『樺から太ふと』に移されてはいかがでしょう」

「なぜだ」

「それはいささか旧式の『尾張』より、『樺太』のほうが断然火力も装そう甲こうも充じゆう実じつしていますし、生存性も高いからです。少々のダメージを受けても、艦隊の指揮を続行することも可能ですし、探知能力や通信設備も数倍充実しています。なにより司令官が戦死するようなことにでもなっては……」

「死ぬときにはどこにいても死ぬものだよ」

　ヤマモトは言った。その表情に宿るのは諦あきらめではなく、前向きの決意であった。

「まして相手はタイラー提督だ」

「ですが、実際に艦隊の将兵たちの間では、『樺太』に配属された仲間を羨うらやましがる風ふう潮ちようがあります。それだけ『樺太』が安全ということですが……」

「ならなおのこと、自分は『樺太』に移る気はない。司令官が安全なところに引っ込んだりしたら、かえって士気に響ひびく」

「はあ……。ならばあえて反対はいたしませんが……」

「なんなら君だけでも『樺太』に移っていいぞ。タカネザワ少将」

「滅めつ相そうもない！」

　タカネザワはギクリとして慌あわてて叫んだ。

「司令官をほっぽり出して、参さん謀ぼうが一人で安全なところに逃げられますか」

「ならいい」

　ヤマモトは笑って、

「それにな、あながち『樺太』のほうが安全とも言えんぞ。俺がタイラー提督なら真っ先に、『樺太』を攻こう撃げきするからな」

「なるほど……」

「『樺太』とて不沈戦艦というわけじゃないんだ。ましてタイラー提督なら……」

　タイラータイラーで、次し第だいに身動きができなくなっていく自分に苛いら立だちを感じながらも、ヤマモトの考えはどうしてもそこから離れない。

「いざというとき、旗艦は小回りのきく艦ふねのほうがいいという考えもある。縦じゆう横おうに指揮を取りたいからな。旗艦は『尾張』で行こう。アンダーソン長官からお預かりした大事な艦だ」

「わかりました」

　タカネザワがしぶしぶうなずいた直後──、

「ワープアウト反はん応のう！」

　オペレーターが叫んだ。

「敵艦隊がワープアウトしてきます！」

「方位は？」

　すかさずヤマモトが叫ぶ。

「本艦隊の最後尾です！」

「まずい！」

　艦隊の配置を思い出し、ヤマモトはうろたえた。

「あそこには……」

「司令、ご命令を」

　タカネザワ少将がすかさず言ってくれなければ、ヤマモトの躊ちゆう躇ちよは取り返しのつかない事態を生んでいたかも知れない。

「全艦隊、先頭より二方向に別れて反はん転てん！」

　適切である。

「最後尾の艦隊を援えん護ごせよ！　空母部隊は艦かん載さい機きを発進。警戒及び支援にあたれ」

　反応が早い。命令を受けた各艦隊の指揮官にも、その命令を即座に実行に移すのに、ぬかりはなかった。

　かねて申し合わせてあったプログラムに従って、艦隊は先頭から順次、二方向に別れて大きく反転した。流れるように見事だ。

「それ、一番乗りだよ！」

　時計回り方向に転回した艦隊の先頭に立つ駆く逐ちく艦かん『さかしお』の指揮官は、もちろんシア・ヤマモト・ハス准じゆん将しようである。

「あっち側の艦隊に遅れたら、あとでいい恥はじだからね」

　それに対し、反時計回りに転回した〝あっち側の艦隊〟の先頭は、ヤスダ大佐の座ざ乗じようする巡じゆん洋よう艦かん『空そら知ち』である。

「先陣争いに加わる必要はないぞ」

　堅けん実じつなヤスダは、はやる部下たちに命令した。

「一番乗りの巧こう名みようはあちらにまかせて、こちらは蹴け散ちらされて乱れた敵を、しらみ潰つぶしにすればよい」

　だが、艦隊一の感度を誇る巨大戦艦『樺から太ふと』の三次元レーダーは、驚おどろくべき事実を捉とらえたのであった。

「ワープアウトしてくる敵は、戦艦一隻せきだけです！」

「一隻だと！」

　ヤマモトにはその事態、瞬しゆん時じには測りかねた。

「罠わなか、それとも囮おとりなのか？」

　だがすかさず、

「まだ反転していない艦隊はそのまま直進せよ！　前方にも警戒を怠おこたるな」

　と、命令することも忘れない。いったん反転させた艦隊を再び反転させるような愚ぐは、彼に限っては犯おかさない。

「かなり巨大な戦艦のようですね」

　オペレーターが報告した。

「『樺太』ほどのことはありませんが、それでも全長２０００メートルはあります」

　やがて艦隊の後方に出現したそれは、

「おお！」

　と、モニターで見た者が、思わず叫ぶほどの美しい戦艦であった。

　巨大だが『樺太』のように無ぶ骨こつなシルエットではない。流れるようにスマートで流線形のフォルム、金こん色じきに輝くコーティング、あたかも彫ちよう刻こくを施ほどこしたかのような艦体、そして、その艦首に燦さん然ぜんと輝くのは──、

「皇こう家けの紋もん章しよう！」

　巡じゆん洋よう艦かん『揖い斐び』のモニタースクリーンでその紋章を確認したイサム・フジは、思わず叫んでいた。

「アザリン！」

「なんですと！」

　副長のスナガ中佐もつられて叫ぶ。

「するとあれは──？」

「皇こう帝てい陛へい下かの御お召めし艦かんだ」

　イサムは叫んだ。

「戦艦『クワトローメ』。完成していたのか……」

「味方艦隊が発はつ砲ぽうします」

　オペレーターが報告した。

「いけない！」

　イサムは慌あわてて命令する。

「本艦を、『揖斐』を味方艦隊と『クワトローメ』との間に入れろ！」

「しかしそれでは……」

「いいじゃねえか」

　笑いながら言ったのはスナガである。

「本艦に関する限り、その行動は艦長の自由のはずだぜ」

「わかりました……」

「急げ！」

　イサムは命令して、スナガ中佐を見た。

「副長、ありがとう……」

「いいってことですよ」

　スナガはウインクしてみせた。

「私も悪者には、なりたくありませんからね」

　今まさに発砲しようとしていた地球艦隊の前に『揖斐』は躍おどり出た。ちょうど『クワトローメ』の楯たてになった感じだ。

「そこの巡洋艦、邪じや魔まだ。どけ～っ！」

　射線を遮さえぎられて、頭に来たシアが叫ぶ。

「どかないと一いつ緒しよに、光こう子し魚ぎよ雷らいで宇宙の藻も屑くずに変えちまうよ！」

『待ってください。ハス提てい督とく！』

　スクリーンに現れたイサムが叫ぶ。

「おやまあ、イサムの坊やかい」

　シアの目が一いつ瞬しゆん丸くなった。しかし、すぐにもとの険けわしい表情になって、

「誰だろうと邪魔する奴は容よう赦しやしないよ！」

　と吠ほえる。

「さあ、そこをおどき！」

『ハス提督、あの戦艦に乗っているのは皇こう帝てい陛へい下かです』

　イサムはスクリーンの『クワトローメ』を指さし、叫ぶ。

『あなたももとはラアルゴン軍人でしょう。大たい逆ぎやく罪ざいですよ』

「あらま」

　言われてハスは呆あつ気けに取られ、

「う、撃うち方やめ！」

　と命令せざるを得ない。

「撃ったら承知しないよ！」

　一方イサムは『クワトローメ』に向けて全周波数帯通信で呼びかける。

「陛下、そこにいらっしゃるんでしょう。いたら回路を開いてください！」

『その声はイサムか』

　不意にスクリーンに、皇帝陛下の御ぎよ影えいが現れる。

『元気そうだな』

「元気そうだなじゃない！」

　対等の口く調ちようで、イサムはアザリンに向って思わず叫んでいた。

「なんてことをしてくれたんだ。勅ちよく使しに向ったタイラー提てい督とくを焚たきつけるなんて」

『焚きつけたのではない！』

　これだけは皇帝の名誉と、アザリンは豪ごう語ごした。

『朕ちんは止めようとしたのだ』

「じゃあタイラー提督が、野心を抱いたとでも言うのか」

『そのようだな』

　アザリンは平然と言う。

「噓うそだ！」

　イサムは泣きそうな顔で叫ぶ。

「タイラー提督に限って、野心などと……」

『イサム』

「…………」

『見損なったぞ』

「え？」

『タイラーの心中もわからぬとはな。朕の婿むことしては失格だ』

「いま……なんと？」

『だから朕の婿には相応ふさわしくないと……』

「じゃなくて」

　イサムはもどかしい。

「タイラー提督の本心のほうだ」

『わからぬか』

　アザリンは言った。

『彼は宇宙を救おうとしておる。そのためには宇宙をひとつにしておく必ひつ要ようがあるのだ』

「なら、そうだと言えばいいのに……」

『時間がないのだ』

「それにしても……」

『一度目的を決めたら、目的までの最短距離をひた走る。他人の迷めい惑わくなど考えずにな。そこがタイラーの、よいところではないか。そちもタイラーの、そこに惹ひかれたのであろうが。違うか？』

「確かにそうですが、今度ばかりは無茶です。無む謀ぼうです」

『どうやら今回ばかりは相あい容いれぬようだな』

　アザリンは三次元モニターの中で寂さびしく微笑ほほえみ、

『朕ちんと戦えるのか、イサム』

「必ひつ要ようとあらば」

『面白い！』

　アザリンがマントを翻ひるがえした。

『どこからでもかかってまいれ！』

「おやおや」

　スナガ中佐がくすくすと笑った。

「結婚する前から夫ふう婦ふ喧げん嘩かですか？　全艦隊を巻き込こんで……」

「うるさい！」

　カッカきていたイサムは、思わず怒ど鳴なる。

「全ぜん砲ほう門もん開け！」

「それよりも……」

　スナガは言った。

「本艦がどいたほうが、より効果的な弾だん幕まくを浴あびせられますよ」

「そうか……」

　イサムは赤面した。

「すまん、副長」

　イサムは命じた。

「『揖い斐び』を味方の射線上からどけろ」

　すでに『クワトローメ』に照しよう準じゆんを合わせていた艦隊が、全砲火を浴びせる。だが巨大戦艦は悠ゆう然ぜんとしていた。よほど強力なシールド発生装置を搭とう載さいしているのだろう。

「こりゃ、『樺から太ふと』の拡かく散さん無限粒りゆう子し砲か、自動攻こう撃げき惑わく星せいでも持ってこなけりゃ歯が立たん」

　ヤスダ大佐が思わずつぶやいた。

「しかしなぜ、反はん撃げきしてこないんだ……」

　その理由は、すぐにわかった。

　反対方向から、主力の艦隊が現れたからだ。指揮を取っているのはもちろんタイラーであろう。

「敵の機動部隊です！」

「現れたか」

　ヤマモトはギュッと、唇くちびるを嚙かむ。

「タイラー提てい督とく、いよいよ勝負です」

「敵は空母を中心に展てん開かい。艦かん載さい機きを発進させています」

「こちらも艦載機で迎え撃うて！」

　待ってましたと、全艦隊から発進した戦闘機部隊が敵の攻こう撃げき隊たいに向って襲おそいかかる。

「ユーミ、エィミィ！」

　サカイは『菊きく水すい』戦闘機のコックピットから呼びかけた。

「空戦は絶対にいただくぞ。少しでもヤマモト提督の負担を軽くしてさしあげるんだ！」

『まかせておいてください』

　元気よくハモった声が返ってきた。

『負けません、絶対に』

「ついて来い！」

　だが味方艦隊を襲うと見せて、敵攻撃隊は不意に反転した。大きくそのコースを変える。

「戦う気がないのか……」

　サカイは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが、

「追え！」

　と命令した。

「逃がすな！」

　戦闘機隊が、敵を追って艦隊から離れる。

「いかん！」

　ヤマモトが気づいたときにはすでに遅かった。

「サカイ中佐、直援の戦闘機隊は離れるな！　引き返せ！」

「通信妨害です！」

　オペレーターが叫んだ。

「命令が届きません」

「やられた！」

　これで艦隊は、冬の寒さを前にコートを失ったも同然である。

「一枚ずつ裸はだかにしていくつもりか……」

　ヤマモトは唸うなった。

「さすがはタイラー提督」

　のちに『タイラーの野や球きゆう拳けん作戦』と呼ばれることになった戦法である。

「こうなってはしかたがない。全艦隊密集隊型を取れ。自動攻撃惑星を正面に立てて、防ぼう禦ぎよに徹てつする。敵がどんな誘さそいをしかけてきても、乗るなよ」

　羊ひつじは番犬を立て、身を寄せ合った。しかしそれこそは狼おおかみの、思うツボだったのだ。

「敵が後退します」

「なに？」

「いえ、より正確には、なにやら道を開けているようです」

「なにをするつもりだ」

　こんなとき、敵にタイラーがいるということは不ぶ気き味みだ。

「て、敵艦が」

　オペレーターの報告は、ヤマモトを心底から驚きよう嘆たんさせた。

「敵の戦艦が、一隻せきで前進して来ます」

「なんと！」

「また一隻か」

「モニターに映します」

　そこに現れたのは『ドローメ』級のラアルゴン戦艦であった。しかし、なにやら様子がおかしい。

「あれは……」

「機関車ですな、まるで」

　タカネザワ少将の言葉は、なるほど確かに的まとを射ていた。

　ラアルゴン戦艦は一隻だが、その後に無数の巨大な球型のタンクを、数じゆ珠ずつなぎに曳えい航こうしているのだ。

「撃うつな！」

　ヤマモトは命令した。

「タイラー提てい督とくのことだ。あのタンクの中に何があるかわからんぞ」

　もちろん発はつ砲ぽうする艦はいない。

「敵艦が司令官宛あてに交信を求めています」

　オペレーターが報告した。

「いかがいたしますか？」

「出よう」

　ヤマモトは言った。

「通信開け」

　モニターに、キンキラキンの軍服を着た男の姿が映った。普通地球では、そういうスタイルのことを『悪あく趣しゆ味み』と言う。

『やあ』

　男が微笑ほほえんだ。

『意外と元気そうだね、ヤマモトくん』

「元気そうだね、じゃない！」

　ヤマモトは立ち上がり、声を怒らせて叫んだ。

「なんということを！」

『そう怒るな』

　ニコヤカを通り越して無む神しん経けいな笑顔で、タイラーは言った。

『そう居い丈たけ高だかに出られては話もできん』

「閣かつ下かこそ、戦争をしに出てこられたのではないですか」

『その前に、最後の話し合いに来た』

「今、ここであなたを撃てば……」

　ヤマモトは言った。全艦隊の照しよう準じゆんはタイラーの乗る戦艦に合わせてある。

「ラアルゴンも兵を退ひくでしょうね」

『たぶんね』

　鼻クソをほじりながら、タイラーは言った。

『だけど君には僕は撃うてない。そうだろう』

「その自信が、ノコノコ一人で出てきた根こん拠きよというわけですか？」

　ヤマモトは無む理りに平静を装よそおって、

「しかし、残念ながら私には撃てるのです。猛もう烈れつに後悔はするでしょうが、あなたの大それた野心を挫くじくためなら……」

『野心ではないと思うな』

　タイラーは言った。

『それに、できればこんなことはしたくなかった。最後の手段として、他に手がなかったからやっている。時間もなかったしね』

「そんな理屈で、騙だまされませんよ」

『意い固こ地じだねえ』

「意固地にもなります！」

　ヤマモトは泣いていた。

「銀河を手に入れようなどと……」

『それだけじゃないぞ』

　タイラーは言った。

『それが最終目的だとでも思っているのか。見み損そこなうな』

　タイラーには珍しく、怒っている。

『僕が銀河をひとつにしたいのはだな……』

「なんです」

『ユリコと、キサラのためだ』

「…………」

『特にキサラには、未来を遺のこしてやりたいからな』

「おっしゃることはよくわかりましたが……」

　ヤマモトは帽子を直した。

「それにしても私に一言の相談もなく……」

『なんだ』

　タイラーは笑った。

『結局、君が怒っている理由はそこか』

「そんな次元の問題ではありません！」

『ま、いいさ。どうせ君に相談しても反対されるに決まっていたからね。そんな時間の浪ろう費ひはしたくなかっただけだ』

「あなたという人は……」

　ヤマモトはもう言葉もない。

『端たん的てきに言おう』

　タイラーは真顔になって。

『ヤマモト君、無条件降こう伏ふくしたまえ』

「なにをたわけたことを！」

『君と僕が戦えば、生なま半はん可かではすまない』

「でしょうが……」

『今、貴重な時間と人材を浪ろう費ひすることがどういうことか、君にわからない道理はないはずだ』

「ですが、そのために大きな無む理りを押し通すことは、自分にはできません」

『わからずやだなあ。あいかわらず……』

「わからずやで結けつ構こうですよ」

『融ゆう通ずうのきかない唐とう変へん木ぼくめ！』

「あなたこそ！」

　ヤマモトは罵ば声せいを浴あびせかけた。

「この宇宙一の無責任野郎！」

　ヤマモトがタイラーに対し、こんな言葉を投げつけたのはそれこそ何年ぶりであろう。

『どうしてもやるのか？』

「無む論ろんです」

『わかった』

　タイラーはうなずく。

『残念だがこうなってはしかたがない。なるたけ早くカタをつけてやる』

「それは……」

　ヤマモトは目をつぶって叫んだ。

「こっちの台詞せりふです！」

　一方的に、通信を切る。

「全艦、撃うて！」

　悲痛な面持ちで、ヤマモトは叫んだ。

「目標、前方の戦艦！　集中砲ほう撃げき！」

　全艦隊の砲ほう門もんが、パッと閃ひらめいた。

「さらばです、タイラー提てい督とく！」










　第六章　死し闘とう？　ヤマモト対タイラー




　ヤマモト艦隊の全ぜん砲ほう門もんが、パッと閃ひらめいた刹せつ那な──、

　タイラーの乗るラアルゴン戦艦『パローメ』は、曳えい航こうしていたタンクの連結部を爆ばく発はつボルトにより強制的に切り離した。

　糸の切れた数じゆ珠ずのように、百個からなる巨大な球型タンクは『パローメ』を取り囲むように散らばる。そこに、発射されたヤマモト艦隊のフェーザー砲が命中した。

　直後、全艦隊のレーダー、モニタースクリーン、通信回路の類たぐいは一いつ切さい合がつ切さい使用不能となった。音声通信にはノイズが入り乱れ、スクリーンというスクリーンは砂の嵐である。

「なんだ！」

　ヤマモトは叫んだ。背筋のあたりを怖おぞ気けが走り抜けた。

「どうしたのだ？　なにが起こったのだ？」

「きわめて強力な、妨害電波が広範囲に出ています」

　オペレーターがうろたえながら報告した。

「こんな濃のう密みつな妨害電波は初めてです。おそらくあのタンクには、フェーザーと反はん応のうして強力な電磁波を発生する粒りゆう子しが一杯につめてあったに違いありません」

「やられた！」

　ヤマモトは帽子を床ゆかに叩たたきつけて悔しがった。

「タイラー提てい督とくに、まんまと乗せられてしまった」

　索さく敵てきも交信もできないのでは、艦隊はパニックだ。目め隠かくしされ、耳みみ栓せんをはめられたにも等しい。

「レーダーの回復には、一時間はかかるでしょう」

「通信はもっとかかりそうです！」

「そ、それだけあれば……」

　司令官ヤマモトのうろたえは、参さん謀ぼうのタカネザワ少将にも伝でん染せんした。

「タイラー提督に、好きなようにされてしまう！」

「味方が闇やみ雲くもに発砲しています！」

　ブリッジの窓から外を眺めながら、オペレーターが報告した。漆しつ黒こくの宇宙空間に、ときおり稲いな妻ずまのように閃くのはフェーザーか、光こう子し魚ぎよ雷らいか。

「いかん、やめさせろ！」

　ヤマモトは慌あわてて命令した。

「この状態では同どう士し討うちだ。それこそタイラー提てい督とくの思うツボだ」

「ですがその命令を伝える手段が……」

「発光信号を使え」

　もっとも原始的な手段だが、やらないよりはましだろう。

「モールス信号の、しかも平文でいいから……」

「わかりました」

　オペレーターたちはその作業に忙ぼう殺さつされた。

「モールス信号なんて、幼年学校の基礎課程で習って以来ですよ……」

「手旗信号でないだけ、我慢しろ！」

　この状態では衝しよう突とつする味方艦も後を絶たないだろうなと、ヤマモトは思った。

『つくづく恐ろしい人だ。タイラー提督は……』







　程なくしてヤマモト艦隊の全艦艇は、その機関を停止して制動をかけた。味方同士の衝しよう突とつを恐れて、そうする他ほかなかったのである。あのパニック状態の中、ここまで一隻せきの喪そう失しつもなくすんだのは、奇跡のようであった。

「閣かつ下か、どうなるんでしょうね」

　さすがに怯おびえの表情を隠せない部下たちに、

「心配するな！」

　と、巡じゆん洋よう艦かん『那な須す』のブリッジでカトリ准じゆん将しようは叱しつ咤た激げき励れいする。

「この状態では敵も無む闇やみには撃てんよ。艦隊を組んでの攻こう撃げきなどできんのは、敵も味方も同じことだ」

「でも、ということは、こちらも動けないんでしょう」

「まあな」

　金髪を揺すって、気き障ざなしぐさでカトリは言った。

「動けないなら、休めばいいさ。あまり気を張りつめるなよ。いざというとき、役に立たんからな」







「レーダーも通信もダメですね」

　電波状態を一通り調べたあと、グエン少佐は言った。お手上げという顔である。

「君でも無む理りか」

　ヤマモトは苦にがりきった表情で言った。

「よほど質たちの悪い電波粒子のようです」

　グエンは言う。

「可視光線域を除くあらゆる電磁波に働きかけて、その直進を阻害しています。ラアルゴンの科学力もここ一年の我々との技術提てい携けいで、侮あなどれないレベルになっていますね」

「しかし、これでは文字通り手も足も出んな」

　腕組みしてヤマモトが言うのを、

「しかし敵はなぜ、この絶好の機会に攻撃をしかけてこないのでしょうか？」

「そう思うか？」

「は？」

「タイラー提督は、動いているよ」

　ヤマモトには確信があった。

「我々がこうやって、手をこまねいている間にも、ちゃんと次の作戦の、準備をしているさ。そういう人だよ」

「でしょうか……」

「しかし弱りました」

　タカネザワ少将が言う。

「この状態では我々の頼たのみとする武器がなにも使えません。『樺から太ふと』の拡かく散さん無限粒りゆう子し砲ほうも、『六ろつ甲こう』のバルカンフェーザー砲も、自動攻撃惑星も……。撃うてば同士討ちで味方の被ひ害がいが増すばかりですからな」

「タイラー提てい督とくはそこまで計算してこういう作戦に出たんだ。つくづく恐ろしい人だよ。あの人が敵に回ったらという懸け念ねんが、とうとう現実のものになってしまったな」

「我々はまだいいですが……」

　グエンが言った。

「他の艦にいる末端の兵士たちは、不安でしょうな」

「ああ。生きた心地もしないはずだ」

　こんなときドクター・キタグチのように酒でも飲めたらどんなにか楽だろうなと、ヤマモトは一いつ瞬しゆん思い、それから慌あわてて自分の馬ば鹿かな考えを打ち消した。

『ま、まだです。まだ負けたわけではありませんよ、タイラー提督……』







「動けませんな」

　スナガ中佐の声に、

「そのうち動くさ」

　と、イサムはいささか投げやりに言った。

「どうせこちらから動けない以上、焦あせってもしかたがない」

「大佐殿はお若いのに人間ができておりますなあ……」

　スナガは感心した。皮肉ではない。

「さすがはタイラー提督の一番弟子だけのことはある」

「まあね」

　イサムは鼻をこすって、

「それに、なんとなく読めるのさ。あの人の考えていることは……」

「ほう。どういう作戦なのですか？」

「基本だね」

　イサムは言った。

「は？」

　スナガは首をひねる。

「基本と言われますと？」

「だから基本だよ」

　イサムは笑って、

「あの人は、最初の頃の、基本に立ち返った戦法を弄ろうするつもりなんだ。そう僕には思える」

「タイラー提督の基本ですか……」

「そうだよ」

「では、ハチャメチャですな。ルール無む視しの……」

　スナガは笑った。

「そうなんだ」

　イサムも笑う。

「だから僕も、困ってる」

　そのとき『揖い斐び』の艦体に、強い衝しよう撃げきが走った。

　イサムは艦長席から床ゆかにはじき飛ばされる。

「どうした？」

　頭を押さえながら、イサムはオペレーターを見た。

「衝しよう突とつか？」

「いえ……」

　事態はもっと悪かった。オペレーターが蒼あおざめている。

「ラアルゴン戦艦が接せつ舷げんしてきました」

「なに！」

　イサムは仰ぎよう天てんして、

「なぜ気がつかなかったんだ？　いくらレーダーが使用不能だからといっても、肉眼でわかるだろう」

「それが……」

　オペレーターは申し訳わけなさそうに、

「発光信号を読み取るのに精せい一いつ杯ぱいで、発見が遅れてしまいました」

「遅れたですむか」

　イサムの動揺は、オペレーターへのやつあたりとなって現れる。ここらあたり、彼もまだまだ若いと言わざるを得ない。

「では」

　スナガが笑った。

「白兵戦ですな」

「そうなる」

「ある意味それは、自分の望むところであります」

「僕だって……」

　かつてアシュラン戦せん役えきのとき、ラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオとの決闘で自らも死し闘とうを演じた経験がイサムにはある。だがあの時の味方が、今は敵なのだ。

「来ます！」

　いきなりブリッジのエアロックが吹き飛んだ。激しい空気の流れに、イサムは思わず目を伏ふせた。

　隔かく壁へきが自動閉鎖したのだろう。空気の流出はすぐに止まった。

　イサムはゆっくりと目を上げる。

　そして、そこに見たものは──、

　金色に光り輝く、カイザースーツであった。

「アザリン」

「イサム」

　互いに相手の名を呼び合う。

「会いたかったぞ」

　カイザースーツのヘルメットを脱いで小こ脇わきに抱かかえながら、アザリンは言う。

「とても会いたかった。だから来てしまった」

「ひどい暴ぼう君くんだ、陛へい下かは」

　イサムは訴える。

「あの湖こ畔はんのバルコニーで、一いつ緒しよに語った共和制の夢を、あなたはもう忘れたのか」

「忘れはせぬ」

　微笑ほほえみながらアザリンは言った。

「だが、あの淡い夢を成じよう就じゆする前に、もうワンクッション必要なだけだ」

「詭き弁べんです。陛下」

「そうかな」

「あなたとタイラー閣かつ下か、性急な人が二人も揃そろえば、それはこうなることはわかっていましたけれど、それにしても……」

「朕ちんは暴君と呼ばれてもよい」

　アザリンの瞳ひとみは、どこまでも涼しい。

「暴君かどうかは、それこそ百年先、二百年先の人間が決めてくれればよいことだ。今の世の人々がどう思おうと、朕の決意は揺るぎだにせぬ。ただ……」

「ただ？」

「イサム、そちだけには朕の気持ち、わかって欲しかったぞ」

「わかりません」

　イサムは激しく首を振った。

「僕こそ言いたい。あなたには本当の共和制の意味など、わかってはいなかったのですね」

「違う！」

　アザリンは叫んだ。

「それは違うぞ、イサム」

「違うものか」

　イサムも譲らない。

「所しよ詮せんは生まれながらの専制君主……」

「短たん慮りよな」

　アザリンは憐れむようにイサムを見て、

「ああ、燕えん雀じやくいずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らんや」

　と感嘆したのである。

「僕だって悲しい！」

　イサムは言った。泣いていた。

「今日ほどあなたと、住む世界が違うことを思い知らされたことはない！」

「この程度の障害に、負けて欲しくはなかったぞ」

　アザリンは寂さびしく微笑ほほえむ。

「まだまだ二人の行く末は、荊いばらの道になるであろう」

　ヘルメットを被かぶる。

「それがわかるまでは……。せめて今は、朕の手で眠らせてやろう」

　カイザースーツの右手から、白いガスが猛もう烈れつな勢いきおいで噴ふき出した。

「これは……」

　ガスを吸い込むなり、イサムは急激な睡すい魔まに襲おそわれた。

「即効性催さい眠みんガス……」

　そのまま彼の意識は遠のいた。悲しい夢とともに……。







「レーダーが回復します！」

　ようやくのオペレーターの声に、

「よし！」

　とヤマモトはうなずいた。

「反撃だ。発光信号で全艦隊に命令を送れ。『集結セヨ』だ」

　まず、バラバラになった艦隊を集めて、立て直さねばならない。

「間もなく通信も回復します」

「思ったより早かったな」

　だが──、

「艦隊が動きません！」

「なに」

「動きません。ピクとも」

「命令が届とどいていないのでは……」

「そんなはずは……」

　一隻せきとして、現在の位置を変えようとはしないのだ。ヤマモトは恐きよう怖ふした。

「まさか……」

「そのまさかだよ」

　その声にヤマモトは、思わず振り向く。

「た、タイラー閣かつ下か！」

　タイラーが、そこにいた。たった一人で。

「どうしてここへ……」

「転送してもらった」

　平然と言う。

「まわりの艦の乗員は、すべてガスで眠らせてある。生きているのはこの艦だけだよ」

「…………」

「これでやっと、一対一で話し合える状じよう況きようになったわけだね」

「…………」

　さすがのヤマモトも、事ここに至っては敗北を認めざるを得なかった。

「楽勝だったな」

　タイラーは言う。

「相手が君でよかった。なにしろ君の考えていることは、僕には一から十まで、手に取るようにわかるからね」

「御満足ですか」

「まさか！」

　タイラーは笑った。

「勝つのは易やさしい。だけど一人も殺さずにすむように、ずいぶんと気を遣つかったよ。むしろそっちのほうに、今回は心血を注そそいだよ」

「でしょうなあ……」

「なあ、ヤマモト君」

　タイラーはコンソールの上に腰をかけ、ヤマモトと向い合った。

「もうつまらん面子めんつにこだわって、意地を張るのはいい加減にしたらどうかね。疲れるだけだよ」

「自分は……」

　ヤマモトは言った。

「自分は苦労性で心配性の軍人です。どこまで行っても閣かつ下かのように、いい加減には生きられません」

「難なん儀ぎだなあ……」

　タイラーは小指で耳クソをほじって、

「僕ぼかあね、別に銀河の独どく裁さい者しやになろうとかいうんじゃないんだよ」

「救きゆう世せい主しゆですか」

　ヤマモトは言った。

「だとしたらなおいっそう、傲ごう慢まんです」

「かも知れない」

　タイラーは鼻毛を抜いて、フーッと息を吹きつける。

「だけどね、銀河はひとつにならないことには、僕の考える銀河救きゆう済さいプランは到底実現不可能なんだ」

「銀河救済プラン？」

「そうだよ」

　タイラーは言った。

「完かん璧ぺきなね。ただし、惑星連合とラアルゴンが完全にひとつの国家とならないことには、絶対に実現不可能なんだ。言うそばから反対されて、挫ざ折せつするに決まっている」

「それで銀河統一などというたわごとを……」

「たわごとではないよ」

　タイラーは言った。

「少なくとも僕と陛下とドム長官は、そう信じている」

「ですが、あまりに一方的で……」

「僕はね、君にも一口、乗ってもらおうと思っているんだ」

「自分にですか！」

「そうだよ」

　タイラーは言った。

「そりゃ、いろいろあって難むずかしいとは思うが、やっぱり君にいて欲しいじゃないか」

「それは、難しいでしょうなあ……」

　ヤマモトは唸うなった。

　正直、嬉うれしくもあったのだが……。

「また一緒にやろうよ、ネ」

「困った人だ……」

　断りきれそうもない自分を、こいつは知っているのだ。そう思うとヤマモトは無む性しように腹が立った。

「では提てい督とく」

　意を決してヤマモトは言った。

「あなたのその、銀河救きゆう済さいプランとやらを、この場で私に、包み隠さず申していただけませんか。それを聞かない以上は、協力できかねます。もっとも、それを話してくださったとして、あなたに協力したくなるとは、今の自分には到底思えないのではありますが……」

「いいとも」

　まるでちょっとした内ない緒しよ話ばなしを打ち明けるような気安さで、タイラーはうなずいた。

「ヤマモト君、耳を……」

「こうですか」

「あのな……」

　タイラーは喜々とした表情で、ヤマモトの耳にゴチョゴチョと囁ささやきかける。

　ヤマモトの表情が、劇げき的てきに変わっていくのが、側で見ていたタカネザワ少将には見て取れた。

「まさか……」

　文字通り開いた口が塞ふさがらないヤマモトである。話を聞き終る頃には、口の中が乾かわいていた。

「本気でそんなことを……」

「本気だよ」

　タイラーは言った。

「さあ、どうする？」

「確かに……」

　ヤマモトはうなずく。

「そのやり方なら、銀河は、人類は救われるかも知れません。いや、確実に救われるでしょう」

「だろ」

「それにしても、乱らん暴ぼうですな」

「だが他に手があるか？」

「ない……でしょう」

　ヤマモトは認めた。

「やるのですね」

「やる」

　タイラーはうなずいた。

「あとは君次し第だいだが、どうするね？　ヤマモト君」

「あなたは狡ずるい」

　ヤマモトは言った。

「なんという狡い方だ。だが私は断れない。断れるはずがないのを知っている……」

「すまんね」

　タイラーは頭を搔かいた。

「だがいつもいつも、君とは細かい見解がいろいろと異なりすぎるのでね。とりわけ今回のように時間がないときは、こうでもするしかないんだ。なにしろ僕はせっかちだから……」

「わかってます」

　ヤマモトはうなずいた。

「さあ、提てい督とく、おっと、大統領」

　ヤマモトは笑って言った。

「一いつ緒しよに銀河を、平定しましょう」







　催さい眠みんガスから覚めた第一〇一統合艦隊５万の将兵たちは、司令官から驚おどろくべき命令を下された。

『諸君、私はヤマモトだ』

　全艦隊通信で呼びかけておいて、その後は一気にまくしたてた。

『突然だが攻こう撃げき目標の変更を伝える。惑わく星せい連合のブルネイ司令部だ』

　これには全艦隊が、文字通り揺れた。

『いろいろと言いたいことはあるだろうが、残念なことに説明している時間がない。ただ言えることは、これが銀河を来るべき未み曾ぞ有うの危機から救うための、最短コースだということだ。ベストでないのは百も承知しているが、我々にはとにかく時間がないのだ』

「大変だ！」

　巡じゆん洋よう艦かん『揖い斐び』のブリッジで鉛なまりのような重い眠りから目覚め、通信を聞いたイサムは、飛び上がらんばかりに驚いた。

「ヤマモト閣かつ下かまで気が狂った！」

「そうだな」

　こちらも寝起きの顔のスナガ中佐が、微笑ほほえみながら言った。

「みんな気が狂っているのかも知れねえ。だがな、坊や」

　イサムの肩を、ポンと叩いて、

「この際おまえさんも狂ったほうがいいぜ。そうでなくちゃこれからは、身がもちそうもねえからよ、実じつ際さい」

「え、ええ……」

『なお』

　ヤマモトの声が続けた。

『これより艦隊の指揮は、ジャスティ・ウエキ・タイラー元げん帥すいが取られる』

「なにい！」

　仰ぎよう天てんしたのは、強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん『ガダルカナル』の、キーナン少将である。

「マジかよ」

「マジなんでしょ」

　クライバーン少佐が言った。

「嫌いやなんですか？」

「そういうわけじゃ、ねえけどよ……」

　複雑である。

『みんな、私とタイラー提てい督とくについてきてくれるか？』

「ついていくよ」

　駆く逐ちく艦かん『さかしお』のブリッジで、シアはつぶやいた。

「ついていくよ、マコちゃん……」

　一方、巡洋艦『空そら知ち』のヤスダ大佐は、それとはまた違った感かん慨がいを抱いていた。

「やれやれ……とんだ経緯いきさつながら」

　汗をぬぐいながら、ヤスダはしみじみ思う。

「また提督の下で戦えることになって、嬉しいですよ」

『ただちに艦隊を再編成する』

　ヤマモトの声に続いて、

『惑星連合の勇敢なる将兵諸君！』

　一度でもその声を聞いた者にとっては、忘れようもない声が言った。

『私はタイラーだ。今回、ぬきさしならぬ理由から、またまた諸君らと一いつ緒しよに戦う羽目になってしまった』

「よく言うよ」

　カトリ准じゆん将しようは笑った。

『なお、今回の作戦を、惑星連合に対して叛はん旗きを翻ひるがえす行動ととっている諸君もあるかも知れないが、誤解をとくために言っておく』

　タイラーが、マイクの前で大きく息を吸い込む音が聞こえた。

『これは、断じてクーデターではない！』

「みんなそう言うんだ」

　笑いながら言ったのはドクター・キタグチである。もちろん彼は、したたかに酩めい酊ていしていた。

「古今東西、クーデターを起こした人間はみんな」

　またまたノイローゼの患かん者じやが急増して、忙しいことになりそうだと、彼は思った。

『銀河統合である』

『その通りだ』

　将兵たちに驚おどく暇ひまさえ与えず、別の声が通信に割り込んできた。

　これまた、一度でも聞いたら忘れようのない声である。

「陛へい下か！」

「皇こう帝てい陛下だ」

　惑わく星せい連合の兵士たちにも、そのファンは多い。

『タイラーには野心はない。彼の目的はただひとつ、銀河を統一し、汎はん銀河共和国政権を樹じゆ立りつすることだ。それは朕ちんが保ほ証しようしよう』

「口ではなんとでも言えるさ……」

　イサムはすねた目で、つぶやいた。

「行動で示してもらいますからね。タイラー提てい督とく、陛下……」

『それから』

　アザリンの声はさらに続けた。

『汎銀河帝国の初代大統領には、タイラーに就ついてもらう』

　艦隊が沸わいた。

「タイラー提督が、大統領に……」

「あの人の下で戦えるのか」

　タイラーが味方。兵士たちにとってこれ以上心強いものはないと言ってよかった。

『そういうわけだ』

　なぜか、妙に照れた声でタイラーは言った。

『さあ、銀河を統一するぞ。みんな、黙だまって俺おれについて来い！』

　全艦の内部が、怒ど号ごうにも似た歓声で溢あふれた。

「タイラー大統領、万歳！」

「宇宙一の無責任男に乾かん杯ぱい！」

「タイラー！」

「タイラー！」

「タイラー！」

「タイラー！」

　期せずして起こる、シュプレヒコール。

「なんだか強ごう引いんに、まとまってしまいましたね」

「ああ」

　タカネザワ少将の言葉に、ヤマモトはうなずく。

　まるでこうなることが当然といった表情のヤマモトに、

「タイラー閣下は当然としても、ヤマモト閣下も不ふ思し議ぎな方だ」

　と、タカネザワは思わず口に出した。

「さっきまでの動揺が、噓うそのようでいらっしゃる」

「そう思うよ、自分でもね」

　ヤマモトは帽子を拾って、埃ほこりをはたいてから被かぶり直し、

「こうなることは、ずっと以前からわかっていたような気がする」

「ですが、大変なのはこれからですよ」

「ああ」

　大歓声のシュプレヒコールを尻しり目めに、ヤマモトはうなずいた。

「すべてはこれからだ」

「では、せめて今は……」

　タカネザワはどこから持ち出したのか、ワイングラスをヤマモトに勧すすめて、言った。

「無責任大統領、タイラー閣かつ下かに乾かん杯ぱい！」










　第七章　その父と娘




　銀河統一は、一週間でなった。

　タイラーとヤマモト、それにラアルゴン共和国が力を結集したのであるから、当然と言えば当然であるが、統合に際し、無む駄だな血は一いつ切さい流されなかったと言っても過言ではない。

　大多数の人々は、喜んでこの統一を受け止めた。

　もちろん軋あつ轢れきが皆かい無むだったわけではないが、それとても最小限ですんでしまった。その件に関し、誰だれもがその功こう績せきを認めるのが、惑わく星せい連合宇宙軍最高司令長官であるアドリアン・アンダーソン元げん帥すいである。

「閣かつ下か！」

　夜半、血けつ相そうを変えて司令室に飛び込んできたススム・フジ参さん謀ぼう総長の、

「一大事です。ヤマモトまで寝返りました」

　との報告に、

「いや」

　と、顔色ひとつ変えず、

「ヤマモト君は表返ったのだ。自分の信念にね」

　と言ってのけたのもアンダーソン長官なら、

「惑星連合宇宙軍は、ただちに無条件降こう伏ふくを願います」

　との、考えようによっては傲ごう慢まん極まりない最後通つう牒ちようを、

「わかった」

　と、すべてを知った上で受じゆ諾だくしたのもアンダーソン長官であった。

　とにかく彼の、この英断のおかげで流された血は、最小限におさえられたのである。そのことが、どれほど多くの人材の浪ろう費ひを防いだか計り知れない。

　かくて銀河は統合され、汎はん銀河共和国政権が暫ざん定てい的ながら誕生した。

　思いのほかスムーズであったとも言えるし、難なん産ざんであったとも言える。

　しかし──、

　新政権の閣かく僚りようたちに、感慨にひたる余よ裕ゆうなどあろうはずがなかった。さらに大きな不安と危機が、間近に迫せまっていたのである。その危機が、ともすればバラバラになりかねない皆の気持ちをひとつにまとめていたとも言えるのだが、少なくとも安あん穏のんな日々は、当分彼らには訪れてきそうにもなかった。

　いや──、

　強しいて言うならば、つかの間ながら安穏たる数日間を過ごした閣僚が、一人だけいた。

　他ほかならぬ、汎銀河共和国初代大統領閣かつ下かその人であった。







「ついに、銀河は統一されてしまったんですのね」

　惑わく星せい連合宇宙軍の制服を着た大統領首席秘書官が、興こう奮ふんさめやらぬ口く調ちようで言った。急な統合だったので、新政府用の制服も間に合わない。

「なんだかまるで、実感が湧わいてきませんわ」

「僕もさ」

　大統領の執しつ務む室しつで、デスクに両足を投げ出し、爪つめを切りながら初代大統領は言った。執務室といっても、つい先日まで惑星連合宇宙軍の空あき部べ屋やだった一室を急ごしらえで改装しただけの部屋だ。

「本当に銀河に危機が迫せまりつつあるのかということも含めて、まるきりピンと来ないんだ」

「大統領閣下でもそうですの？」

「他人行ぎよう儀ぎな言い方はよせ」

　そう言って大統領は、椅い子すごと秘書官のほうをくるりと振り向いた。

「君も大統領夫人になったんだからな、ユリコ」

「これこそ実感が湧かないわ」

　ユリコは笑う。

「お茶でも淹いれましょうか？　ジャスティ」

「とりあえず、そうしてくれ」

「はいはい」

　大統領になっても、二人の距きよ離りとタイラーの自分への接し方が変わっていないことが、ユリコには嬉うれしい噂。

「で、あなたのほうはどうなの？」

「なにが？」

「なにがって、大統領になった実感よ」

「ああ……」

　タイラーはちょっと考え、言った。

「この椅子は、思ったほど座り心地がよくない」

「そう」

　ユリコはうなずいた。

「正直なのね、どこまでも……」

　これは、長く居座っていられそうもないわねと、ユリコは行く先を思い、妙に安心してしまった。

「キサラはもう起きたかなあ」

　タイラーには銀河の運命よりも、さしあたっては自分の娘のほうがよほど気になる様子だ。

「起きてるわよ、見る？」

「うん、ひさしぶりで抱っこしてやりたい」

　これじゃどっちが子供かわからないわねとユリコは思い、キサラを執務室の中に置いてある育児カプセルから出した。

「はい、パパでちゅよ～」

「だあ」

　タイラーの眉まゆが下がった。

「元気がいいぞ！」

　親バカそのものの表情で、タイラーは言った。

「こんなときなのになあ」

「あら、大だい丈じよう夫ぶよ」

　そう言ってユリコは、キサラをタイラーの膝ひざの上に乗せてやった。

「未来はパパが、ちゃあんと守ってくれますからねえ」

「ばぶ」

「わかるのかなあ」

　タイラーはキサラの目を見て、

「おまえには未来がわかるのか、な、キサラ」

「ぶばあ」

「あらあら、娘の前では弱気なのね」

「うん」

　タイラーは言った。

「今のところ僕の弱点は、キサラときみが一手に握にぎっているからね」

「光栄ですこと」

　初代大統領もこうなっては、ただのパパである。

「守ってね」

「うん」

　タイラーはうなずく。

「守ってみせる。約束するよ」

「じゃ……」

　ユリコがそっと、頰ほおを寄せた。

「これは、そのご褒ほう美びの前渡し……」

「銀河が救われたら、この百倍くらい欲しいなあ……」

　頰をなでながら、タイラーは言った。

「キサラにも、弟か妹が欲しいし……」

「調子に乗るな」

　ユリコはタイラーの額ひたいを、人差し指ではじいた。

　不意にベルが鳴る。

「はい、執しつ務む室しつです」

　タイラーの肩越しに、ユリコは受話器を取り上げた。

「はい、大統領閣下ですね。今代ります」

　ユリコの表情は一いつ瞬しゆんにして大統領首席秘書官のそれに戻もどっていた。

「カイナゲ天文台からのホットラインです」

「うん」

　受話器を受け取る。

「私だ」

『ああ、大統領閣下』

　落ち着きのない声が言った。

『定点観測の結果ですが、悪いニュースをお伝えしなければなりません』

「颱たい宙ちゆう情じよう報ほうかね」

『はい。ジェーンの動きが活性化しています。まるでこっちの動きに合わせて、生きているかのようです』

「元気がいいんだな」

『このままでは銀河到達が、一か月は早まりそうなのです』

「そうなのか」

『申し訳わけありません。ジェーンが吞のみ込んだ星を自らのエネルギーに変え、勢力を拡大することまでは計算に入れていませんでした。ますます巨大になりつつあります』

「だがそれは、実じつ際さいには９億年前の映像だろう」

『はい。実際にはジェーンは、すぐそこまで来ているはずです。自らの貪どん欲よくな影を追い越して……』

「足音が聞こえそうかね」

『聞こえそうです』

「わかった。定点観測を続けてくれ」

　受話器を置く。

「来たのね」

　ユリコがキサラを、ぎゅっと抱きしめた。

「来たのね、ジャスティ」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　タイラーは言った。

「君とキサラには、指一本触ふれさせないよ」

　おもむろに、受話器を取り上げる。

「私だ。ヒラガー技術中将をたのむ」

　やがて受話器の向うで、無ぶ愛あい想そうな声がした。

『はい、造船局』

「タイラーだ」

『ああ、これは大統領』

　あいかわらず尊大な態度のヒラガーだ。

「例の艦ふねの艤ぎ装そうの進み具合はどうだ？」

『ああ、あの艦ですね』

　ヒラガーは自信たっぷりに、

『いつでも行けますよ。ちょうどこちらからご連れん絡らくさしあげようかと思っていたところでして……』

「すぐに出港させたい」

　タイラーは言った。

「三日以内だ」

『そりゃまた急ですな』

「できるか」

『できます』

　ヒラガーの笑いが見えるようであった。

『細かい仕上げは航行しながらでも可能ですし……』

「では頼たのむ」

『頼まれましょう』

　乱らん暴ぼうに受話器を置く音がした。

「ま、艦ふねのことはあいつにまかせておけば間ま違ちがいはないだろう」

　こういうとき、日ひ頃ごろの態度を頑かたくなに変えない相手のほうが、話していてほっとするのはなぜだろうか。

「探たん査さ艦かんを出すのね」

「ああ」

　タイラーはうなずいた。

「人選は？」

「実を言うと、まだ決めていない」

「そうですの」

「志願者が多すぎてね。選ぶのに一苦労だ。けっこう悩むよ」

「あなたが悩むなんて、よっぽどのことなのね」

「それはないだろう」

　タイラーは笑って、

「さ、キサラちゃんはねんね」

　と、寝つきそうな気け配はいを見せた娘を育児カプセルに戻もどそうとした。

「ジャスティ！」

　その背中に、ユリコは不意に抱きついたのだ。

「あたし怖こわいわ。崩くずれそうよ」

「だあいじょうぶ」

　タイラーは言った。

「ほら、キサラが起きちゃうだろ」

「守ってね！」

　ユリコは言った。

「キサラの未来を、守ってね」

「うん」

　その頭に手をやる。

「守るよ。守ってみせる」

　時に宇宙暦７００５、初頭──、

　銀河統一という覇は業ぎようを成し遂とげた男は、ときに30歳であった。










　怒ど濤とうの巻末インタビュー





──　突然ですが、この巻末を借りての作者インタビュー企き画かく、快く引き受けてくださってありがとうございます。今日は読者からの質問を中心に、根掘り葉掘り、お話を伺いたいと思っておりますので、どうか御覚悟のほどを（笑）。

吉岡　なんか、来るものが来たって感じで緊きん張ちようしますね。お手て柔やわらかに。

──　まず、いちばん多かった質問です。タイラーワールドは我々の世界から７００年後なんですか、それとも７０００年後なんでしょうか？

吉岡　さっそく来たか（笑）。あれは７０００年後です。７００年後とあったのは『明治一代無責任男』における単純なミスです。次の版から直さないといけないな。

──　追い討うちをかけるようですがヤマモトと山本の台詞せりふの混こん乱らんというものもありましたね（笑）。

吉岡　いきなり突いてくれますね（笑）。こんなインタビュー、引き受けなきゃよかった（笑）。山本権ごん兵べ衛えさんの台詞をヤマモトが取っちゃったやつですね。２巻はケアレスミスが多いですね。すみません。

──　ま、基本的にタイラーワールドは７００年後だろうが７０００年後だろうが、大差のないお話ですが……。

吉岡　フォローになってない！（笑）でも、確かにそれは言えます。自己完結している世界ですからね。それがこれほど長く続くとは思わなかったから、あちこちでどんどん破は綻たんしている（笑）。

──　いいんですか、自分でそこまでおっしゃって？

吉岡　毒どくを喰らわば皿までです（笑）。物語は適度に破綻していなければ人気が出ないというのが、僕の持じ論ろんなんです。完かん璧ぺきすぎると読者がつけ込こむ隙すきがないですから……。

──　それは自己弁護と取っていいですか？　それとも開き直り（笑）。

吉岡　もうなんとでも取ってください（誰だれだ、こんなインタビュアー呼んだの！）。

──　すみません。それでは真ま面じ目めな質問です。タイラーの性格が、最初の頃と比べてずいぶん変わってきているようなのですが……（笑）。

吉岡　成長です！（笑）もう帰ろうかな。

──　でも最初の頃の、平気で味方を犠ぎ牲せいに、それも積極的に犠牲にしていた頃のタイラーと比べると、ここ数巻のタイラーはまったくの別人ですよね。単に成長の一語で片づけるには、あまりにもギャップが大きいと思うのですが……。

吉岡　それは書き手である僕自身が、どんどん変わってきていることの現れでもあるんですよね。つい先日も、そのことをさる読者から指摘されまして、全巻を読み直してみたんです。

──　なにか発見がありましたか？

吉岡　ありましたねえ。面白かったです（笑）。我ながらよく書けている。と、冗じよう談だんはさておき、首しゆ尾び一いつ貫かんしているように見えて実は一貫していないタイラーという人物の不確定的要素がよくわかりました。

──　確かにタイラーという人物には、不確定的要素が強いですねえ。

吉岡　というか、キャラクター超ちよう越えつしちゃってるから。これは前にも書いたけど、タイラーってのはキャラとしてよりむしろ、状じよう況きようとして僕は捉とらえているところがあって、他のキャラを際きわ立だたせるための、状況だと……。

──　確かにタイラーと会話を交わすことによって、他のキャラの魅み力りよくが引き立ってますからねえ。

吉岡　アンドレ・ザ・ジャイアントなんですよ、タイラーは。

──　は？

吉岡　ほら、アンドレってのはもうプロレスラーとしては強いことが歴れき然ぜんとしてて、それ以上強く見せる演出が必ひつ要ようないというか、不可能なんですよ。ただ、アンドレと戦ったレスラーというのは、猪木でもいいし、ホーガンでもいいんですが、アンドレをフォールしたとか、片手で持ち上げて投げたとか（笑）そういうところで強さをアピールできるでしょう。あのアンドレを投げたんだから、あいつは凄い（笑）とか、タイラーにもそういう要素があるんですよ。

──　はあはあ。

吉岡　だから、だんだんタイラーの描写に割く枚数も少なくなってきてますよね。出番がだんだん少なくなってきて、イサムとかに見せ場を取られちゃってる（笑）。あれも実は、僕がタイラーを直接描写することが、しんどくなってきている証しよう拠こだと思うんです。巻が進むごとに、その傾向は強いでしょう。最近読者の手紙に『初期の頃の元気のいいタイラーと、あんまり物わかりのよくないヤマモトさんのほうが好き』というのが目立ってきているんです。それも当然だと思うんですね。ただ、あの頃の話はもう外伝でしか描けないと思うんだよね。外伝っていうのは楽だけど、結末決まってるから始まる前と終わったところで帳ちよう尻じり合あわせなきゃなんない。つまり、ドラマはあるけどキャラクターの性格までは変えられないから、作家としてはストレスたまるところがあるんです。２冊ほど書いてみて、初めてそのことに気がつきました。

──　キャラクターも殺せないから、最初と最後で、プラスマイナスゼロにしなくちゃいけませんからね。

吉岡　そう。そのプラマイゼロってところがくせものなんです。キャラを変えちゃいけない。外伝の制約はそこです。だからどうしても、正伝を超えられないところがある。それなりの面白さは書いていてあるんですが……。

──　話は戻もどりますが、確かにヤマモトさんはこの物語を通じていちばん変わっていますよね。タイラーどころではない成長ではないですか。

吉岡　その通りです。この物語はある意味でヤマモトの成長過程でもあるんです。事実、そういう受け取り方をしてくださっている読者の方も多いようです。彼の感情の起き伏ふくというのは摑つかみやすいというか、タイラーという人格を浮き彫ぼりにするために、間接的に彼の目を借りて描いていますから、当然と言えば当然なんですが……。

──　最初は猛もう烈れつに嫌きらってますよね。

吉岡　無む理りないと思いますよ（笑）。実際タイラーというのはとんでもない奴やつですからね。少なくとも自分の身内には絶対いて欲しくないです（笑）。そういう意味で、最初のタイラー嫌ってる頃のヤマモトのほうが好きという人の気持ちはよくわかるし、だいいち自然ですよね。そういう意味では人間が出来すぎのヤマモトより、フジ参さん謀ぼう総長のほうがよっぽど共感できるじゃないですか（笑）。

──　愛すべきキャラクターですからね、フジ大将は。

吉岡　『ワングの逆ぎやく襲しゆう』の頃の彼なんて、もう最高ですからね（笑）。

──　ある意味でいちばん人間的なキャラクターじゃないですか。

吉岡　というか、存在感あるよね。ちょうど昔の東映の時代劇映画の、斬きられ専門の悪役みたいでさ（笑）。

──　悪あく家が老ろうですね。けっして殿様ではないという（笑）。

吉岡　わかってるじゃない。その点、殿様にはアンダーソン長官みたいな、ちょっとつかみどころのない人のほうがいいんだよね。

──　ここらで好きなキャラクターの話しましょうか。やっぱりアザリンちゃんは別格ですか（笑）。

吉岡　陛下もキャラクター超越しちゃって、描きにくくなってきたってところはある。ほら、思い入れが大きすぎてさ、愛らしさがインフレで、どんどんいとおしく描いてきちゃってるから、もうこれ以上かわいらしく描きようがないの（笑）。好きです好きです、宇宙でいちばん好きですって言い続けて、身動き取れなくなってきちゃった（笑）。ちょっと突き放さないといけないなと思う。それでもファンの人から、コミケで陛へい下かのフィギュアのガレージキット貰ったりすると、嬉うれしくて顔が緩んじゃうけど（笑）。

──　作りました？

吉岡　作ってる暇ひまがない（笑）。手を入れ出したらキリがないから、それでも毎晩箱から出しては、せっせとペーパーかけてます（笑）。

──　軍艦のプラモより、難むずかしいですか。

吉岡　軍艦のほうが、パーツと色でそれらしく作れるから。最近はいいディティールアップパーツも出ているから。中学生の頃とはえらい違いだね。あっと、作品の話しましょう（笑）。

──　他に好きなキャラは？

吉岡　最近はシア・ハスの姐ねえさんが好き。描きやすいから。まだキャラクターそのものに力があるんです。彼女には盛り上げてもらうつもりでいますから。

──　マコちゃんのお尻しりを叩たたいてもらおうと（笑）。

吉岡　逆に初期の頃のキャラって、どんどん影が薄くなってきてるところがあってね。もうちょっと出番を増やしてやらないとと思ってるんだけどな、カトリとかグエンとか、あとキム女史とかね。出番どんどん、他のキャラに喰くわれちゃってる（笑）。

──　あとは不動の人気者、ヒラガーがいますが（笑）。

吉岡　彼の存在感には、またリアリティーがありますから（笑）。あと、最近ではヤスダ大佐も好き。ヤマモトとはまた違ったスタンスで、動かしやすいんだよね。

──　ヤスダは渋いですね。

吉岡　苦労人は感情描写がやりやすいんですよ（笑）。

──　あとは肉体労働派がお好きとか……。

吉岡　キーナンとかアンドレセンですね。彼らの見せ場は燃えますよ。書いていてワープロ打つ手にも力がこもるんです（笑）。

──　ドム提てい督とくはどうですか？

吉岡　ドムかあ……。彼は最近は、どんどん物わかりのいい人になっちゃったからなあ……（笑）。初期の頃のパワーをもう一度、発揮させてやりたい。

──　イサムと陛へい下かとの仲を黙もく認にんしちゃってるシーンなんか『あれ？』と思っちゃいますもんね。最初の頃は睨にらんだだけで人を殺してしまう兇きよう状じようもちですもんねえ（笑）。

吉岡　よく考えてみたらあれほど角かどの取れた人はいません（笑）。

──　あと、戦闘シーンの描写なんですが。

吉岡　来たか（笑）。どこからでもどうぞ（笑）。

──　やっぱり『ヤマト』ですよね。

吉岡　ひとつのスタート地点だから、あれはもうしかたがないです。むしろ最近は開き直って、どんどん近づけているという……（笑）。

──　読んでて、やっぱり軍艦お好きなんだなあって、思っちゃいますよね。

吉岡　ワシントン条約を、動物の毛皮や剝はく製せいを輸ゆ入にゆうしちゃいけない条約だなんて思っている人間を見ると殴なぐりたくなる（笑）。戦艦はいいです。小さい艦も、それなりに好きですけどね。

──　戦艦や巡じゆん洋よう艦かんはともかく、敷ふ設せつ艦かんや宙ちゆう雷らい艇ていなんて艦種が出て来るスペオペなんて、他にはないですからね（笑）。

吉岡　単なるビョーキという声もありますが（笑）こだわりですから。こだわりだけが、僕の作家としてのプライドを内面から支えています。『大宇宙のサムライ』なんて、もろそれでしたから……。

──　あの註釈のこだわりは凄すごかったですね。

吉岡　マニアックな書物の、もってまわった文体をおちょくるのが好きなんです。翻ほん訳やく調ちようのパロディーとかね。他では絶対お目にかかれない言い回しとか出てくるでしょ。

──　パターン分ぶん析せきの鋭さには、いつも唸うならされるんですが……。

吉岡　パターンしかないですから（笑）。それが高じていくと『ＳＯＭＥ─ＬＩＮＥ』になっちゃう（笑）。

──　あれは書いていて楽しいでしょうねえ（笑）。

吉岡　作家としての資質とかいう以前に、過去の蓄ちく積せきだけで書いてますから（笑）。やったもん勝ちですよ（笑）。ただ、あんまりやるとまともな作品を書けなくなるから（笑）セーブしてる。

──　反はん響きようはどうですか？

吉岡　プロとしての自覚があるならもうやめろという意見と（笑）もっとやれという声と両極端ですね（笑）。ただ、本当に嫌いな人は無視しているはずだから（笑）開き直ってやってます。どうせなら歴史に残るようなやつを遺のこしたいですから（笑）。

──　僕なんか、もっと続けて欲しいと思っているんですけど……。

吉岡　その甘い囁ささやきが、作家をダメにする（笑）。

──　まだ自覚はあるようですね（笑）。

吉岡　その一方で『妖よう世せい紀き水すい滸こ伝でん』や『ユミナ戦記』も書いてますから（笑）。

──　『妖世紀水滸伝』の背表紙の、著者の写真はどういう冗じよう談だんですか？（笑）。

吉岡　洒しや落れです（笑）。本当は岡山の実家で飼かってる、犬の写真を使ってやろうかと思ってた（笑）。

──　写真を撮とられるのはお嫌いですか？

吉岡　頼たのまれれば拒否はしないけど、撮られるのは好きではないですね。どうしたって自分で思っているイメージ通りには写らないとわかってるから（笑）。

──　もうちょっと御自分を直視してください（笑）。

吉岡　自分で写真を撮るのは好きだから、よけいにそう思うんですよ。

──　カメラはお好きなんですか？

吉岡　自分で操あやつれる機械というと、カメラとワープロしかないから……（笑）。

──　35万円もするコンタックスＲＴＳ[image: ]を買われたとか……。

吉岡　いま大泉学園では僕と新谷かおる先生が、持ってるカメラの器材で張り合ってますよ。最近はとうとう中判カメラにまで手を染そめてしまいました。

──　話は戻もどりますが『妖世紀水滸伝』の背表紙の写真は、本当にかわいいですね（笑）。

吉岡　友人に言われました。『そうまでして女性ファンが欲しいのか』ってね（笑）。素直に『そうだよ』と言ってやりました。

──　『妖世紀水滸伝』はどのくらいまで続けるおつもりですか？

吉岡　タイラーシリーズより長くなることは確実でしょう。我ながらとんでもない作品を始めてしまいました（笑）。作家としての力量ギリギリのところで書いています。

──　力をセーブすると『ＳＯＭＥ─ＬＩＮＥ』ですか（笑）。

吉岡　そう。だから交互に書いていかないと身がもたない（笑）。

──　すると『無責任男』は中ちゆう庸ようですね。

吉岡　自然に書けるということはそうでしょうね。

──　『妖世紀水滸伝』や『ＳＯＭＥ─ＬＩＮＥ』といろいろ書かれていて、その中でのタイラーシリーズの位置づけというと、どうなのでしょうか？

吉岡　よくも悪くも、作家としての吉岡平を世に出してくれた作品ですから、それなりの感かん慨がいがあります。ここに戻ってくると肩の力を抜いてホッとできるというか……。原点というと陳ちん腐ぷですが、それでは言い尽くせないものがありますね。タイラーって、なんだかずっと前から付き合っている親友みたいな気がして……。

──　正伝としては少し、間が開きましたよね。

吉岡　言われたか（笑）。これからは少しピッチを上げます。正伝完結まで、あとわずかだし……。

──　ええっ。もっと書いて欲しいのに！

吉岡　銀河統一までやって、あとどうやって続けろっていうんですか（笑）。１０００巻もかけてやるつもりはないですよ（笑）。いつかは終わる作品だし……。それに、同一世界の前後の話を書きたいんです。キサラが主人公の話とかね。

──　キサラちゃんの話を書くんですか。それは外伝として？

吉岡　いえいえ、まったく別のシリーズとしてやりますよ。

──　じゃあ銀河は滅びないんですね。よかった。

吉岡　そんなのとっくにわかってるじゃない（笑）。

──　わかってましたけどね（笑）。じゃなきゃタイラーが１３０歳まで生きられるはずがない（笑）。

吉岡　これまた外伝的制約ですね。あとね、タイラーよりずっと前の、太陽系内で人類が、宇宙帆はん走そう船せんを操あやつって戦争している時代の話も書きたい。これは提てい督とく出世物語です。

──　『ホーンブロワー』や『ラミジ艦長物語』をスペオペでやるんですか？

吉岡　そうなんです。太陽風を帆ほに受けて進む軍艦が、舳へ先さきを並べて撃うち合うんです。固体弾を、真っ赤に熱して撃ち合ったり（笑）、長い航海の間には飲料水にアオミドロが発生したり、クラッカーにコクゾウムシがわいたり（笑）、主人公がやたらコーヒーが好きだったりします。

──　小しよう惑わく星せい要よう塞さいと帆船の撃ち合いとかもあるんですね（笑）。

吉岡　そうです。そういう時代を踏まえて、そのずっと後にタイラーの世界があるんですよ。

──　まさに歴史は繰くり返すですね（笑）。

吉岡　まだまだ、タイラーを完結させることのほうが先ですよ。来年前半までかかるでしょうね。

──　あとは、当然というか外伝という話になるんですが……。

吉岡　すぐに書けるネタとしては２冊分くらいはあるんですが、まだまだ楽しみは先に残しておきたいというのがありまして……。とにかくローテーションをクリアしないと、今はとてもとても……（笑）。

──　まだまだ先は長いというわけですね。それから、これだけの人気シリーズになると、そろそろアニメ化という声も（笑）。

吉岡　ないんですよそれが（笑）。全然お声がかからない。どうしてなんでしょうね（笑）でもまあ逆に、ほっとしている面もありますよ。なにしろ悲ひ惨さんな作品をいっぱい見てますから（笑）。下へ手たにアニメ化されるなら、今のままでいいって面もあります。自分で最後まできっちり責任取れないって面も確かにありますから……。一作だけのアニメ化で、無む残ざんにコケるくらいなら（笑）。ただ、自分のがなったら、それはまた格別だろうなって思いますよ。どんな駄だ作さくでも、夜中に一人でこっそり見たりしてね（笑）。

──　そのあたり、複雑でしょうね。

吉岡　アニメ化に関する懸け念ねんはまだあります。早い話、タイラーの声のイメージがまるきり湧わかないんですよ。その他のキャラの声なら、かなりの脇わき役やくに至るまで、まる程度自分で決めているんですが……。

──　確かにタイラー提督の声は、ちょっとイメージ湧きませんね。

吉岡　だから僕としては、むしろタイラーより『ＳＯＭＥ─ＬＩＮＥ』のほうをアニメにしてもらいたいってのがある。あんなにアニメにしやすい作品もちょっとないって思うんだけどね（笑）。

──　かえってアニメにする意味がないとも言えますけど（笑）。

吉岡　それ言われると、なにも言えなくなっちゃう（笑）。

──　いずれにせよ、先が楽しみですね。

吉岡　はい。しばらくは好きなこと、やらせていただくつもりですから（笑）。

──　本日は御多忙中のところ、本当にありがとうございました。

吉岡　心にもないこと言うもんじゃない（笑）。







収録　九月吉日　池袋東口『滝沢』にて
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